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序　　文

福岡市の西南部に広がる早良平野での考古学的調査は、近年来めざましい

ものがあります。その成果もきわめて大きく吉武遺跡群をはじめとした数多

くの発掘調査は、学術的な価値にとどまらず、多くの人々を古代への夢へと

かりたてました。

有田遺跡群はこの早良平野のほぼ中央に位置します。昭和41年、九州大学

考古学研究室とともに調査を開始してから今年度まで、107次に及ぶ発掘調査

をこの遺跡群で行なってまいりました。その結果、先土器時代から江戸時代

に及ぶ、数々の遺構と膨大な遺物が検出されています。

本書はこの有田遺跡群での第81次調査を報告するものです。この調査は、

福岡市建築局による市営新有田団地の立替えに伴うもので、昭和58年7月から

12月にかけて実施されました。調査の結果、縄文時代から平安時代にかけて

の住居・建物・井戸・土坑・製鉄炉などの遺構が検出され、また土器をはじ

めとする多量の遺物も出土しました。これまでの調査の成果を考えあわせる

ことにより、有田遺跡群の全貌がしだいにではありますが、明らかになって

ゆくものと思われます。

本書が埋蔵文化財への理解と認識を深める一助となり、あわせて研究資料

としても活用いただければ幸いです。

発掘調査から本書の上梓に至るまで、指導委員の先生、地元の人々をはじ

めとする多くの方々の御協力をいただきました。ここに心からの謝意を表し

ます。

昭和61年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　佐　藤　善　郎



例　　言

1．本書は、福岡市早良区有田1丁目の市営住宅建替えに伴い、福岡市教
ありた

育委員会が1982年7月～12月に発掘を実施した有田遺跡群第81次調査の

調査報告である。

2・現場での遺構実測には浜石哲也・上敷領久・赤司善彦・南秀雄・浜崎

悟司・領塚正浩・三田村美彦・今成進一・佐藤一郎があたった。

3．出土遺物の実測には浜石・林田憲三・赤司・岡部裕俊があたった。

4・製図は浜石・村上かをりが行なった。

5．本書に使用した写真は浜石が撮影した。

6．出土遺物のうち、土器・陶磁器に関しては001から通し番号を付けた。

その他の遺物についてはS001からの通し番号とし、実測図は各遺構の最

後にまとめた。また、その一覧表を第10表として108貢にまとめた。これ

らの遺物番号は挿図、図版とも共通のものである。

7．製鉄遺構に関しては大津正己氏から御教示をいただき、また出土鉄浮・

砂鉄についての調査報告を付論として掲載することができた。

8．本書の執筆はII土3－（4）、（5）を林田・浜石、残りはすべて浜石が行な

った。

9．本書の編集は浜石が行なった。

（表紙題字　杉山悦子）
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Ⅰ　は　じ　め　に

1　調査に至る経過

1982（昭和57）年、福岡市建築局は早良区有田1丁目の市営住宅の建て替えを計画し、当該

地（面積10，300㎡）の埋蔵文化財の有無確認を、教育委員会文化部文化課（現埋蔵文化財課）

に申請してきた。

申請地は、1966（昭和41）年以来70余回にわたって発掘調査が行なわれてきた有田遺跡群の

ほぼ中央に位置する。隣接した地点では、第3・7・10・21．41．69・70・71次の8回におよ

ぶ発掘調査がこれまでになされ、弥生時代から江戸時代におよぶ遺構・遺物が確認されていた。

申請地が旧地形で谷をなしていたとはいえ、すでに発掘された周辺の状況からすれば、当然の

ことながら遺構．遺物の存在が予想されるところであった。

そこで市営住宅解体後の4月25日～27日に、13本のトレンチをあけ、試掘調査を行なった。

申請地は南北に走る道路で分割されており、これを境に西側をⅠ区、東側をII区と設定し試掘

を開始した。その結果、Ⅰ区では南から北に向う谷状遺構を確認した。その覆土には多量の遺

物を包含していた。また東南部分では、地山に密着した状態で多量の鉄浮を検出した。II区で

は、Ⅰ区の谷状遺構から東側台地へ移る斜面部で、竪穴住居跡やピットを確認した。この調査

をもとに、削平．撹乱の著しい東側台地を除いた約8，100㎡に埋蔵文化財が存在するとの報告を

建築局に提出した。

以後、建築局と文化課の間で協議が行なわれ、諸事情から発掘調査やむなしの結論を得、以

後、調査方法・期間・費用について打合せ、1983（昭和58）年7月1日より調査を開始した。

有田遺跡群での81回目の発掘調査にあたることから、有田第81次調査と命名した。

2　調査組織

1983年7月1日から12月10日までの発掘、および本年度（1985年）の報告書作成に至るまで

の関係者は以下のとおりである。

調査主体　福岡市教育委員会文化部埋蔵文化財課第1係（前文化課埋蔵文化財第1係）　生

田征生（課長、前任）　柳田純孝（課長）　折尾学（係長）　岡島洋一（庶務、前任）　岸田

隆（庶務）　二宮忠司・浜石哲也（調査担当）

調査・整理補助　上敷領久　岡部裕俊（同志社大学）　赤司善彦（明治大学）　南秀雄・浜

崎悟司（京都大学）　領塚正浩・三田村美彦（国学院大学）　今成進一（大東文化大学）　佐

藤一郎　村上かをり　林田憲三（中村女子短期大学講師）

調査にあたっては榊光雄氏をはじめとする作業員、室内整理の方々の協力を得た。
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第1図　有田遺跡群と周辺の遺跡（1／5万）
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II　有田遺跡群の位置と環境
さわら

福岡市の西南部に広がる早良平野は、東の福岡平野、西の糸島平野と山塊・丘陵をもって隔

てられる。平野の中央には背振山地に源を発する室見川が貫流し、北の博多湾へそそぐ。
ひい　のけ　ぬかだ　ヘぐり

早良平野を中心とした地域は、もと早良郡に属し、律令時代には批伊・能解・額田・平群．
たべ

田部の六郷から成っていたO明治以降、福岡市に順次くみこまれ、1975（昭和50）年早良町が

福岡市に編入されたことを最後に郡名は消滅した。しかし、1982（昭和57）年、西区の分区に

より早良区として早良の地名は復活している。江戸時代、貝原益軒はこの早良郡を「坤こ海あ

りて、三方に高山あり。広平の地に、村里多く、水田多し。中に早良川流るゝ故に、山林河海

そなはりて、薪材ともしからずO魚塩多し。河水多けれ共、滞なくして、水早の患稀也。され
註1）

とも平田は肥餞ならすして、種植豊ならす」と端的に記している。

この早良平野における考古学的調査は、東の福岡平野に比べ、遅れて出発した。江戸時代の

文献に古墳についての記載がみえ、また明治時代以降には、西新・藤崎・五島山のように海岸
註2）

部を中心とした遺跡が発見されている。しかし、本格的な調査が開始されるのは1960年代後半

に至ってからである。これは福岡市の都市化に伴うもので、現在では宅地開発・道路建設・学

校建設・圃場整備などの進行により、早良平野で遺跡の調査が行なわれていない時はないとい

った状態にある。その結果、平野の外縁の丘陵地、中央の沖積地、博多湾に面した砂丘上で先
註3）

土器時代から江戸時代に至る遺跡が続々と確認された（第1図）Oその中には吉武遺跡群の一連

の弥生時代墳墓のように、これまでの考古学的見識を塗りかえる遺跡の発掘例も少なくない。

しかし同時に、遺跡は消滅し、そして益軒が傭撤した早良もその姿を急速に失いつつあること

もまた事業である。

有田遺跡群は、早良平野の北側中央部にあり、最高所で標高15m前後の独立した洪積台地と、

その周囲の沖積地からなる。行政的には福岡市早良区有田、小田部、南圧の一帯にまたがる。

台地は八ツ手状の複雑な谷を形成し、南北約1・7km、東西約0・8kmの広がりをもつ。この台地の

西には室見川、東には金屑川が北流し、台地の縁辺の一部はこれに浸蝕され小断崖をなす。北

は室見川の河口に近く、古くは小田部近くまで海岸が入り込んでいたことが想定されるO南側

は水田が作られ、台地最高所との比高差は7～8mをはかる。以上述べた遺跡群周辺の地形は、

昭和21年撮影の航空写真（図版1）では比較的明瞭にうかがえるが、現在ではその面影はほと

んどないといってよい。

有田遺跡群の所在する有田・小田部は田部郷にあたり、小田部村に筑紫殿塚・松酒殿塚（有
註4）

田古墳群1号填、3号填。いずれも円墳）があることが江戸時代の文献に見える。1898（明治

31）年には、台地の南端近くにあたる現在の西福岡高校内から甕棺墓群が発見された。1949（昭
註5）

和24）年にはそこで甕棺墓の調査が行なわれ、金海式の甕棺から銅戈が出土している。これが
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第2図　有田遺跡群と調査地点（1／8000）
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調査
次数
地区 調査年 所在 地

調査
面積

時一　　 代 備　 考 文献

1 K 他 1967 有田2丁目他 5－00 弥生．古墳．奈良 g ヶ所調査 1

2 K 他 1968 有田2丁目他 900 弥生．古墳・奈良．平安他 、7 ヶ所調査 2

3a C 1975 小田部1 丁目 1．082 肖一面
．3

3b Ⅰ 1976 有田1丁目 1．836 弥生・古墳・平安 3

4 d 1977 ′j、田部2 丁目 1・691 奈良以降 礪立柱嘩物他 4

5 J 1977 小田部2 丁目 900 縄文（中・後期） 貯蔵穴60基 12

6 Ⅰ 1977 有田1 丁目 1．289 弥生．古墳・奈良．中世 －　4

7 Ⅰ 1978 有田1 丁目 573 弥生．中世 7

8 Ⅰ 1978 有田1 丁目 1－田l 古墳他
7

9 D 1978 小田部1丁目 211 古墳 5

10 F 1978 1小田部－2丁目 436 5

11 H 1978 小田部2丁目 186 5

12 J 1978 有田1 丁目　－ 360 古墳．奈良 1・2次と同地点 5

13 －F 1978 小田部2丁目 152 5 、

14 H 1978 小田部3丁目 539 近世 5

115 E 1978 小田部5丁目 275 古墳 5

16 Ⅰ 1978 小田部3丁目 107 －弥生．古墳 15

17 J －1979 有田l丁目 136 中世 6－　－

18 J 1979 有田1丁目 248 弥生（前期）

19 I 1979 有田1丁目 250 弥生．古墳・中世 10

20 K 1979 有田2丁目 250

21 Ⅰ 1979 有田2丁目 442 古墳 6

22 E 1979 ′下郎障 丁目 385 掘－立柱建物 6 ・

字3 J 1979 有田1丁目 485 中世 6

・24 K － 1979 有田2丁目 143 中世 6 －

25 ノD 1979 ′下田部5 丁目 298 掘立柱建物 6

26 D 1979 ′小田部5 丁目 245 奈良．平安 6

27 D 1979 小田部5 丁目 244 弥生．中世 6

28 Ⅰ 1979 有田l T 巨i 179 弥生・中世 7

29 ． J 1979 有田1 丁目 280 古墳．奈良 7

30 J 1979 小田部3 丁目 586 弥生．古墳・中世

31 J 。 1979 有田1 丁目 580 古墳 7

32 J 19 79
19 80
有用1 丁目 237 古墳．中世 10

33 D 1980 小田部1丁目 491 古墳 製鉄炉跡他 7

34 0 － 1980 小田部1丁目 612 －古墳 7 °

35 E 1980 小田部5丁目 843 弥生・古墳．中世

36 －　E i980 小田部5丁目 247 弥生．中世 10

37 D 1980 小田部1丁目 347 ．掘立柱建物 lO

38 D 1980 小田部1丁目 430 中世．近世 10　－

39 J 1980 有田1丁目 527 古あ奈良．平安・中世 1－2

40 －J 1980 有田1丁目 376 中世 10

41 H 1980 小田部3 丁目 325 中世 10

42 K 1981 有田2 丁巨i 150 弥生・古あ平安・中世 10

43．－ K 1981 有田2丁目 403 近世 10

44 K 1981 有田2丁目 1．028 中世．近世 11

45 L 1981 有田2丁目 111 弥生．古墳・中世 lO

46 E 1981 ′下田部5 丁目 264 中世 11

47 J 1981 有田1丁目 372 中世 1－1

48 G 1981 小田部2 丁目 458 弥生．古掛 中世 ll

49 F 1981 小田部1 丁目 655 古墳・中世 11

調査
次数
地区 調査年 所 在地 調査

一面横

時　　 代 備　　 考 文献

50 H 1981 小田部3丁月 182 中世

51 Ⅰ 1981 有甲1丁目 314 弥生．古墳 1．2

52 G 1981 小［鵬ii2丁目 561 古墳．奈良ヰ世；近世 13

53 J 1981 有田1－丁目 417 古墳・平安．中世 12

54 K ．1981 有田－2 丁目 1．224 －縄文．弥生．中世・近世

55 J 1981 有田1丁目 317 古墳・中世 11

56 J 一一1981 有田1丁目 513 縄文．奈良．平安．中世

57 J 1981 千道標1丁目 275 古墳・中世 12

58 A 1981 南庄3丁目 333 弥生．中世・近世

59 J ． 1981 小田部－3 丁目 938 弥生．中世 ，8．13

60－ J 1981 ノ小田部3 丁目 26 中世．近世 13

61 Ⅰ 1981 有田2丁目 187 中世

62 L 1982 有田地区′ト 1．260 縄文（終末） 9

63 D 1982 小田部1 丁目 115 古墳～中世 掘立柱建物他 111

6－4 H 1982 小田部5 丁目．1．800 弥生．古墳．奈良・平安．中世 甕棺墓33基他

65 K 嘩 2 有田2丁目 251 縄文～古墳 土壙

66 Ⅰ 1982 有田1丁目 503 古墳．奈良．中世 12

67． D 1982 小田部1 丁目 802 ′古墳．奈良．平安．中世

68 ．L 1982 有田2丁目一一 146 中世

69 Ⅰ 1982 有田1丁目 、649 古墳．奈良．中世

70 Ⅰ 1－982 有Ⅲ1丁目 191 中世

71 I－．．198写 有田1丁目 383 古墳．奈良－．中世

72 J 1982 有田1 丁目 394 中世

73 D 1 1982 小田部1丁目－ 144 古墳．奈良

74 K 1982 有田2 丁一目 －1．－156 弥生．古あ奈良・中世．近世

75 J 1982 有田1 丁目 284 奈良・平安 11

76 A 1983 南庄3 丁目 355 弥生．古墳．奈良・平安 12

77 J 1983 有田1 丁目 1．707 弥生・古墳・奈良．中世

78 K 198g 有田2 丁一目 412 弥生・古墳．奈良・中世

79 D 1983 小田部1丁目 143 掘立柱建物

80 C 1983 ′」堀部1丁目 －885 弥生

gl Ⅰ 1983 有用1 丁目 8．000 縄文 ．弥生 ・古墳．
奈良 ・平安 ・－中世　－

本報告

82 J 1－983－－．－有田1丁目 413 古墳・奈良．中世 1g

83 Ⅰ 1983 有田1丁目 378 中世 13

84 K一一 1983－有田2ナ目－ 304 弥生・中世

85 A 1983 南庄3丁目 577 古墳．奈良

86 E 1983 小田部5丁目 247 縄文．弥生．中世・近世 12

87 一g 1983 有田2丁目 －　248 弥生．古墳・奈良．中世 13

88 Ⅰ 1983 有田1丁目 260 奈良．中世

89 A － 1983 南庄3丁目 517 古墳．奈良

－90 E 1983 小田部5 丁目 286 縄文．古墳・中世

91 J 1984 小田部3 丁目 282

92 J 1984 有田1丁目 150

93 H 1984 小田部3 丁目 318

94 ． A 1984 南圧．3丁一目 453

95 J 1984 有田1丁目 ′657 13

96－ I 1984 有田1丁目 446

97 A 1984 南庄3丁目 1．082 13

98 E 1984 ′小田部5丁目 286

99 C 1985 小田部1丁目 547

第1表　有田遺跡群発掘調査一覧表（1984年度まで）
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文献は7頁註6）と同じ番号
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第3図　第81次調査地点付近旧地形図（1／8000）

有田遺跡群での初めての調査である。1966（昭和41）年、区画整理に伴う調査が九州大学考古

学研究室によって開始され（第1次調査）、以後1985年末までに福岡市教育委員会などによって

107次にわたる発掘調査が行なわれてきている（第2図、第1表）。当初発掘調査は台地部分を

対象としていたが、現在では第62次調査など台地辺縁の沖積地にも及んでいる。出土した遺構・

遺物は時代・怪格など多岐にわたっており、詳しい調査の内容については順次刊行されてる報
註6）

告書等にゆずる。

第81次の調査地点は、有田1丁目で、国土地理院発行の5万分の1地図「福岡」の北より23・

2cm、西より16・4cmに位置する。字は西の六反畑と東の東畑にまたがる。古い地図（第3図）を

みると、調査地点一帯は、北に開く浅い谷状の地形が西側を中心にほぼ大半を占め、東南側に

台地が広がっているO谷は調査地点のすぐ南で終わり、、その南には溜池がみられる。市営住宅

建築以前には、谷部が水田、台地部が畑として利用されていた。調査開始時点では谷部は埋め
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られ、南西から北西に向ってゆるやかに傾斜する地形を呈していた。

第81次調査地点の周囲では8次にわたる発掘調査が行なわれている（付図2）。西に隣接した

第3・5次調査では、弥生時代前期の貯蔵穴、中期の円形住居、中期後半から後期初頭の井戸、

弥生時代～古墳時代の掘立柱建物、古墳時代の長方形住居、古代の溝、中世の土壌などが検出

されて言る。南側の第70・ノ71次の調査では、中世の濠の他に古墳時代の住居、掘立柱建物が確

認され、これらの遺構はさらに西側の第30・53．75次の調査地点へと延びているO西側では第

8・21・69次調査が行なわれ、古墳時代住居、それ以後の掘立柱建物などが検出されている。

北側では第10・49次の発掘調査がなされ、古墳時代～中世の土壌・溝・ピットなどが確認され

ているが、その遺構の密度は薄い。これらの調査地点は、いずれも谷部を中心とする第81次調

査地点をとり囲む台地上にあり、谷部との関係が注目される所であった。

註1）貝原篤信（益軒）『筑前国続風土記』1709（宝永6年）

2）島田寅次郎「藤崎の石棺」「五島山の石棺」『史蹟名勝天然記念物調査報告書』第一韓、1915、
福岡県

永倉松男・鏡山猛「筑前国藤崎に於ける弥生式遺跡」考古学　第2巻第1号、1931

鏡山猛・永倉松男「筑前国福岡市発見の甕棺」考古学　第1巻第5・6号、1930

3）明治時代以降、1981年3月までの早良平野での調査は56遺跡（遺跡群．古墳群）におよぶ。こ

れ以降も圃場整備・団地建設・学校建設など大規模な開発に伴う発掘調査が行なわれ、膨大な資

料が出土しているが、そのすべてが公表されるには至っていない。

塩屋勝利・田中寿夫「野方勧進原遺跡の調査」『福岡市西部地区埋蔵文化財調査報告1』福岡
市埋蔵文化財調査報告書第64集、1981

4）註）1に同じ

5）森貞次郎「有田甕棺遺跡の甕棺と銅戈」『有田遺跡－福岡市有田古代集落遺跡第二次調査報告－』
1968

6）有田遺跡群に関する調査報告は下記のとおりである（市報は福岡市埋蔵文化財調査報告書の
略。カッコ内は報告された調査次数である）。いずれも福岡市教育委員会の発行である。
①『有田古代遺跡発掘調査概報』市報第1集、1967（1次）
②『有田遺跡－福岡市有田古代集落遺跡第二次調査報告－』市報第2集、1968（2次）
③『有田周辺遺跡調査概報』市報第43集、1977（3次）

④「有田・小田部」現地説明会資料（孔版）、1977（4．5・6次）
⑤『有田遺跡』（孔版）、1979（9・10・11・12．13・14・15・16次）
⑥『有田・小田部第1集』市報第58集、1980（17．21・22．23・24・25・26・27次）
⑦『有田・小田部第2集』市報第81集、．1982（7・8・28．29．31・33・34次）
⑧『有田・小田部第3集』市報第84集、1982（59次）
⑨『有田七田前遺跡』市報第95集、1983（62次）
⑯『有田．小田部第4集』市報第96集、1983（19．32．36．37・38．40・41．42・45次）
⑪『有田．小田部第5集』市報第110集、1984（30・44・46・47．48・49・55・63・75次）
⑫『有田・小田部第6集』市報第113集、1985（5・39・51・53・56・57．66．76・86次）

⑬『有田・小田部第7集』市報第139集、1986（52・59・60．・82・83・87．95．97・101次）
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III　調査の記録

1　調査の概要

建築局との協議を経て、1983（昭和58）年7月1日より発掘調査を開始した。

（1）調査区の設定

発掘に先がけて、調査区の設定を行なった。まず、試掘時の区分けをそのまま用い、調査地

点の中央を南北に通じる道路を境として、その西側をⅠ区、東側をII区と大区分した。さらに、

建築局が作成していた250分の1の図面を利用し、調査区内を10m方眼に割り付けた。そして東

西方向を西から10mごとにA～Lに、また南北方向を北から1～13に分け、各10m方眼をこの

2つを組合せ、たとえばA－1、B－2などと呼称することとしたO遺構の位置についてはこ

の小区分をもって表わし、大区分は調査・整理時に便宜的に使用するにとどめた。方眼の南北

方向は、磁北から東に12．5。偏る。

（2）土層

調査対象面積が約1万㎡と広く、また旧地形が谷をなしているが、その土層は土色・厚薄な

ど細部の違いはあるものの、ほぼ全域にわたって基本的に一致した。第4図にはⅠ区のA－12

からC－12にかけての北側部分（Ⅰ区土層断面）と、II区の南の発掘境界部分（II区土層断面）

の土層断面を図示した。土層の名称は両セクションとも共通である。

Ⅰ層は表土で、II区土層断面では旧市営住宅の基礎など撹乱坑が著しいOIIA層は黄褐色土、

IIB層はしまりの良い暗褐色土である。II区土層断面では、東側台地辺縁から西の谷部に向う

につれ層が厚くなる。Ⅰ区土層断面ではほぼ水平であるが、谷の最深部（SD07）の東側では
く

層がやや薄くなる。このII層からは中世の遺物が出土するが、遺構は確認できない。III層はII

区の東側台地からSD07の東側にかけてみられるやや粘質をおびた黒褐色土層である。奈良・

平安時代の遺物を中心に若干の中世遺物を含み、またこの層中、あるいは直下から遺構が掘り

込まれている。III層の下は、II区東側の台地部分ではわずかに鳥栖ローム層が残り、それ以外

の部分では八女粘土層となる。IV層は褐色土をなし、Ⅰ区土層断面のSD07上面からその西側

部分にみられる。多量の遺物を混えた土層で、西側からSD07に向って堆積している。遺物は

弥生式土器を中心に、古墳時代・古代におよび、一部中世のものも混る。SD07の西側部分で

はIV層の下は八女粘土となる。SD07の東側のIII層に対応する層と考えられるが、遺物の包含

量は比較できないほど多い。

Ⅰ区土層断面にみられるⅤ・VI層は、／谷の最深部であるSD07の堆積土である。VA層は暗

褐色土、VB層は黒色粘質土で、SD07の上層をなす。この層にも多量の遺物が含まれ、VA

層は奈良時代、VB層は古墳時代後期あたりまでの遺物がみられる。ⅤⅠ層はSD07の下層にあ
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たり、ⅤIA層は黒色、VIB層は灰色を呈する砂質

土である。Ⅴ層ほど多量ではないが、古墳時代前

期までの遺物が少なからず混る。SD07の中には

多数の遺構がみられ、その一部はVA層から掘り

込まれているが、多くがVI層中からのものである。

以上の土層は、いわば旧地形である谷の埋め立

ての歴史を表わしているといってよい。土層が全

域にわたってほぼ一定であるのも、まさに埋立て

の結果によるものと考えられる。

（3）調査経過．と概要

発掘調査は7月1日、ⅠⅡ区から開始した。

II区の調査II区では東側台地部分から重機に

より表土剥ぎを始めた。試掘報告のとおり撹乱・

削平が激しかったが、破壊面の間にピットなどが

出土した。そこで一応全面を表土剥ぎし、遺構の

確認をはかることとした。遺構面の検出は南北お

よび中央部の土層の観察にもとづき、南側から北

側に向って進めた。遺構はほとんど地山直上で確

認し、それ以下は芋掘り調査に切り換えた。調査

開始間もない7月上旬にまずJ－10で竪穴住居跡

が確認されたのを皮切りに、次々と遺構を検出し

た。8月上旬には北西方向に緩やかに傾斜する旧

地形の全貌が現われ、北側部分では傾斜面を削っ

た部分があることも判明した。遺構の検出・実測

等の作業は9月中旬にほぼ終了した。その後、鳥

栖ロ～ム層が比較的残っていたJ－3・K－3区

で先土器時代の遺構・遺物の探査を行なった。し

かし成果が得られないまま、10月17日にII区での

すべての調査を完了した。

検出した遺構は、古墳時代の住居跡10軒（SC

01～10）、奈良・平安時代の掘立柱建物7棟（SB

01～07）、井戸跡5基（SE01～05）、土坑17基（S

K001～017）、溝5条（SD01～06・08・09）など
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である。それに伴う遺物は竪穴住居跡を除けば、

量的には多くなかった。

Ⅰ区の調査II区の表土剥ぎ終了とともに、8

月上旬からⅠ区の表土剥ぎに入り、さらに遺構検

出へと進んだ。調査にあたってはI．II区間の道

路など日常生活に使用されている道路部分を発掘

対象からはずさざるを得なかった。

試掘時に問題となっていた谷状遺構に堆積して

いる多量の遺物は、Ⅰ区の西側寄りで確認した。

そこは谷鹿部分にあたり、東西両側が削平された

幅10m前後の溝状を呈していた。この部分をSD

07と名付け、地区割りなどに対応させるa～j区

およびZ区（A・B．C－12区）に分割し、分層

発掘を行なって遺物を取りあげた。調査はこのS

D07を中心に、南から北に向って進めた。I区南

半部分の発掘時はまさに盛夏で、土が堅く締り、

遺物蛍が多いことなどから調査は遅々として進ま

なかった。それに加え、SD07の底には井戸・土

坑などの遺構の存在が判明し、その掘り方、実測

等に追われた。SD07は北側に蛇行しながら広が

り、その中の遺物はしだいに少なくなったが、溝

底の土坑は北端部まで続いた。SD07の北端部に

行き着いたのは11月中旬をすぎていた。

第5図　調査風景

SD07の西側は東側ほど削平がひどくなく、井戸跡・掘立柱建物などを確認した。その北側

では第3次調査の際検出された大溝の続きも検出した。東側では土坑．溝などの遺構を検出し

たが、その遺存度は不良であった。試掘時のもうひとつの問題点であった鉄浮群は、主に東側

中央部で出土した。鉄淳群の付近には、浅い溝状遺構、不整形土坑などが重複しており、製鉄

跡とそれに関連する遺構と考えられる。この部分を最後に12月10日発掘調査は完了した。

Ⅰ区での主な検出遺構は、SDO7底を中心とする縄文晩期～平安時代の215基（SKO20－235、
タ

223は欠番）にのぼる土坑と、製鉄跡に関連する遺構群であるO他に掘立柱建物（SB08～10）、

井戸跡（SEO6～19）、溝、土壌墓などがあり、その遺物はSDO7出土のものを中心にパンコン

テナ500箱近くにおよんだ。
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2　遺構と遺物

今回の調査で検出した遺構は、概2（SAOi・02）、掘立柱建物10（SBO1～10）、竪穴住居

10（SCOl～10）、井戸17（SEOi～19）、土坑232（SKOOl～235）、溝30（SDOl～30）、土壌

墓1（SX76）および製鉄関係の遺構などである（遺構番号と総数が合わない所は欠番がある）。

出土した遺物は、縄文時代晩期以降平安時代に及ぶ。ここではこれらの遺構・遺物を柵から順

次詳述してゆく。記述するにあたっては、遺構、それに伴う遺物の順としたが、土坑に関して

はこの限りではない。またSD07とSD15から出土した膨大な遺物については、整理の関係上

割愛せざるを得なかった。今後稿を改めて報告したい。

（1）柵

SAOI I区の南端部分にあたるB－12・13で検出した。列方向をN－44．5。－Wにとったほ

ぼ西北から東南に走る8個の柱穴から成る。全長5・10mで、柱間はP5・P6間で60cm（2尺）、

他は75cm（2・5尺）である。掘形は削平を受け5～10cmと浅い。P6．P7はSKO23を切る。

SA01は南側の台地が落ち込んだ所に沿って築かれており、掘形の浅さなども考えあわせれば、

さらに延びていた可能性が高い。

出土したのは弥生土器・土師器・須恵器などの細片が少量であるO内黒土架と輸入雑器の細

片も一部混っており、SA01の年代はこれらから11～12世紀に求められよう。

SAO2Ⅰ区のF－7．8で検出した。列方向はN－30。－Eで、5個の柱穴から構成されるO

全長2．25mで、Pl・P2間が75cm（2．5尺）、他は60cm（2尺）の柱間をもつ。掘形は4～8

cmと削平が著しい。SA02の西側1．4mには、SD24がこれと平行に走っており、両者は関連し

た遺構と考えられる。出土遺物はない。

（2）掘立柱建物

Ⅰ・II区あわせて10棟検出した。II区には7棟あり、SB07を除いた2×2間の6棟が発掘
，

区の西側に沿って南北に配置されている。この東側で台地からの傾斜面が削られ、掘立て部分

は平坦になっている。建物は小規模なものである。この他に多数のピットを検出しており、中

には桂根の残ったものや、柱痕跡のあるものがある。これらをすべて掘立柱穴とするには問題

があるにしろ、まとめきれなかった掘立柱建物があることは認めざるをえない。なお出土遺物

は細片で、図化を行なえなかった。

SBOl（第6図）II区のH－7・8で検出した側柱だけの建物である。2×2間の正方形

で、実長はいずれも420cm、柱間寸法は7尺（210cm）の等間である。柱掘形は円形あるいは楕

円形で、深さ50cm前後を計る。建物方位はN－2．5。－Eである。P7．P8とSD02が切り合う

が、SD02が浅いこともあって先後関係は不明である。柱掘形埋土から弥生土器・土師器の細

片が少量出土している。
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SBO2（第6図）II区H一6で検出した側柱だけの建物である。柱穴が一部発掘区外にか

かるが、2×2間のものと考えられる。実長は梁行360cm、桁行420cmで、柱間寸法は梁が6尺

（180cm）の等間、桁が7尺（210cm）の等間となる。建物方位はN－36。－Eである。柱掘形は

径80～100cmの円形あるいは隅丸方形に近く、深さは40cmほどである。中には径20～30cmの柱痕
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跡がある。出土遺物は土師器、須恵器の糸田片のみである。

SBO3（第6図）II区のH－4で検出したSD05を切った総柱の建物である。2×2間の

正方形で、実長はともに270cmを測る。柱間寸法は4．5尺（135cm）の等間で、N－19。－Wの方位

をとる。柱掘形は、径70～80cm、深さ約40cmの隅丸方形あるいは楕円形を呈し、中に径20cmほ

どの柱痕跡が残る。床束柱の掘形は側柱のそれに比べひとまわり小さい。土師器・須恵器の細

片が少量出土した。

SBO4（第6図）II区H－3・4で検出した2×2間の総柱の建物で、北西でSD04に切

られ、また南東でS．D05を切る。建て替えによる柱穴の重複がみられる。この建て替えは北西

にややずらして行なわれているが、その規模・向きは変わりがない。実長270cmの正方形をなし、

柱間寸法は4・5尺（135cm）の等間である。建物方位はN－8。－Wにとる。柱掘形は径70cm、深

さ40～60cmの円形をなすが、床束柱の掘形は側柱に比べ規模が小さい。柱掘形埋土から土師器．

須恵器が出土しているが、細片で量も少ない。

SBO5（第7図）II区北端のⅠ－2で検出した。一部柱穴が発掘区外に延びるが、2×2

間の総柱の建物に復原できよう。実長360cmの正方形をなし、柱間寸法は6尺（180cm）の等間、

である。建物方位はN－40。－Eにとる。柱掘形は径60cm、深さ30～40cmの円形を呈し、一部に

は径約20cmの柱痕跡がみられる。柱掘形埋土から土師器・須恵器の細片が少量出土したO　この

建物の東側柱部分はSD04に切られる。

SBO6（第7図）II区のH－7で検出した。建物の大半が発掘区外にかかり、またSE05

に切られているため、確認できたのは東側柱2間と南側柱1間分のみであるO東側2間は実長

450cm、柱間寸法7・5尺（225cm）を測る。南1間分は300cm（10尺）で、今回検出した掘立柱建

物の中ではSB10とともに一番大きな柱間寸法をもつ。建物方位はN－18。－Eにとる。柱掘形

は径60～80cm、深さ70cmの円形に近く、P2を除いて径20cmの柱痕跡を確認した。柱掘形埋土

からの出土遺物はない。

SBO7（第7図）II図のⅠ－5で検出した側柱だけの建物である。1×2間の建物で実長

は東西270cm、南北360cm、東西の柱間寸法は4・5尺（135cm）を測る。方位はN－12。－Eにとる。

柱掘形は不整円形で、径30～70cm、深さ20～40cmと不揃いである。柱掘形埋土から弥生土器・

土師器の細片が少量出土した。

SBO8（第7図）Ⅰ区E－4で検出した1×1間の建物である。実長230cmX2700mの長方

形をなし、方位をN－49。－Eにとる。柱掘形は円形で、径30cm、深さ30～50cmを測る。柱掘形

埋土から少量の弥生土器・土師器の細片が出土した。SB09と重複する。

SBO9（第7図）　SB08と東側で重複した1×1間の建物である。1間180cmの正方形で、
．

方位をN－52。－Eにとる。柱掘形は円形で、径30～40cm、深さ30～40cmを測る。P3には径11

cmの桂根が、底から約40cm残存していた。柱掘形埋土からの出土遺物はない。

－13　－
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SB10（第7図）Ⅰ区0－7で検出した1×1間の建物である。実長300×270cmの長方形

をなし、方位をN－41。－Eにとる。柱掘形は円形で、径50cm、深さ約300mである。西側柱の北

の等間部分に柱穴があり、この建物が北に延びる可能性もある。出土遺物はない。

（3）竪穴住居

II区で10軒検出した。これらの竪穴住居跡は谷部の東斜面に等高線に沿うようにして、南北

に築かれている。いずれの住居跡とも撹乱．削平が著しい。

SCOl（第8図）II区の南端J－10で検出した。西側壁部分をSKO01に切られ、東側壁部

分および中央部分は建物基礎・埋設管で破壊されている。現状では南北幅しか確認できないが、

東側撹乱部に残った土器を伴う楕円形土坑（長さ68cm、幅58cm）を、出入口によくみられるピ

ットと考えれば、南北幅5・20m、東西幅約4．0mの隅丸長方形の平面に復原できる。残存壁高は

床面から25cm程度で、南北側壁に沿って幅1・10m前後、床面からの高さ8cmのベッド状遺構を

作る。このベッド状遺構は北側のものが地山削り出しであるのに対し、南側のものは西側壁か

ら南側壁にかけて釣手状に幅50cm、深さ15cmの溝を掘り、それを埋め立てた上に土盛りをして

作っている。炉は床面の中央西南寄りにあり、長さ57cm、幅50cmの楕円形を呈する。断面は深

さ16cmの皿状をなし、焼土がつまってし－る。ピットは床面で7穴、北側ベッド状遺構で2穴、

南側ベッド状遺構で1穴検出したが、主柱穴の認定は困難である。

一　一一　一　，一一　一　－　一　一　一．・．一．一　一一

第8図　SCOl実測図（1／60）
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出土遺物（第10－13・24図）弥生土器・土師器・鉄器．土錘・玉などを、覆土および床面

から検出した。主体をなすのは土師器で、床面密着で検出したものだけをみても、器種・量と

も豊富である。出土状態は第9図に示したが、これをみれば遺物は炉の周囲に集中してPる傾

向がうかがわれる。また001の土師器が分散しているのを除けば、他の個々の土器はまとまって

出土しており、この住居跡の廃棄時の状態そのままに近いものと考えられる。以下覆土出土の

ものも一部含め、遺物について述べる。

土師器（00土035）001～018は甕形土器である。001は肩の張った楕円形の胴部をもち、口

緑部は直線的に外方に開く。胴部外面は右下りの細い平行叩きを行ない、その下部は縦方向の

刷毛目を施す。内面は口緑部直下近くまで右上りのへラ削りで、器壁は0．3cmと薄く一定である。

復原田径15．7cm。胎土には砂粒とともに赤色粒子を混え、淡褐色を呈す。この土器は、炉を中

心に数ヶ所に分散した状態で出土した。002はほぼ001と同様の形態を示すが、胴部の張りが少

なく、外面調整は刷毛目で行なっている。内面のへラ削りは荒い。砂粒を多く混え／た胎土で、

明黄褐色を呈する。外面には煤が付着する。口径16．8cm、器高26．7cm。003は胴部の張りが小さ

くなり、口緑端部は丸くおさめる。内外面とも磨滅著しく調整不明。砂粒を混えた胎土で、淡

赤褐色を呈する。復原田径14．9cm。005～007は比較的直線的に開く口緑部をもった破片で、胴

部も楕円形に近いものと考えられる。005は口緑端部をわずかにつまみあげ、また胴部には叩き

が残る。いずれも砂粒を混えた胎土で、005・007は淡赤褐色、006は淡黄褐色を呈する。006は

東側土坑からの出土である。胴下半部のみ残存する018も、002～007の甕形土器の類に属するも

のであろう。

008～011は球形に近い胴部から口縁部が内湾気味に開き、肩部に沈線をめぐらすものである。

言緑端部は008が丸くおさめるのに対し、残りはナデて平坦にする。沈線は縦横の刷毛目調整の

後施されており、008・011はへラによる一条、009は三本単位の櫛状のものを一周させている0

008だけは全周することなく途中で沈線が終わる。また011は波状をなす。いずれも胎土には砂

粒を混え、008・009・011には赤色粒も含む。色調はいずれも淡褐色である。012～014は球形の

胴部をなし、外面に沈線を施さないものである。口緑部は012が直線的であるのに対し、013・

014は内湾気味に開き端部はナデつぶす。外面は刷毛目、内面はへラ削りを行なう。いずれも砂

粒を多く混えた胎土で、012は淡赤褐色、013は淡灰色、014は暗褐色を呈する。014は口径15・0

cm、復原器高20．1cm。

015～017は複合口緑をなす甕形土器である。015はやや上位に最大径をもった胴部から、口緑

下半部が短く外反し、その上に直線的に外反する上半部を接合する。外面は粗い斜刷毛目調整

を行ない、その上に部分的な横刷毛目調整を施す。内面は上方向きのやや荒いへラ削りを行な

ぅ。砂粒を混えた胎土で、淡褐色を呈する。同一面の口緑下と胴部に黒斑が認められる。口径

17．1cm。016は球形の胴部から口縁下半部が短く外反し、その上に上半部が直立する。外面は斜

－16　－
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第10図　SCO1出土土器実測図Ⅰ（1／4）
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刷毛目の上に横刷毛目を施すが、器面の磨滅が著しく、全体の調整は不明僚である。砂粒を混

えた胎土で、淡黄褐色を呈する。口径15．00m、復原器高20．9cm。017は016とほぼ同様の形態を

なすが、復原田径が27．5cmと広く、また胴部の張りも小さい。外面は斜刷毛目、内面は粗いへ

ラ削りを連続的に行なう。大粒の砂粒を多く混えた胎土で、暗黄褐色を呈する。

019～031は壷形土器である。うち019～023はいわゆる複合口緑をもつものである。019は復原

田径21・6cmで、扁球形の胴部から口緑下半部が外反し、さらに上半部が直線的に外方にのびる。

器面は磨滅が著しく、調整は不明なところが多い。胴部外面は刷毛目、内面はへラ削り、口緑

部はナデと思われる。胎土には砂粒・赤色粒子を混え、淡灰褐色を呈する。020・021は直立し

た頸部から口緑下半部が横に開き、その上に上半部が外半するものである。021は口緑上半部が

短い。残存部はナデで、021の口縁下には研磨痕跡が認められる。砂粒を混えた胎土で、020に

は内外面とも赤色顔料を塗布している。．021は暗赤褐色を呈する。022は径3．1cmの小さな平底を

もった壷で、その底には「十」字状の線刻がみられる。精良な胎土を用い、淡赤褐色を呈する。

020・021の類の鹿部と推察されるが確証はない。023は頸部から口緑下半部が外反し、上半部が

やや内湾気味に直立する。口縁端部はナデによって平坦にする。頸部に縦刷毛目の痕跡が認め

られる以外はナデ調整で、口緑部内面には指の押圧痕が残る。砂粒を多く混えた胎土で、淡灰

白色を呈する。口縁部には黒斑が認められる。

024は、上位に最大径をもった楕円形の胴部と、すぼまった頚部から大きく開く口緑部をもっ

た広口の壷形土器である。胴部外面は縦刷毛目の後、上半部に横刷毛目を施す。胴部内面はへ

ラ削りだが、胴最大径付近を境として上半は右上り、下半は左上りに削られている。口縁部は

指ナデで凹凸が著しい。精良な胎土で、灰白色を呈する。口径17・5cm、器高35・6cm。

025～030は小型丸底壷の類である。口径13～14cm、器高11～12cmのもの（025・026・029・030）

とそれより小型のもの（027・028）がある。うち025・026は扁球形の胴部から口縁部が直線的

に外反するが、残りの4個体はやや内湾気味に開く。調整は磨滅して不明瞭だが、多くが胴部

外面刷毛目、内面ナデで仕上げているようである。口緑部は外面が横ナデ、内面が横刷毛目か

ナデ調整を行なっている。ただ029の胴部内面は横刷毛目、030のそれにはへラ削りがなされて

いる。小型のものは砂粒を多く混えて赤褐色を呈する。大型のものは比較的精良な胎土を用い、

褐色を主とした色調をなす。

031は複合口縁をなす小型壷で、扁球形の胴部から口縁下半部が外反し、さらに上半部が直線

的に外方に開く。器面は磨滅しているが、外面には横刷毛目、内面にはへラ削りが認められる。

胎土は黒色粒・赤色粒を混えた砂粒を含み、淡赤褐色を呈する。口径10・8cm。

032は口径12・5cm、器高3．3cmの浅い杯である。器表は剥落が著しく調整は不明である。精良

な胎土を用い、明赤褐色をなす。

033・034は浅い鹿部から短く口縁部が外反する受部をもつ器台片である。034の口緑部は直線

－19　－
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第13図　SCO1出土土器実測図Ⅳ（1／4）

的である。脚部は欠失している○器表は磨滅しているが、へラ研磨の可能性が強い。いずれも

精良な胎土を用い、赤褐色を呈する。

035は受部径17・1cm、鹿部径15・9cm、器高9・40mをはかる鼓形器台である。受部は大きく外反

し、端部はわずかに横に引き出し丸くおさめる。台部も受部同様開くが、短い。外面は横ナデ

で仕上げているが、凹凸が認められる。内面は受部が横ナデ、受部と台部の間が指押え、台部

上半がへラ削り、下半が横ナデで仕上げている。砂粒の混りの少ない胎土で、淡灰白色を呈す

る。

土錘（第24図S001）覆土から1点のみ出土した。残存長6．5cm、径2．0cmの中膨らみの管状

土錘で、残量は17．0gを計る。砂粒を少量混えた胎土で、淡赤褐色を呈する。

ガラス玉　コバルトブルーの丸玉半片を覆土から検出したが、破損し図示しえない。

鉄製品　床面から土器に混って検出した。長さ3．5cm、径0・6cmの棒状のものであるが、その

用途はわからない。

SCO2（第14図）I－8区で検出した。北側壁をSE02に、また東側壁も一部ピットに切

られている。北側壁長3．30m、南側壁長3．50m、東側壁長3．90m、西側壁長4・05mをはかる隅

丸長方形の平面をなす。床面からの残存壁高は10～150m。南北両側壁に沿って土盛りのベッド

状遺構を作る。北側のものは幅1．3m、床面からの高さ60mをはかり、東壁側に0．6m釣手状に

折れる。南側のものは幅1．0～1．1m、高さ6cmで、東壁側には南北長1・2m、東西幅0・6mの楕

円形の土坑が設けられる。周溝は北側壁と東側壁の中央部分で途切れているが、他では側壁内

面に沿ってめぐる。床面からの深さは6～7岬であるが、東側壁部分では床面にまで上る。床

面には炭が一部みられるが、炉に相当する施設は見当たらない。北側ベッド状遺構上には部分

的に焼土と炭が認められる。床面およびベッド状遺構上にピットがみられるが、主柱穴と認定

できるものはない。

この住居の地上部分の構築は、まず床面の中央部分南北1・5m、東西1．0mの範囲を残し、壁

画まで深さ約10cm凹凸に堀り下げ、それを床面まで埋め戻して踏みかため、さらにその上にベ

ッド状遺構を盛りあげるという過程をとっているO

出土遺物（第15図）床面西寄り、東側土坑周囲、南北ベッド状遺構に密着した状態で弥生
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第14図　SCO2実測図（1／60）

土器．土師器．砥石・玉などを検出した。土器では甕類が少ないのが特徴的である。なお覆土

上層には奈良時代の須恵器杯などが含まれていた。

土師器（036－048）036は甕形土器で、胴部から直線的に言緑部が外反する。端部は丸くお

さめるO器表は全体に磨滅しており、口緑部内面に一部斜刷毛目が残るにすぎない。砂粒を含

む胎土で、明赤褐色を呈する。復原田径15・4cm。覆土出土。037は甕もしくは壷形土器の口緑部

片で、残存部はナデ調整を行なっている。砂粒を混え、淡黄褐色を呈する。覆土出土。

038は小形丸底壷であろう。頸部は強いナデにより凹み、外反する口緑部との境にゆるい稜を

作る。復原田径13．8cm。胎土には細かい砂粒を混え、淡黄褐色をなす。039は広口壷で、大きく

張った胴部から頸部がしまり、ロ緑部が外に大きく開く。端部はナデでわずかにひきだす。胴

部外面は縦から横の刷毛冒調整を行ない、その後肩部にへラによる波状沈線をめぐらす。内面

はへラ削りを行なう。口緑部外面は縦刷毛目を横ナデで消すが一部が残る。内面は横ナデであ

る。胎土には粗い砂粒を混え、淡黄褐色を呈する。復原田径18・0cm。

040～042は高杯である。040は復原田径10・2cm、器高5．6cmをはかる。浅い杯部から筒部をも

たないまま脚部が内湾気味に広がる。脚部内面はへラ削り、杯部内面はナデであるが、外面は

磨滅して調整は不明である。041は040に比べ杯部が深く、短い筒部から脚裾部が開く。口径13．

2cm、器高6．8cm。磨滅して調整不明。042は長い筒部をもち、脚裾部に4ヶ所外側からの透孔を

もつ。杯部は欠損。外面は縦のへラ研磨とみられる。内面は横の細かい刷毛目が残る。

－　22　－



、

第15図　SCO2出土土器実測図（1／4）

040～042のいずれも砂粒混りの胎土で、040・042が淡黄褐色、041が淡赤褐色を呈する。

043は鉢形土器である。外面下半にへラ削り調整を行なう。胎土には粗砂を混え、淡赤褐色を

なす。044．045は杯である。外面はへラ研磨を施す（磨滅で不明瞭）。胎土には細砂を含み、044

が淡褐色、045が淡赤褐色を呈する。

046・047は鼓形器台である。047は受部径14．3cm、鹿部径14・0cm、器高7・6cmをはかる。磨滅

しているせいもあるのか全体にシャープさを欠く。台部内面にヘラ削りが認められる以外は調

整不明瞭だが、横ナデと考えられる。受部上面には煤が付着する。046は覆土から出土した破片

であるが、047に比べシャ～プな形態をなす。ともに砂粒を混えた胎土で、褐色を呈する。

048は口径7．5cm、器高5．6cmの小型鉢に長さ3・5cm、断面円形状の把手をつけた土器である。

全体に指による押圧痕がみられ手捏ね風であるが、休部外面には一部細かい斜刷毛目がみられ

る。胎土には細砂を混え、明赤褐色を呈する。

砥石（第24図SOO3）北側ベッド状遺構の東北隅で検出した。残長7．5cm、幅3．3cmの破片で、

上面と側面に砥ぎ面が認められる。手持ち砥石の類か。安山岩質凝灰岩ホルンフエルス製。
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第16図　SCO3．04実測図（1／60）
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第17図　SCO3．04出土土器実測図（1／4）

臼玉（第24図SOO3）径7．5cm、厚さ0．20m、孔径0・150mの滑石製臼玉である。覆土下部から

出土。

SCO3（第16図）J－3を中心に検出した。南隅部分でSC04を切っている。撹乱により

側壁の破壊が著しいが、西北側壁4・10m、西北一東南幅3．90mの近正方形の平面をもつ。残存

している隅部はわずかに丸い。床面からの残存壁高は7cm程度である。西北側壁中央部に接し

てカマド状遺構をもつO　これは長さ1．0m、幅0．5mの半円形の浅い凹みの中に、粘土で本体部

分を作ったもので、削平されその鹿部付近しか残存していない。Pl～P4のほぼ正方形に配

置されたピットが主柱穴で、Pl－P2間1・8m、P2－P3間2．05m、P3－P4間1・9m、

P4－Pl間1・9mをはかる。またこの主柱穴の床面からの深さは51～80cmである。P3の北側

に幅85cm、深さ4cmほどの長方形に近い浅い凹みがみられるが、性格についてはわからない。

出土遺物（第17図049）　出土したのは土師器．須恵器の細片のみである。

049は土師器の甕形土器である。わずかに膨みをもつ胴部から口縁部が丸みをもって反転し、

端部は丸くおさめる。外面は縦刷毛目が部分的に認められ、また頚部には一条の沈線がめぐる。

胴部内面は斜方向のへラ削りを行なう。粗砂を多く混えた胎土で、淡黄褐色を呈する。復原田

径20．6cm。覆土から出土したものであるが、他の土器の細片もあわせ、時期が一定していると

ころから、本住居跡の年代を示すものとしてよいであろう。

SCO4（第16図）J・K－3で検出した。北隅部分をSC03に切られているほか、現代井

戸などにより破壊が著しい。東南側壁4．0m、西南側壁4・05mが残存しており、隅丸のほぼ正方

形平面をもつことが知られる。床面からの壁高は東南側壁下で5cmをはかる。東北側壁の中央

部付近の床面に、径40cmほどの焼土がみられ、周囲には土器片が集中する。Pl・P2・P3

からみて4主柱の上部構造をもつものと考えられる。各柱穴の床面からの深さは、Plが52cm、

P2が47cm、P3が53cm、また柱間長はP1－P2が1．9m、P2－P3が2・1mをはかる。

この住居跡の作り方は、SC02と同様で、床面中央部を1・5×1・8mの不整形状に残し、他は

側壁部分まで約15cmほど凹凸に堀り下げ、その後土を埋め戻して床面とする。主柱穴はこの新
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たな床面から堀り込まれている。

出土遺物（第17図050・051）　土師器・須恵器が焼土の周囲を中心に出土したが、いずれも

小片で量も少ない。他に手鎌（SO28）、鉄製品（SO29）が床面から出土した（図版66）。

050は杯蓋で、復原田径15・8cmO体部中央に一条の沈線をめぐらせ、口径端部はつまみあげて

尖らす。残存部はすべて横ナデ。淡青灰色を呈する。051は壷の胴部片で、内面には強い指ナデ

が認められる。

SCO5（第18図）Ⅰ－4で検出した。削平部分や、別遺構に切られている部分もあるが、

平面は東北側壁長4．26m、東南側壁長3・65mの隅丸長方形をなす。床面からの壁高は東南側壁
＼

下で18cm程度であるO幅10cm、深さ5cmの周溝が側壁に沿ってめぐるが、東北側壁および東南

側壁の中央部と、西南側壁の大部分は欠ける。西南側壁の中央部には長さ54cm、幅44cm、深さ

15cmの楕円形のピットがあり、この中から周囲にかけて焼土がみられる。廃土はさらに床面の

西側寄りの所にも12ヶ所認められる。また床面中央部を中心に炭化物が広範囲にみられ、焼土

も混ることから、火災を受けたものと考えられる。床面には前述した東南側壁中央部と、北隅

にピット（深さ12cm）があるだけで、主柱穴としてはとらえがたい。
．

出土遺物（第19図052－058）　床面の東隅付近を中心に弥生土器・土師器・鉄鉄・石鉄が出

土した。図示したのは土師器だけでいずれも小片にすぎない。

052・053は甕形土器である。052は球形状の胴部から口緑部が直線的に外反し、端部はつまみ

あげる。胴部外面は縦刷毛目、内面はヘラ削りを行なう。口縁部は横ナデ調整であるO砂粒を

多く混えた胎土で、黄褐色を呈する。復原田径17．8cm。054は外面に叩きを残した在地的な甕で、

胴部には張りがなく、また言緑部の外反も小さい。胎土には砂粒を多く混え、淡黄褐色をなす。

053・055．056は壷形土器である。053は球形の胴部から口緑部が直線的に外方に開く。復原

田径14．0cm。器表の剥落がひどいが、口緑部は横ナデ、胴内部はへラ削りを行なっている。砂

粒の多く混った胎土で、淡赤褐色を呈する。055は複合口縁をもつものである。口緑下半部の突

出部分はシャープである。端部は丸くおさめる。口緑内部に指の押圧痕がみられるほかは、横

ナデで仕上げている。砂粒を混えた胎土で、暗灰褐色を呈する。056は小形丸底壷で、口径10・

7cm、器高6．6cmをはかる。胴部はかなり扁球になっている。外面鹿部近くはへラ削り、それよ

り上位はナデ。内面は斜刷毛目を横ナデで消している。精良な胎土で赤みをおびた褐色を呈す

る。

057は高杯の杯部分である。杯部は復原田径10．6cm。深さ3・5cm。外面には叩きがみられ、そ

の上からナデを行なっている。砂粒を混えた胎土で、外面灰黒色、内面灰褐色をなす。

058は復原田径20．6cm、器高8・6cmをはかる鉢形土器である。調整は外面鹿部がへラ削り、内

面は斜めの細かい刷毛目を施し、言縁部は指ナデによって仕上げている。砂粒を多く混えた胎

土で暗褐色を呈する。外面下半を中心に黒斑がある。
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第18図．SCO5．06実測図（1／60）
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第19図　SCO5．06出土土器実測図（1／4）

059は肉厚の器台片で、復原底径7・4cm。内外面とも指押圧の痕が著しい。砂粒を多く混えた

胎土で淡黄褐色を呈する。

SCO6（第19図）J－5で検出したO南北5・53m、東西3・96mの端正な長方形の平面をな

す。残存壁高は東側壁下で床面から約30cmである。側壁に沿って幅15cm、床面からの深さ8cm

の周溝が設けられる。南北にベッド状遺構があり、ともに東側壁へ80cmほど釣手状にまわる。

北側のベッド状遺構は幅1．2mで、床面との境に幅5cm、深さ2～3cmの小溝を掘る。この小満

から側壁に向って700m幅は床から土を盛って作り、その奥は直接地山を削り出している。東側

壁への釣手部分は後世のピットで破壊されているが、その端部には東側壁と直交する小溝があ

り、幅1m前後と推量できる。一方南側ベッド状遺構は、地山を削り出して作ったもので、幅

1．0m、床面からの高さ．6cm程度である。床面との境に小満はみられないが、このあたりは厚さ

－　28　－



1cm前後の貼り床となっているノ。東側壁への曲りは直角で、幅11m長さ軋働ⅢをはかるOその

端部には幅40臥深さ娠Ⅲの満が側壁と直交して設けら／れる）。ベッド状遺構止に渦状の遺構と

浅い凹みがみられるが、その憶格はわからない。この南北から′の鈎藩状の1ベッド状遺構にはさ

まれた東側壁下に長さ0．9m、幅0・44m、深さ0‥28mの楕円形土坑があるO出太田に閲した遺

構と考えられ、その上部から高杯、礫などが出土した。またこの土坑の′西側床面は踏みかため

られ、付近の／床面から約4～5cmほど凹んだ状態を呈していた。炉は径45cm前後、深さ8cmの

円形状で、床面中央西寄りにある。この炉をはさむようにして、やや東寄りに2ノつの主柱穴（P

l・P2）がみられる。PI■P2間は2．10mをはかる。堀形は楕円形を呈し、東側に寄るよ

うにして径20cm程度の柱痕跡が認められる。床面からの深さは150m前後である。P2の中には

焼土が認められた。

出土遺物（第19図060－065）床面．土坑・主根穴から弥生土器．土師器が出土したが、蛍

は少ない。図示したのは土師器だけであるO　このうち0鰍と礪凱患北側ベッド状遺構を切った土

坑からの出土で、この住居跡に伴うものではない。

061は東側壁中央部の土坑から出土した薗杯で、口径蝕．7G耽器高7・18cmをはか竃。杯都は深

さ3．6cmで、外面下半には縦刷毛目を施す。脚部は嶺く、内面止半ばへラ削り、下半は刷毛目。

砂粒を温えた胎土で、淡黄褐色を呈する。063は復原田径敗8C軋器高5・蝕Ⅲの杯で、鹿部付近

に刷毛目が施されているほかは、ナデで仕上ばている。砂粒・赤色粒子を混えた胎まで、淡褐

色を呈する。焼きは堅敵である。064．065は鼓形器台である。064は受部片で内外面ともナデ調

整、065は台部で外面は横ナデ、内面はへラ削り。2点ともシャープな作l）をもつ。ともに砂粒

を混えた胎土で、褐色を呈する。064は覆土からの山上。

SCO7（第20図）SC05の東1．0mで検出した。僅居跡の向きはSC051と同一である°東西

幅3．6m、南北長4．6mのノ長方形をなす。北側壁は撥乱坑で一部破壊される。床面からの壁高は

20cm程度であるが、東側壁部分は削平され3～4cm穏度であるO　また床面の西半分は貼り床と

なっている。炉は床中央やや北寄りにあり、19×26cm、深さ4cmはどの浅い橘摺形を呈する。

東側壁中央部下には長さ0．89m、幅0・65m、深さ0・36mの楕円形の土坑があり、出武田に関し

た遺構かと考えられる。またその南側に3つのピットがあるが、いずれも主柱穴とはいいがた

いO発掘時、床面上には炭化物が多くみられた。

出土遺物は土師器の細片、黒耀石製石鉄片（SOO5・“006）にすぎず、囲化は行なわなかった。

床面の土師器片からすれば、SC06と同時期のものと考えられる。

SCO8（第20図）J－6．7で検出した住居跡である。東側壁を現代建物基礎で破壊され

ているが幸いにも、床面には達していない。南北3．5m、東西3．1mの南北にやや細長い方形を

なずが、平面形には歪みがみられる。東側薗翻鰍に長さ1．6m、幅1・2m、床面からの高さ6潤

の土盛りのベッド状遺構を設ける。この遺構の東南側には幅8q恥深さ昏0mの小満がめぐる。
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第20図　SCO7・08実測図（1／60）
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第21図　SCO8出土土器実測図（1／4）

炉は中央やや北寄りにあり、長さ66cm、幅42cm、深さ10cmの楕円形を呈する。炉中央には上面

の平坦な石を置く。東側壁北側には長さ55cm、幅40cm、深さ28cmの土坑があり、出入口に関し

た遺構と考えられる。床面の炉の北側部分にピットがめぐるが、主柱穴は確定しがたい。

出土遺物（第21図）主として西側壁に沿った床面から出土した。一部弥生土器を混えるが、

吉武土師器が主で、甕・壷・台付鉢・鼓形器台などがみられる。

066・067は甕形土器である。球形の胴部から口縁部が内湾気味に開く。端部はナデつぶし、
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第22周　S－CO9－．、10実測図－（1／60）
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その結果内面に小さな段がで

きる。胴部外面は刷毛目、内

面はヘラ削り、その他の部分

は横ナデで仕上げる。067の肩

部には細い沈線が一条めぐ

り、また胴下半には煤が付着

する。砂粒を混えた胎土で、

066が淡褐色、067が淡黄褐色

を呈する。073は胴部下半片で

あるが、煤が付着していると

ころから甕と考えられる。

068～071はしまった頸部か

ら口綾部が直線的に外反する

壷形土器である。069は頸部が

強いナデによって凹み、口綾

部との境にわずかな稜をつく

るO器表はいずれも磨滅して

いるが、068・069をみる限り

胴部外面がやや粗い刷毛目、

内面がヘラ削り、口緑部は内

外面とも横ナデの調整であ

る。いずれも胎土には砂粒を

多く混え、また068には赤色粒

子も含まれる。色調は068が淡

黄褐色、069が淡赤褐色、070

が暗褐色、071が黄褐色であ

る。

072は小型丸底壷である。口

径22．4cm。胴最大径部分は場

所によっては尖り気味で、口

径はわずかに内湾気味に外へ

開く。磨滅著しく外面調整不

明、胴部内面は／＼ラ削り。砂



粒を多く混えた胎土で、黄褐色を呈する。壷としてはこの

ほかに複合言練達の頸部が出土している°

074．075は高杯あるいは脚台付鉢と呼ばれる類であろう

か。074は杯上半がナデによりわずかに屈して外方にのび

る。脚部は短い簡部をもち裾が開く°杯下半には縦方向の

刷毛冒、他はナデで仕上げる。口径16．20恥器高6・9cm誹75

は杯部が底から口緑端部に向って大きく開く。脚部も簡部

を形成しないまま開く。杯都外画は横のへラ研磨、他はナ

デ調整。口径15．3cm、器高7・8cm。ともに赤色粒を混えた砂

粒を含み、淡赤褐色をなす。

076は鼓形器台の受部片である。器泰の磨滅著しく調査は

不明。胎土には砂粒をわずかに含み、淡赤褐色を呈する。

復原受部径19・1cm。

SCO9（第22図）J－7で検出した。中央を撹乱坑に

079

078′b　　　　10。m

L∴一一L－∴一i一∴Ⅰ一一一一工一一七∴一一一一∴一一二一雷

0　　　　3cm
4－一一∴∴こ〔∴∴一二二二2一■■二∴玉

虚コ二のSOO3

2cm

第24図　住居跡出土

その他の遺物（1／1，1／2）

より破壊されているが、東西2．25m、南北2．95Iuの隅礼長石形に復原できる。床面からの残存

壁高は80m前後。側壁に沿って幅10、．150m、深さ7、80mの周溝がめぐる。域存した床面に腫

上などは確認できない。主柱穴は南北両側壁の中央付近に向いあった101（深さ150m）・P2（深

さ2（ICnl）とも考えられるが、断定はできない。

遺物は覆土から出土した土師器小片少量で、l酎不、脚台付鉢などの破片がみられる。図示は

行なわなかったが、吉武士師弟の範疇のものである6

SClO（第22図）II区の北端K－2で検出した。撹乱・削平により大部分を失なうが、南

北幅が3・10m前後の方形状の平面をなすと考えられる。床面からの嘆存壁高は50nl程度である。

炉跡は床面中央部分に残り、深さは2、30mである。主柱穴は明確でないが、P1．P2をそ

れと考えれば、炉を囲む4本柱の構成となろう。

出土遺物（第23図）　須恵器・土師器が少昆覆土より出土した。甕・壷・高杯などの器種が

みられるがいずれも小片である。図示した捌まいずれも須恵器である。
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077は丸い胴部から口縁部が短く外反する甕で、外面は縦の平行叩きの後カキ目、内面は同心

円状のタタキが残る。復原田径14・8cm、灰色。078は壷胴部上半部である。二条の沈線を肩部と

胴最大径上部にめぐらし、頸部と上位の沈線間および上・下位の沈線間に、櫛状工具を連続的

に斜めに押しつけた文様を施す。上位の文様が右下りであるのに対し、下位は左下りである。

下位沈線下にはカキ目を施す。内面はナデで、粘土接合痕が残る。青灰色。079は壷もしくは横

瓶の口緑部で、直線的に小さく外反し、端部は丸くおさめる。外面には一条の沈線を施す。残

存部はすべてナデ仕上げ。外面青灰色、内面灰褐色を呈する。

（4）井戸

Ⅰ・II区あわせ17基検出した（SEO8・14は欠番）。SE18が丸太到り抜きの井戸側をもつ他

はすべて素掘りのものである。深さは0．51～2・25mであるが、当然のことながら台地上にある

ものが深く、谷底にあたるSD07中で検出したものは浅い。その時期は弥生時代から平安時代

におよぶ。

SEOl（第25図）II区J－11で検出したSCOl住居跡の西南約2．0mに位置する素掘りの井

戸である。上面は埋設管により撹乱を受けているが、1．33×1．06mと南北にやや膨れる楕円形

状の平面をなす。深さ2・25m。鹿部北壁には奥行約0．15mの挟れがある。底面標高は7・89mで、

調査時にも湧水が激しかった。

出土遺物（第26図）　土師器、須恵器、砥石、鉄浮、自然石等が鹿部より比較的少量出土し

た。

土師器（080－083）　080～082は甕形土器である。080．081は「く」の字形に外反する口緑

部を持ち、内面はへラ削りで明瞭な稜を作る。080の胴部はやや膨れ気味となるが、081は張り

がほとんど認められない。外面はナデ調整、口縁部は横刷毛目で煤が付着する。082は口緑部と

胴部との境が不明瞭なまま直線的に口縁端部まで外反する。外面はナデ、内面は刷毛目とへラ

削り調整である。　　　、

083は鉢形土器である。半球形の胴部から口緑部が、大きく外方に開く。外面は刷毛目調整の

後ナデ消す。鹿部近くは指頭痕があるO内面口緑部は横刷毛目、体部はへラ削りの調整である

が、一部成形時の指押えが残る。胎土には多量に金雲母を含んだ砂粒を混え、淡赤褐色を呈す

る。外面には煤が付着する。

須恵器（084－086）　084はほぼ完形の皿であるが、器形自体は歪みがひどい。口径24・7cm、

器高1・65cmをはかり、灰色を呈する。外面体部はナデ、鹿部は時計まわりのヘラ削り、内面調

整はナデであーる。

085は甕で、口縁部が「く」の字形に外反し、端部はつまみ上げる。胴部は球形でその中位近

くに最大径をもつ。外面は口縁部が横ナデ、肩部が叩きの後ナデ消し、胴部が粗い平行叩き。

内面はナデ、肩部では格子目状の叩き、胴部は細い平行叩きが施されている。
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第25図　SEOl・02・03・04実測図（1／40）
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第26回　SEO1出土土器実測図（1／4）
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S正一0－2一（第25図－）．II区1I一

8で検・－出した。一S0－0、2住居跡の

北側壁を切る素掘り．の井戸であ

る、。上面は，土169．mの円形をなし、

漏斗状に深さ1．（0111あたりまで

次第に－すぼまる。それ以下は一

部崩壊して深さ1、．7101mまで広が

り、最大径は1・5・0×1・4－、0－－mと－な

る1。さら一に一0．5ニ0mXO・．－40mのほ

ぼ円形状の底面にすぼまりなが

ら達する。深さ2．22m、底面標

高は7．13mである。

出土遺物（第27図08i6，101）

弥生土器、土師器、須恵器等が

覆土より多量に出土した。また

少量ではあるが、白磁、青磁、

鉄鉄（S1030、図版66）が井戸底

近くより出土している。

黒色土器（086－・01818）　いず

れも内外面を燻した椀である。

休部は丸みをもって外傾し、貼

り付け高台を持つ－。へラ磨き調

整が外面休部下平と鹿部し／）十デ

調整を除いて施されている。08－7

の鹿部に－はへラ記号がある。復

元口径15．8～17－．むm、器高5ノ．9

0m。

土師器（鵬9－098）089～091

は貼り付け高台を持／J椀であ

る。l089はほぼ完形で、口径1－5・

30nl、器高5．00nl。外面はへラ磨

き調査を施し、捧都下半と内面

はナデ調整を行なう。黄褐色を
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第27図　SE02．朗・05由土土轟．肉感鶉実測図（1／4）

呈する。090は胎土、焼成、色調ともに089と変わらないが、調整は全面ナデである。091は井戸

の底と上層から出土した破片である。黄褐色を呈し、全面ナデ調整である。

09－2は井戸の底より出土した丸底の杯と考えられる6口径1－5・30恥全面ナデ調整であるO胎土

馴ま砂粒が湿り、軟質で黄褐色を呈する。

（193～098は皿で、井戸の底近い層よlHIは二。093、（096は口径8．8～9・40m、器高0．85、1．150nl。

全面ナデ調整で、鹿部はヘラ切りである。砂粒混りの胎土で、096の灰色を除いて黄褐色を呈す

る。（197～098は口径10・1～10・60m、器高1・20nlをはかる。全面十デ調整で、鹿部はへう切り。胎

上には砂粒が混り、黄褐色～暗褐色を呈する。097J0休部には強い指ナデによる凹凸がみられる。

白磁（099）　井戸の底よf）出土した玉緑し」縁を持つ椀である。復元∪径16・80nl、器高6・40m。
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釉は黄味をおびた白色で、鹿部を除いた全面に施される。器表には細い買入が認められる。白

磁ⅠⅤ類に属するものであろう。他に玉緑口緑を持つII・ⅠⅤ類の破片3点、口禿げの椀破片1点

などが上層と下層から出土した。

青磁　越州窯系青磁椀と思われる細片が井戸の上層より出土した。

須恵器（100）　井戸の底と上層から出土した杯身の破片である。口径10・0cm。受部は小さく

横に引き出され、口縁は内湾気味に短かく立ち上がる。全面ナデ調整。灰色を呈し、底にはへ

ラ記号が見られる。流れ込みの土器と思われる。

弥生土器（101）　口径16・95cm。器高11．2cmの完形の鉢形土器である。口綾部はわずかに内

傾し、丸くおさめる。鹿部は平底。外面は口緑部が横ナデ。体部が斜刷毛目、鹿部がナデ。内

面口縁部は横ナデ、体部と鹿部は指押え後ナデ調整が施される。黄褐色を呈し、体部外面の兄

には黒斑が見られる。流れ込みの土器で、中期後半の時期に比定されよう。

SEO3（第25図）II区Ⅰ－2とⅠ－3の境界上で検出した素掘りの井戸である。上面は1．

08×0．93mのほぼ円形で、底面に向ってゆるやかにすぼまり、0．70×0・65mの楕円形鹿部に達

する。深さ1．06m、底面標高7．13m。

出土遺物　土師器・須恵器・自然石等がきわめて少量覆土から出土した。土師器には甕・壷・

皿類の器種が、また須恵器は甕・杯類があるが、細片で図示しなかった。

SEO4（第25図）II区H－3とI－3の境界上で検出した素掘りの井戸であるO SE03の

南西約7．0mに位置し、SDO4溝を切る。上面は2・07×1．75mの不整円形を呈する。漏斗状にす

ぼみ、底面は0・60×0．50mの不整方形をなす。深さ0・97m、底面標高は7・24mである。

出土遺物（第27・33図）　土師器・須恵器・白磁．石器．鉄浮・自然石等が覆土から出土す

るが量的には少ない。

土師器（102）　口径15・5cm、器高3．45cmの杯である。体部は内湾気味に口縁部へのびる。外

面体部はへラナデ、口緑部と内面はナデ調整である。鹿部はへラ切りで、廉状圧痕が残る。こ

の他に研磨土器椀の破片、甕の把手がある。

石器（SOO7－SOO9）　SOO7・008は滑石製石鍋である。SO07は口縁部破片で、口径1．2cm

の穿孔がある。S008は鹿部破片である。S009は安山岩製の凹基の石鉄である（図版68）。

S EO5（第28図）II区H－7で検出した素掘りの井戸である。SBO6掘立柱建物の北側柱

を切る。南側では0．60×0．40mのピット状遺構により切られる。遺構の半分が発掘区外にのび

るが、上面は幅約3・40mで円形状を呈すると思われる。断面はゆるやかな漏斗状をなし、深さ、

0．80mで鈍いテラスを設け、さらに幅1・0mの楕円形状の底面に達する°深さ1・50m。底面標高

は7．06mである。

出土遺物（第27・33図）　土師器．須恵器・白磁・高麗青磁・瓦・石器・土錘・鉄棒・自然

石などが多量に覆土ふら出土した。
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第28図　SEO5・06．07実測図（1／40）
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土師器　甕・椀・皿類の器種が出土するが細片で図示できない。

須恵器（104・105）104は杯で、覆土上層より出土した。貼り付け高台を持ち、全画に渡っ

て丁寧なナデ調整を行なう。胎土には少量の砂粒が混り、灰色を呈する。105は高杯片。

白磁（106）　覆土上層より出土した椀片で、畳付は斜めに面取りがされ、見込には沈線をめ

ぐらす。やや灰緑を帯びた白色の釉は、部分的に高台近くまで施すが、休部下位はほぼ霹胎で

ある。ⅠⅤ－2に分類されるものか。他にもIV類の白磁椀片が2点出土している。

高麗青磁（107）　下層より出土した椀である。復原田径14・0cm、器高5．3C‰蛇目高台を持

ち、鹿部から直線的に外上方に開き、端部で丸くなる。外面には2本の沈線があるO施釉は全

面に及ぶが、畳付部は露胎で茶褐色を呈する。釉調はやや茶色みを帯びた緑色で、全体に細か

い買入ある。胎土は白色砂粒を少量含み、灰褐色を呈する。I－1類の分類されるものであろ

う。他に青磁椀・皿類の少量の破片がある。

蛤壷（103）　上層より出土する。口径5．0cm、器高10．3cm。休部上位には外側からの穿孔が

ある。やや平らな底をもち安定する。外面には指押え痕がある。内面はナデ、鹿部近くでは指

押えの調整痕が残存する。砂粒も多く、淡赤褐色である°流れ込みであろう。

石製晶（S010）上層より出土した長さ6．750臥幅2．85cm、重き58gの滑石製品である。3

ヶ所に孔があり、その内一つは貫通する。祭祀用具として使用されたものと考える。他に砥石

破片が2点、滑石製石銅片が1点出土している。

土錘（S011）上層より出土。最大径4．0cm、孔径1・05～1．1cm。重き128亨15gO胎土には砂

粒が多く混り、褐色を呈する。

SE86（第28図）Ⅰ区A－12とB－12との境界上のSI〕07串で検出した素掘りの井戸であ

る。上面は1．50×1・33mのほぼ円形を呈するO断面はほぼ垂直な筒状をなし、1・30Xl．14mの

円形状の底面に達する。深さ0．71m、底面標高は7．69mである。

出土遺物（第29図）　土師器・須恵器・石器などが覆土からかなり多く出土している。

土師吉（108－110）108・109は上層より出土した甕形土器である。108の目線部はやや肥厚

し、ゆるやかに外反する。外面は口綾部が横ナデ、胴部が縦・斜刷毛目。内面は胴部のヘラ削

りにより、横刷毛目調整を施す口緑部とは明瞭な境をなす。砂粒を多く混えた胎土で、褐色を

呈する。109はわずかに平底状をなす鹿部片である。外面は刷毛目調整を施し、内面はナデ調整

である。砂粒が多く混り、赤みをおびた褐色を呈する。

110は復原田径12．6cmの杯である。休部から逆「く」の字形に屈曲する日録をもつ9器画調整

はナデで、胎土はほぼ精良、やや赤みを帯びた褐色を呈する。内外画には炭化物の付着が認め

られる。

須恵器（111～114）111は杯蓋で、上層より出土。復原田径14．8cm。天井部から段を作って

体部が立ち、端部は外方に引き出す。深い天井部告にノ＼ラ削りがあり、他はナデ調整で仕上げ
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る。灰白色。112～114は杯身である。112は口径11・6cm、器高5．0cm。丸い鹿部の％にへラ削り

を行ない、これにより休部との境に明瞭な稜ができている。たちあがりは長く、直線的に内傾

する°端部は外方につまみ出す。鹿部以外はナデ調整である。灰黒色。113・114は14・0～15．0

cm前後の口径をもつ。113のたちあがりは内湾気味に直立し、端部は尖り気味になる。鹿部のへ

ラ削り以外はナデ調整である。灰色を呈する。114は直線的に内傾するたちあがりを持つ。端部

はやや偏平気味となる。鹿部はへラ削りで、その他は丁寧なナデ調整を施し、灰色を呈する。

SEO7（第28図）Ⅰ区B－12で検出した素掘りの井戸である。SD07の中にあって、SX

75石敷遺構に切られ、SK022土坑を切る。上面は1．49×1・43mの隅丸方形状を呈する。底面に

向って広がる南北の両壁とは逆に、東西両壁はすぼまりをみせて、底面に達する。底面は1．40

×1・32mの隅丸方形状をなす。深さ0．94m、底面標高は7・50mである。

出土遺物（第29図）　弥生土器・土師器等の破片が覆土から少量出土した。黒輝石も混る。

土師器（115）直線的に開く脚部をもった高杯である。外面は刷毛目調整後ナデ、内面は指

押え後ナデ調整を行なう。透孔をもつが破片のためその数は不明。灰褐色を呈する。他に甕・

壷の胴部・鹿部細片がある。

SEO9（第30図）Ⅰ区A－8とA－9の境界上で検出した素掘りの井戸である。SD07の

西側約1・50mに位置する。上面は1・57×1．33mの楕円形状を呈する。深さ約0・55mまではゆる

くすぼまり、そこから下が奥行20cmほど挟れる。底面は0・80×0・72mの不整円形をなし、検出

面からの深さは1．42mをはかる。底面標高は7．26mである。

出土遺物（第29図）　土師器・須恵器・自然石等が井戸の上部から比較的多く出土した。し

かし、いずれも細片で図化できるものはほとんどない。

須恵器（116）高台の付いた椀の鹿部破片である。高台はやや外へ開き気味となり、畳付部

は平らに削り取る。磨滅著しいために器面調整は不明。灰黒色を呈する。他には甕・壷・杯類

の破片がある。

SElO（第30図）Ⅰ区A－9のSDO7中で検出した素掘りの井戸である。上面は1．14×0．

95mと南北に幅広い楕円形状をなす。上面からゆるくすぼまる漏斗状の断面をもって底面に達

する。底面は0．73×0．43mの構円形状となる。深さ0．78m、底面標高は7・45mである。

出土遺物（第29図）　弥生土器．土師器・鉄浮等が井戸の覆土より出土した。量的には弥生

土器片が多く、他は少量である。図化できるものはほとんどない。

土師器（117）　口径13・1cm、器高3．0cmをはかるほぼ完形の杯である。鹿部はへラ切り、体

部は丸みをもって外湾する。内底との境に一条の沈線が巡る。外面体部はヘラ磨き、口緑部と

内面は全て丁寧なナデ調整である。淡赤褐色を呈する。

SEll（第30図）Ⅰ区A－11で検出した素掘りの井戸である。SD07の中にあり、上面の

一部が現代の側溝により破壊を受けている。上面は1．26×1．14mと南北に長い楕円形状で、す
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ぼ変りながらすり鉢状を呈する底面に達する。底面は0．60×0．50mの不整方形をなす。深さ1．

08m、底面標高は7．10mである。

出土遺物（第29図119－122）　弥生土器．土師器・須恵器・石庖丁などの破片が覆土から比

較的多量に出土した。しかし図化できるものはほとんどない。

土師器（119・120）　ともに甕形土器である。張りのない胴部から口綾部がゆるやかに外反

する。胴部外面は119が縦．斜刷毛冒、120がナデの調整を行ない、内面はともにへラ削りであ

る。119．120とも胎土には砂粒を混え、灰黄色を呈する。また外面には煤が付着する。この他

に甕・壷・杯類の口綾部・胴部破片があるO

須恵器（121．122）121は杯蓋の細片である。休部と天井部との鋭い段を設け、目線端部は

外に小さく引き出す。残存部は丁寧なナデ調整を行ない、灰色を呈する。122は魅あるいは長頸

壷の破片で、丸い胴部から長い頸部が直立的に立つ°頸にはヘラ描きの文様、また肩部には二

条の洗練を巡らし、列点文をその下方に配する。内外画ともナデ調整。頸部内面には指しぼり

を施す。

SE12（第30図）Ⅰ区A－10のSD07中で検出した素掘りの井戸である。SI007上層下底

から掘り込まれていたが、外形は下層底でしか確認できなかった。この画での平面はⅠ・27×1．

23mの隅丸方形状をなし、深さ0．65mまでゆるやかにすぼまり、そこから垂直に立つ。この部

分は水溜と考えられ、南壁部分には杭が残る。底面は0・6．4×0－・50mの楕円形をなす。深さ1．22

111、底面標高7．52111．。

出土遺物（第29図123－l125）　弥生土器・土師器．須恵器・砥石等が少量出土した。，

土師器6123）張りのない胴部から目線畜随ミ立ち、端部が短く外湾する甕形土器である。胴

部外商は刷毛冒調査で、内面はヘラ削りO他はナデで仕上げるが内底近くには成形時の指圧痕

がある。胎土には砂粒を少量混え淡赤褐色を呈する。

須恵器　6124．125）　ともに高杯脚部片である。器面はロタロによる丁寧なナデ調整でシャ

ープな作りをもつ。125は簡部に二条、裾部に一条の洗練をめぐらす。ともに灰黒色。他に大形

甕の休部破片がある。

S E13（第30図）Ⅰ区D－10のSDO7中で検出した素掘りの井戸である。上面はⅠ．Ⅰ5×1．

13mのほぼ円形状を呈する。深さ0・70mから南北両壁が崩落し、挟れる。底面は楕円形をなす。

深さ1．22m、底面標高は7・47mである。

出土遺物（第29図）　土師器・須恵器等の破片が少量担土から出土した。

須藤器　損釦　外に開く低い高台をもつ椀である。器画調整はナデである。

S E15（第30図）　Ⅰ区F－3で検出した素掘り一の井戸である。SDO7中にあり一、SD28溝

に切られる。上面は1．44×1．28mの円形状を呈する°　わずかにすぼまり0・52×0．49mのほぼ円

形に近い底面に達するO深さ0．．59m。底面標高は6〕81nIである。
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出土遺物（第29図）底面から土師器の小形丸底壷が2個出土した他、弥生土器・土師器・

須恵器．砥石・鉄浮などが覆土から出土した。弥生土器・土師器片の蛍は比較的多い。

土師器（126－129）126は甕形土器で、張った胴部から口緑部は直線的に外反し、端部は外

へ小さく屈曲する。胴部外面は刷毛冒、内面はヘラ削り、その他はナデで仕上げる。
／

127・128は口径9・0cm、器高10．0cm前後の丸底壷である。扁球状の胴部を持ち、口緑部は直線

的に外反し、端部は尖る。調整は127が全面ナデ、128は胴部下半が横刷毛冒、他はナデである。

127の胴部内面ナデはへラ状工具による。ともに砂粒を多く混えた胎土で、127は灰褐色、128は

淡赤褐色を呈する。127の胴部には黒斑がある。

129は高杯であるO柿下半は丸みをおびるが、中位でわずかに屈曲して口縁部が外方に大きく

開く。器表は磨滅著しく調整不明。少量の砂粒を混えた胎土で、淡赤褐色を呈する。

SE16（第31図）I区G－3で検出した素掘りの井戸である。SDO7中にあって、SD27

溝を切る。上面は1・65×1．62mのほぼ円形を呈し、すぼまりながら0．70×0・66mの円形状をな

す底面に達する。遺構底はやや偏平であり、深さ0・51m。底面標高は6．77mである。

出土遺物（第32図）　覆土から弥生土器．土師器が多量に出土した。土器以外には砥石（S

O14）がみられる。

土師器（130－138）130～132は甕形土器である。130は球形の胴部から口緑部が直線的に外

反し、端部はわずかにつまみあげる。胴部外面は右下りの細かい平行叩きを施す。胎土には砂

粒を多く混え、灰褐色を呈する。胴部の一部には煤が付着する。131は132に比べ胴部がやや扁

球状になる。口緑部は直線的に外反するが、端部はナデつぶす。胴部外面は刷毛目調整を行な

う。砂粒を多く混え、黄白色をなす。132は胴部片で、外面には黒斑がみられる。

133・135は壷形土器である。口綾部は直線的に外反し、133は端部をつまみあげる。また133

は頸部のしまりがみられない。ともに外面は細かい刷毛目、内面は口緑部が刷毛目、胴部はヘ

ラ削りの調整を行なっている。砂粒を多く混え、淡赤褐色を呈する。

136．137は高杯脚片である。136の筒部がわずかに中膨らみするのに対し、137は直線的であ

るO透孔は簡部と裾部の境にあり、136は2個、137は4個穿つ。外面の調整はナデ。136は少量

の砂粒混りの胎土で褐色、137は砂粒を多く混えた胎土で淡赤褐色を呈する。

138は鼓形の器台片である。受部は大きく外反し、端部は横に引き出し、丸くおさめるO受部
I

の外面の三角凸帯の位置が高めである。外面は丁寧な横ナデ、受部の内面はへラ削り後指押え、

台部はへラ削りである。胎土には砂粒を多く混え、褐色を呈する。

SE17（第31図）Ⅰ区G－4で検出した素掘りの井戸である。SD07の中にありSK195土

坑を切る。遺構の東側半分は発掘区外にのびるが、上面は1．1m前後のほぼ円形をなすと考えら

れる。深さ0．3m近くで鈍い段を作り、深さ0・74mで径0．7m前後に復原できる円形の底面に達

する。底面標高は6・68mである。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第31図　SE16．17．18．19実測図（1／40）

出土遺物（第32図）　覆土から弥生土器．土師器片が多量に出土した他、砥石（SO15）もある。

土師器（139・140）139は鉢形土器の鹿部であろうか。丸底をもち、全面に成形時の指押え

がみられ手担ね風である。外面では一部刷毛目があるが、ナデ消しがされている。暗褐色。

140は高杯である。杯部はわずかに内湾気味に大きく外反する。内底は凹む。内外面ともへラ

研磨。脚部はナデ調整である。復原田径20．0cm。胎土には少量の砂粒を混える。灰褐色。

SE18（第31図）Ⅰ区E－7で検出した。SD07が枝分かれしたSD15の南端部分に位置

する。上面は0．96×1・08mの円形状をなす。井戸側として丸太を別技いたものを使用している。
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第32図　SE16・17・18．19出土土器実測図（1／4）
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第33図　井戸跡出土その他の遺物（1／2，1／4）　、

丸太の径約0．50m、厚さ約1．5cmで、底面から高さ20cmが残存している。丸太の外面は技をはら

った程度である。この井戸側の内側には黒色粘質土が堆積し、底面では径20cmの石を検出した。

掘形底面は0．92×0・85mの円形状をなす。深さ0．70m。底面標高は7．13mである。

出土遺物（第32図）　井戸側の裏込めから弥生土器の細片が少量出土した。

弥生土器（141－143）　いずれも甕形土器の口緑部破片である。逆「L」字状の口緑部をも

っが、142は外方への引き出しが小さい。また口縁内面端部は141・142が丸みをおびるのに対し、

143は尖り気味に引き出す。いずれも磨滅が著しい0141の外面には丹塗りの痕跡が認められる。

この他に壷形土器片が少量含まれる。

SE19（第31図）Ⅰ区F－5で検出した素掘りの井戸である。SD07の東側にあり、SX

21に上面を切られる。このため井戸上面には鉄浮が多量に堆積していた。SX21をとりのぞい

た上面形態は1・17×1．21mの不整円形をなす。東壁は斜めに底面に向うが、西壁はほぼ垂直に

底面に向う。底面は長さ0・87m、幅0．37m、高さ0．15mの楕円形の水溜状の形態をなし、壁に

沿って黒色の腐食土がみられる。あるいは井戸側の痕跡かもしれない。井戸の深さ1．02m。底

面標高は6・89mである。

出土遺物（第32・33図）井戸中位の覆土中から土師器椀と砥石の2点のみが出土した。

土師器（144）口径16．7cm、器高8・35cmをはかる完形の椀である。体部は直線的に外方に開

くが、中位でわずかに内湾する。高台は外方に強く開く。体部は内外面ともへラ磨きを施す。

砂粒を含んだ胎土で、焼成良好、淡赤褐色を呈する。
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石器（S016）　天草陶石と呼ばれる乳白色の石材を使用した砥石である。．かなり使用された

らしく、各面は中凹みになる。また側面には5本の縦方向の砥ぎ溝がある。

（5）土坑

1）遺構

Ⅰ・II区あわせて232基の土坑を検出した。これらの土坑の形状は多様で、またその時期も縄

文時代晩期から平安時代におよぶ。その性格についてはほとんど不明である。個別土坑に関し

ては87頁以降の第2－8表に記載した。

ここでは232基におよぶ土坑を、1）II区の土坑、2）Ⅰ区SDO7中の土坑、3）Ⅰ区SDO7

東側の土坑、4）Ⅰ区SD07西側の土坑に分け簡単に記述する。75頁以降の出土遺物もこの分

類によっている。

II区の土坑（第34・35図）II区で検出したのはSK001～017の17基である。その分布は、

J－10、H－8、H－5、J－6、J－3を中心とした地区に集中し、H－10に単独であるS

K15を除けば他の場所にはみられない。このうちH－5を中心とした地区にあるSK010・011・

012・013・014、またJ－3にあるSK016・017は、遺物をもたず、また掘り方も浅い。

H－10にあるSKOOiはSCOlを切り、一部埋設管に破壊されるものの長方形を呈し、奈良時

代の遺物が出土する。その南にあるSK003は平面楕円形を呈し、ほぼ垂直に深さ1．35mの底面

まで掘り下げられている。井戸かとも考えられるが、湧水点には達していない。Ⅱ－9に位置

するSKO05は北側でSKO06を切り、底には深さ0・3mほどのピットをもつ。H－5にあるSK

007は平面形態がSKO05に似るが、側壁に段を作り、底には70×30cmほどの割石を置く。

II区の土坑17基のうち11基が遺物をもたないが、遺物をもった土坑ではSK04が古墳時代で

一番古く、他は奈良・平安時代に属する。

I区SDO7中土坑（第36－42図）　すでに何度か述べたが、SD07は南から北に向って開く

谷の最深部にあたる所である。ここでは117基の土坑を検出した。その形態は様々であるが、全

体的に楕円形の平面を呈するものが多く、また残存状態も他地区の土坑と比べ良好である。こ

れらの土坑の多くは、SD07覆土下層底近くから掘り込まれており、呑がまだ埋っていない段

階に掘削されたものと考えられる。

土坑はSD07の南端から北端までほとんどまんべんなく分布するが、2ヶ所大きなまとまり

をみせる。ひとつはC－8からD－7にかけてのSDO7西側壁沿いに設けられたSKO51・057・

099・073・074・076・077・078・079・080・081・082（南から）の土坑群である。やや内側に

あたるSKO71・059・083も群中に入れてもよいであろう。このうち一番南端にあるSKO51は

平面形態も時期も異なり、一応群からははずして考える。他の土坑は、平面が円形あるいは楕

円形を呈し、その覆土は黒色粘質土となっているものが多い。これらの土坑には切り合い関係

が認められず、長軸を側壁に平行にとって一列に並ぶ。遺物はSKO73・075が全くなく、他の
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土坑も少ないが、含まれている土器からすれば、弥生時代中期前半のものが多数を占める。

もうひとつの土坑群は、SD15の北側にあたるE－5・6を中心にまとまるSK163・164●

165・166．167・168・169・170・171・174・214．172・173・095．175・176・177・178・181．

180．179．182（南から）である。この群もやはりSD07の東側壁に沿って作られたもので、平

面は円形もしくは楕円形を呈し、覆土も黒色粘質土のものが多い。ただ前出の土坑群と異なり

切り合い関係が認められる。この土坑群のうちSK095は蛸壷などが出土しており、古墳時代前

期の遺構と考えられる。残りの土坑は少量の少量遺物からみると、弥生時代中期前半から後半

におよぶ。この時期差が切り合い関係として表われたのであろう。

この他の土坑は、たとえばB－8・9にみられるように位置的には集中しているが、時期的

なまとまりがない。以下、いわば散在している土坑について簡単に触れてみたい。A－12に位

置するSK020は、溝状の落ち込みに作られた隅丸長方形の土坑で、破片ではあるが弥生後期の

土器を出土した。同じ地区にあるSK025はわずかに底面近くだけが残った土坑であったが、弥

生土器が4点出土した。A－11のSKO28とA－．8のSKO29は、ともに鹿部近くに完形に近い

土器を置く。A－10に位置するSKO30は、SDO7中の土坑では大型の部類に属するものである。

覆土は黒色粘質土で、坑内からは完形晶も含めて多量の吉武土師器が出土した。同地区のSK

o31と、C－8のSKO70、C－7のSKO84の3基だけがSDO7中の土坑で須恵器を出土する。

B－8・9に位置する土坑では、切り合い関係が多くみられるO　このうちSKO55はSKO49．

050を切って作られており、坑内からは完形品も含め吉武土師器の良好な資料が出土した。SK

055の西隣りにあるSK132は、平面円形の小型の土坑であるが、覆土から縄文時代晩期の土器

片2点だけが出土しており、土坑のみならず、今回の調査で一番古い時期の遺構となった。こ

れに次ぐのが、C－7に位置するSK154で、少量ながら弥生時代前期後半の土器が出土してい

る。SD07の北側にあたるF・G－3でも土坑が比較的集中しているが、時期的には弥生時代

のものと古墳時代前期のものが混在しているようである。

以上SI007中の土坑についてみてきたが、時期的には縄文時代晩期から7世紀におよぶ。中

心となるのは弥生時代中期の土坑で、主にSD07の両側壁、それも特に東側壁に沿って作られ

ている傾向がうかがわれる。それ以降の土坑はSD07の内側に作られ、分布も散在的である。

これらの土坑の用途については、貯蔵穴、水溜めなどとしての利用が考えられる。

Ⅰ区SDO7東側土坑（第43－45図）　SD07の東側部分では86基の土坑を確認した。この東

側部分の北側では製鉄に関したと考えられる不定形の土坑が多数あり、これは別にSXの略号

を用いて製鉄遺構の項で述べるO本来はこの部分は谷底に向う緩い斜面を形成していたと思わ

れるが、その後の削平が著しく、土坑の残存状況もきわめて悪い。平面形態も不整形のものが

多く、深さも10cmに満たないものが大半を占める。出土遺物も一部を除き少量で、時期を決め

る材料に事欠く。
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このうち0－11に位置するSKO21は、平面円形を呈し、深さも62cmと比較的残存状態の良好

なものである。B－9にあるSK131はSKO39・130、SDllと切り合い、平面形は不整形をな

す。ここからは古墳時代後期の須恵器・土師器がまとまって出土した。D－6に位置するSK

143は平面円形の土坑で、深さも88cmと残りが良い。この土坑はSDO7東で唯一弥生時代と確定

できるもので、中期後半の土器が出土している。E－8に位置するSK144を中心とした土坑群

は、覆土に鉄浮が多く含まれ、隣接してSX20砂鉄溜遺構などがあることから、製鉄に関連し

た遺構かとも考えられる。またF－8にあるSK225．226などは長方形の平面形をなし、すぐ

北側にSX76土壌墓があることから、土壌墓の可能性もある。

Ⅰ区SDO7西側土坑（第46図）　SD07の西側部分では9基の土坑を検出した。東側に比べ

削平度合は小さいが、遺構の残存状態は不良である。平面形態も不整形のものがほとんどで、

遺物の出土量も少ない。その少ない遺物からみれば、SD07西側土坑の年代は7C以降のもの

と考えられる。

H＝9．20m

2m
Ll1－1－　－－－i　　一　一「′田！　－　　　1　－　　　　－j

第34図　Ⅱ区土坑実測図Ⅰ（1／40）
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第35図　Ⅱ区土坑実測図Ⅱ（1／40）
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第36図Ⅰ区SDO7中土坑実測図Ⅰ（1／40）
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2）遺物
II区土坑出土遺物

sKOOl（第47図145・146）土師器・須恵器の細片が覆土より少量出土した。145・146は土

師器の甕形土器で、張りのない胴部から口縁部が大きく外反する。胴部外面は縦刷毛目、内面

はへラ削り、口緑部はナデ調整を行なう。砂粒を混えた胎土で、145は明黄褐色、146は淡赤褐

色を呈する。この他須恵器には返りをもつ杯蓋片がある○他に20個体以上の赤褐色に焼けた粘

土魂がある。

SKOO5（第47図147－160）上層・中層を中心に土師器．須恵器が比較的多量に出土したが、

破片のものが多い。他に鉄浮も少量混る。

土師器（147－157）147～149は張りのない胴部から口縁部が強く外反する甕形土器である。

胴部外面は縦刷毛目、内面はへラ削りを施すO口緑部は内外面ともナデ調整だが、147の内面に

は横刷毛目がみられる。砂粒を混えた胎土で、褐色～黄褐色を呈する。149の外面には煤、内面

には炭化物が付着する。上層出土0

150－152は杯である。150・151は口径12・5～13．2cm、器高3．4～3．5cmをはかる。休部はわず

かに内湾して外上方に開く。鹿部はへラ切り。磨滅して調整は不明瞭だが、内外面ともナデと

思われる。胎土には砂粒・赤色粒を混え、淡赤褐色を呈する。150は内底にへラ記号をもつ。152

は復原田径14．8cm、器高4．7cmをはかる。150．152に比べ大型であるのを除けば、形態・器面調

整・胎土．色調など変る所がない。上層出土。

153は復原田径15・0cm、器高2・5cmをはかる皿である。体部は内湾気味に外方に小さく延びる。

鹿部はへラ切りO内外面ともナデ調整を行なう。砂粒・赤色粒を混えた胎土で淡赤褐色を呈す

る。内底にへラ記号をもつ。上層出土。

154は高台付椀である。高台は外方に短く立つ。残存部はナデ調整。砂粒を混えた胎土で、暗

灰褐色を呈する。上層出土。

155は注口をもった土器である。鹿部はわずかにあげ底で、胴部はほとんど張りがない。上部

は欠損してその形態を知ることができないが、かろうじて径3・5cm前後、長さ1．5cmの注口部分

が残存する。内外面ともナデ調整を行なうが、丁寧さを欠き器表には凹凸が残る。内底と鹿部

コーナーは指押えである。胎土は比較的精良で、黄褐色を呈するO全体に鈍重な感じを与える

土器である。鹿部にはへラによる刻みがみられる。

須恵器（156－160）156は復原田径8．6cm、器高2．5cmの小型の杯である。休部と鹿部の境に

ヘラ削りが施される他はナデ調整である。暗褐色～黒褐色を呈する。157は杯蓋と思われる。日

録部はやや内湾気味に立つ。内面くびれ部には浅い凹線が一条めぐる。残存部はナデ調整O明

灰褐色。細片で復原田径には問題が残る。

158は小さな高台をもつ椀である。高台内面は斜にナデるが、外面はほぼ垂直に立つ。灰黒色
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を呈する。159は高杯破片。残存する杯内底は平坦である。灰黒色。160は甕胴部片である。外

面にはカキ目、内面には叩きを残す。暗青灰色をなす。

SKOO6（第47図161・162）　土師器・須恵器の破片が少量出土した。161は須恵器の椀であ

る。休部は直線的に外上方に開くが、口縁下はナデによ．りわずかに凹む。残存部はナデ調整。

淡灰黒色を呈する。復原田径17．5cm。162は鉢形土器である。復原田径13・4cm、器高7．1cmだが、

器体に歪みがみられ、径が大きくなる可能性もある。半球形をなし、鹿部はあげ底気味である。

口縁端部は強いナデで内傾する。体部下半は回転へラ削り、他はナデである。鹿部近くは断面

も含め、灰黒色と灰褐色のだんだら模様を呈しており、異なった胎土を混ぜあわせたものかと

も思われる。

SKOO7（第47・62図）　土師器・黒色土器・瓦器・須恵器などが下層より出土した。他に滑

石製石鏑、布目痕をもつ瓦、鉄浮などがある。

黒色土器（163）内外面とも燻した椀である。復原田径16．3cmだが、細片で確実とはいいが

たい。器面はへラ磨きを施す。胎土には砂粒を少量混え、焼成良好。

瓦器（164・165）　2点とも椀である。短い高台は外に張るが、その端部は164が平坦である

のに対し、165は丸みをもつ。鹿部・高台を除きへラ研磨調整。胎土はともに精良なもので、165

は焼成がやや甘い。

須恵器（166・167）166は復原田径9・6cm、器高3．7cmの小型の杯である。体部下半は、回転

へラ削りを行なう。他はナデ調整であるが、口緑下のナデは強く、内面に弱い稜ができる。暗

赤褐色。167は椀で高台は小さく外方に張る。残存する体部外面は回転へラ削り、他はナデ調整。

暗青灰色～灰黒色を呈する。

石製品（S017・018）S017は一端部が左右に張り、反対の端部が細く尖る滑石製品である。

器面には粗い削りが残る。長さ8．35cm、幅2．0cm、残存重量52．75gである。用途不明。SO18は

滑石製石鍋の鹿部破片である。鹿部外面にはノミによる整形痕がみられる。

SDO7中土坑出土遺物

SK020（第48・62図）覆土から弥生時代終末前後の土器が出土した。一部時期が古いもの

も混るが一括して記述する。土器の他には石錘・投弾などがある。

土器（168－178）168～170は甕形土器である。168は張りの小さい胴部から、口緑部がほと

んどくびれることなく外反する。外反の度合いも小さい。胴部は内外面ともへラナデで、特に

内面の斜方向のへラナデはその痕跡を明瞭に残す。砂粒を混えた胎土で、焼成堅緻、明黄褐色

を呈する。169は口緑部を斜上方に短く引き出したもので、胴部は鹿部に向ってすぼむ。外面縦

刷毛目、内面指押えナデ。砂粒を混えた胎土で黄褐色。外面には黒斑がある。170は長胴をなす。

口緑部はほぼ直立し、端部を外方へ小さくつまみ出す。胴部内面には右上りのへラ削りを施す。

口緑部には黒斑があり、また口縁部と胴部には煤が付着する。砂粒を多く混えた胎土で、暗褐
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色を呈する。

171～175は壷形土器である。171は口綾部が長く、外上方に大きく開く。172は球形の胴部か

ら口緑部が短く外反する。胴部は内外面ともへラナデ。173は肩の張った胴部から口頚部が半円

状に外反する。胴部外面はヘラナデ、内面は軽いへラ削りを施す。174は複合言綾部をもち、そ

の上半部は直立し、端部は内傾する。また下半部の上端にはヘラによる小さな刻目をめぐらす。

175は鹿部片で、あげ底を呈する。171－174に比べ時期的に先行するものであろう。いずれも胎

土には砂粒を混え、173が暗褐色を呈する以外は黄褐色をなす。

176は高杯で脚部のみが残存する。筒部と裾部の境に3ヶ所透孔を設ける。外面はヘラ研磨で

仕上げる。胎土には砂粒を多く含み、淡赤褐色を呈する。赤色顔料を塗布した可能性もある。

177は復原田径19．4cm、器高11・9cmの鉢形土器である。口緑部は内傾し、端部は横ナデで若干

つまみ出され、外面に小さな段がつく。外面はへラナデ、内面は軽いへラ削りを行なう。砂粒

を多く混え、黒褐色の色調を主としてなす。

178は筒形の器形をなすもので、端部はわずかに外反する。端部から4cmほど下に台形状の凸

帯を一条めぐらすOその頂部には凹線がめぐる。外面下位は刷毛目、上位は横ナデ調整を施す。

内面上位は横ナデ、下位は強い指押えナデ凹凸が著しいO砂粒を混えるもののきめ細かい胎土

を用い、黄褐色を主としてなす。外面には赤色顔料らしき痕跡がある。北部九州では類例を見

ない土器であるが、あるいは山陰地方を中心に出土するいわゆる慨形土器の類かとも考えられ

る。

石器（S021）　有溝土錘であるO溝は長軸に沿って一周し、その断面は鋭いⅤ字形をなす。

全長4．95cm、幅1・55cm、重量11．75gをはかる。他に安山岩製の石斧末製品（SO20）がある。

土製品（S022）一端が比較的鋭く尖った投弾である。全長4．5cm、厚2．60m、重量31．58g。

微細な砂粒を混えた胎土を用い、明黄褐色を呈するO一側面に黒斑が認められる。

SKO22（第49図178・180）　出土したのは弥生土器と土師器の破片が少量である。179は土

師器甕の胴部片で、胴部外面に横位の平行叩きを施す。さらにその上に、上位では縦刷毛目、

下位では縦方向の強いへラナデを施す。内面は細かい斜刷毛目調整。砂粒混りの胎土で、焼き

は堅く、暗黄褐色を呈する。180は甕の把手であろう。上反りの形態をなし、下半部には煤らし

きものが付着する。断面は隅丸の方形状を呈する。砂粒．赤色粒を混えた胎土を用い、黄褐色

を呈するが、焼成はやや脆弱である。

SKO25（第49図・181－184）　出土したのは弥生土器のみで、いずれも底面密着である。

181．182は甕形土器である。181はわずかに膨む胴部から目線部が丸みをもって「く」の字状

に外反するものである。胴部外面は縦刷毛軋内面は粒状工具によるナデ調査を行なう。182は

胴部下半から鹿部にかけての破片で、わずかにあげ底をなす。外面には煤が付着する。ともに

砂粒を多く混えた胎土を用い、181が黄褐色、182が淡灰黒色を呈する。
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183は鉢形土器で、口緑部は肥厚し、内傾する。外面は刷毛目調整の後ナデ、内面は板状工具

によるナデ調整である。胎土には砂粒を混えるが、金雲母の量が比較的多い。淡灰黒色。外面

には煤らしきものが付着する。

184は手捏ね土器である。平底で、口緑部は外方に突出する。口縁部下は強い指押えで凹む。

内面は棒状のものを差し込んで作った感じである。胎土には砂粒を混え、特に黒色粒が多い。

焼成は良好で、明黄褐色を呈する。口緑部には黒斑がある。

SKO27（第49図185）185の壷形土器1個体分のみが出土した。口頸部破片で、頸部はほぼ

直立し、口縁部は短く外方に反転する。胎部との境には一条の三角凸帯をめぐらす。残存部は

ナデ調整。砂粒を多く混えた胎土で、黄褐色を呈する。

SKO28（第49図186）186は台付の甕形土器で、土坑底近くで検出した。球形の胴外面下半

部には刷毛目調整を施す。内面は板状工具によるナデである。胎土には砂粒を混え、くすんだ

黄褐色を呈する。胴下半部には煤が付着する。この他に弥生土器の細片が少量出土している。

SKO29（第49図187－189）土坑底よりわずかに浮いた状態で、弥生土器・土師器が多量に

出土した。その多数を占めるのが土師器であるが、細片が多く、3点のみを図化した。

187は口径15．0cm、器高22．4cmをはかるほぼ完形の甕形土器である。胴部は肩が張り、そこか

ら口緑部が内湾気味に外上方へ開く。胴部外面は細かい刷毛目調整、内面はへラ削りを行なう。

肩部以下の外面には厚く煤が付着する。砂粒・赤色粒を混えた胎土で、くすんだ黄褐色を主と

してなす。器壁も薄く、端正な作りの土器である。

188は複合口縁をもつ完形の壷形土器である。口縁下半部が半転して鋭い稜を作り、そこから

上半部が大きく外反する。口縁端部は外方に小さく引き出す。胴部は扁球形である。胴部外面

は細い横刷毛目の後ナデ、内面は丁寧なへラ削りを施す。外面と口緑部内面の上位には赤色の

スリップがかかる。砂粒を多く混えた胎土で、焼成良好。鹿部には黒斑がみられる。器壁も薄

く、全体的にシャープな作りをしている。口径13．3cm、器高13．5cm。なおこの土器の鹿部から

胴部上位に向って、黒褐色の泥状のものが放射状に付着する。

189は肉厚の器台片である。内外面とも指押えで凹凸が著しい。胎土には砂粒が多く混る。

SKO30（第30・31図）　多量の弥生土器・土師器とともに石庖丁未製品、砥石などの石器類

が出土した。主体をなすのは図示した土師器類で、土坑底面あるいは底面からわずかに浮いた

状態で検出した。これらの土師器がこの遺構の時期を決定するものであろう。

190－194は甕形土器である。190は口径16．8cm、器高27・2cm。やや下膨みの胴部は直線的に立

ち、上位でわずかに肩を作る。口緑部はほぼ直線的に外反し、端部は尖る。胴部外面上半は横

の叩き、下半は縦の細かい縦刷毛目。口綾部および胴部内面上半は刷毛目で、胴下半にはナデ

調整を行なう。191は中位に最大径をもつ胴部から言緑部が外反する。端部はさらに外方に小さ

く折れ、肥厚する。胴部外面の調整は190とほぼ同じであるが、叩きは左下りで粗い。胴部内面
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第50図　SKO30出土土器実測図Ⅰ（1／4）
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第51図　SKO30出土土器実測図Ⅱ（1／4）
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は刷毛目。口径18・6～18・8cm、器高20．2cm。192は大きく球形に張った胴部から口緑部が外反す

る。胴部外面は横の叩きの後、斜めの細かい刷毛目調整を行ない叩きをほとんど消す。内面は

斜刷毛目で仕上げるが、粘土の接合痕が残る。復元口径22．3cm。193は「く」の字状に口綾部が

外反する。胴部外面は横叩きの後斜の細かい刷毛目、内面は指押えの後斜の細かい刷毛目で調

整する。194は胴部片だが、外面は横の叩き、内面は斜刷毛目で調整を行なっている。いずれも

砂粒を多く混えた胎土で、外面は192が明黄褐色をなす以外は褐色～黒褐色を呈する。194を除

けば外面には煤が付着し、また190・191には内底に炭化物がこびりつく。

195～198は壷形土器である。195は肩の張った球形の胴部から頸部が内傾気味に立つ。口緑部

は複合のもので、下半部は頸部から大きく外方に開き、さらに小さな段をもって上半部が直線

的に外皮する。外面は刷毛目の後軽いナデ、内面はナデ調整を行なうが丁寧さを欠き、器表に

は粘土接合痕をはじめとした凹凸がみられる。胎土は砂粒湿り。外面と口緑部内面には赤色顔

料を塗る。196．197は直言壷の類で、球形の胴部からやや外傾して口緑部が立つ。196の肩は大

きく張る。主として刷毛目調整で仕上げるが、197の胴部外面には横の叩きの痕跡が残る。砂粒．

赤色粒を混えた胎土で、196が黒褐色、197が明黄褐色を呈する。196の外面には煤が付着する。

198は小型丸底壷である。半球形の胴部から、口緑部が直線的に外反し、端部は尖る。胴部外面

下半部と内面はへラナデ、他はナデ調整である。砂粒を混えた胎土で、外面赤褐色、内面黒色

を呈する。口径10．6cm、器高7・30m。

199～202は高杯、脚台の破片である。199は高杯の脚部で、長い筒部が残る。200は簡部をも

たないまま裾部が大きく広がる。中間に3ヶ所透孔を設ける。外面はへラ研磨で仕上げ、赤色

顔料を塗る。201は一見手捏ね風の脚台で、器表には指押え痕が残る。203は小さな脚台で、山

陰地方によく見られる脚台付杯になるものと考えられる。いずれも砂粒を混えた胎土を用い、

黄褐色を呈する。

203は鉢形土器の破片である。外面は斜の叩きの後、口緑部は斜刷毛目、他は下方からの削り
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第52図　SKO31．033・035出土土器実測図（1／4）

を施す。内面は斜刷毛目調整。砂粒を混えた胎土で、外面褐色、内面黒色を呈する。

204は把手であろう。一端には接合面が残り、一端は折損する。器面はへラ研磨を行ない、赤

色顔料を塗布する。胎土には微細な金雲母を多量に混え、素地は黒褐色を呈する。

SKO31（第52図205・206）　弥生土器・土師器・須恵器・投弾片が少量出土したが、205．

206を除きいずれも細片である。205は蓋で、復原田径14．0cm、器高3・9cmをはかる。言縁部は返

りがあり、また天井部には乳頭形のつまみが付く。206は高台付椀である。口径10．1cm、器高3．

8cm。休部はほぼ直線的に外上方にのびる。

SKO33（第52図207－212）　弥生土器の破片が比較的多量に覆土から出土した。
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207は甕形土器で、張りの少ない胴部から口綾部が「く」の字状に外反する。胴部外面は叩き

の後刷毛目調整を行なう。また下位には刷毛冒調整以前のへラナデが残る。内面は刷毛目。砂

粒を多く混えた胎土で、灰褐色を呈する。胴部外面には煤が付着する。210・211も甕形土器の

鹿部と考えられるが、時期的には先行するものである。

208・209は壷形土器である。208は複合口縁をなす破片で、口緑下半部が横に大きく開き、や

や垂れ下った稜をなして口線上半部が外上方に短く延びる。残存部は横ナデ調整である。微細

な砂粒を少量混えた胎土で、焼成良好、淡赤褐色をなす。外面には黒斑らしき灰色部分がみら

れる。この土器は形態・胎土などからみて北部九州のものとは考えられない。209は胴部と頸部

の間に凸帯を設けたもので、凸帯の上には左下りの刻目を施す。胴部外面は刷毛目の後ナデ、

内面は粗い刷毛目調整を行なう。砂粒を多量に混えた胎土で、赤味をおびた褐色を呈する。

212は高杯脚部片である。筒部が締り、裾部の開きも小さい。外面は縦刷毛目調整。砂粒を多

く混え、焼成良好、淡赤褐色を呈する。脚底径11．5cm。

SKO35（第52図213．214）　底面近くから弥生土器が比較的多く出土した。213は複合口緑

壷で、口緑下半部からやや垂れ下り気味の稜をなして口線上半部が外反する。端部は丸くおさ

めるO残存部はすべてナデ調整。胎土には砂粒を混え、焼成良好、灰黒色を呈する。先述した

208と同様、外来的な土器と考えられる。214は直言壷の類であろう。口縁部は内傾気味に立ち、

端部がわずかに外反する。頸部には台形の凸帯をめぐらし、へラによる刻目を施す。砂粒を多

く混えた胎土で、淡赤褐色を呈する。他に台付甕形土器片などがある。

SKO46（第53図215－220）　弥生土器の破片が多数出土した。217は甕形土器で、胴部内面

は刷毛目調整、他はナデで仕上げる。細片のため傾きには問題が残る。219はこの類の甕形土器

の鹿部であろう。ともに石英粒の多く混った胎土で217黄褐色、219茶褐色を呈する。215は無頸

壷の口緑部片で、残存部は横ナデ調整。精良な胎土で褐色を呈する。216は直言壷で、口緑部は

外反し、端部が肥厚する。内外面とも丹塗りで、外面にはへラによる暗文を施す。精良な胎土

を用いる。218・219は壷形土器の底部であるが、220は外面のみならず内底にも丹が認められる。

SKO49（第53図221－223）　弥生土器・土師器が覆土から出土した。221は土師器の甕形土

器で、口綾部が内湾気味に外方へ開く。端部はナデつぶす。胴部内面はへラ削り、他はナデ調

整を行なう。胎土には砂粒を多く混え、褐色を呈する。222は長頸壷で、扁球形の胴部から長い

口頸部が外反し、端部を丸くおさめる。外面は板状工具によるナデ、内面は斜刷毛目調整。砂

粒を多く混えた胎土で、灰褐色をなす。口緑部と胴部に黒斑が見られる。復原田径8．7cm、器高

13．0cm。223は小形丸底壷片である。頸部のくびれは小さく、口緑部がわずかに外傾して立つ。

外面胴部下半にはへラ削りを、また胴部内面は板状工具によるナデ調整を行なう。砂粒を多く

混えた胎土で、淡赤褐色。胴部には黒斑がある。いずれも上層からの出土で、土坑の年代は221・

223に求められよう。
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第53図　SKO46・049．050．051・054出土土器実測図（1／4）

SK050（第53図・224－228）　SK055と検出時には切り合い関係が明瞭でなく、上・下2

層に分けて遺物を取り上げた。その後の調査で、上層はSKO55に属するものと判明した。下層
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から出土したのは弥生土器だけである。

224は袋状言緑壷で、言縁部外面の稜は不明瞭である。頸部と胴部の境には一条の三角凸帯を

めぐらす。外面は刷毛目調整。細かい砂粒を混えた胎土で、灰褐色を呈するO　口頸部には2ヶ

所黒斑が認められる。口径10．4cm。225．226は甕形土器、227は壷形土器の鹿部である。前者は

あげ底で内外面ともナデ調整、後者は平底で外面には刷毛目調整を行なう。228は大型の鉢形土

器である。口緑部は短く横に引き出す。外面および口綾部上面に刷毛目調整がみられる。砂粒

を混えた胎土で、黄灰色を呈する。

SKO51（第53図229－230）　弥生土器・土師器が覆土から出土した。229は甕形土器の胴部

片で、外面は刷毛目、内面はへラ削りを施す。砂粒を多く混えた胎土で、褐色。230は高杯脚部

片であろうか。裾部の途中に段を設け、脚端部はつまみ上げる。この2段の裾部に各々透孔を

設ける。内面に一部刷毛目が残る他は丁寧なナデ調整。微細な砂粒を少量混えた胎土で、焼成

はきわめて良好、淡赤褐色を呈する。外来的な土器である。

SKO54（第53図231－233）　出土したのは弥生土器が少量である。231は逆「く」字状口緑

をなす甕形土器で、外面は刷毛目、内面はナデで仕上げる。砂粒を多く混えた胎土で、褐色。

232．233は高杯である。233は脚裾部が内湾気味に開く。ともに砂粒を多く混えた胎土で、232

は淡褐色、233は赤みをおびた褐色をなす。

SKO55（第54図）　完形品をはじめ多数の土師器が出土した。他に弥生土器も見られる。

234－236は甕形土器である。234は球形の胴部から言綾部が直線的に外上方に延び、端部は丸

くおさめる。胴部外面は刷毛冒、内面はへラ削り。口径11・3cm、器高14．3cmO胴部には黒斑が

ある。235は234に比べ大型で、口縁端部はナデつぶし平坦にする。胴部外面上位には三条の沈

線がめぐる。235は在地的な甕形土器で、長胴と短く外反する口縁部をもつ。内外面とも刷毛目

調整。鹿部は厚い。口径15・0cm、器高33．1cm。胴部外面には煤が付着する。いずれも砂粒を多

く混えた胎土を用い、褐色を呈する。

237－239は壷形土器である。237は最大径を上位にもった胴部から、ロ縁部が大きく外反して

開く。外面は刷毛目調整、内面は口縁部が刷毛目、胴部がへラ削りである。口径18．0cm、器高

37・1cm。238．239は大小の差はあるものの、やや下膨れの感じを与える胴部から、口縁部が直

線的に外傾し、端部が立つという同様の形態をもつ。239が内外面とも刷毛目調整を行なうのに

対し、238の胴部内面はへラ削りである。238は口径15．5cm、器高31．0cm、239は口径12．2cm、器

高18・1cm。ともに胴部には黒斑が認められる。いずれの壷形土器も胎土に砂粒を多く混え、褐

色を主とした色調をなす0

240は鉢形土器で、口緑部はわずかに屈曲して外傾し、端部を尖り気味にする。体部下半には

ヘラ削りが行なわれる。口径15．3cm。器高7．8cm。砂粒を多く混えた胎土で、淡赤褐色を呈する。

胴部には黒斑がある。241は口径10．0cm、器高5．3cmの半球形の鉢形土器で、外面上半は指押え
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第54図　SKO55出土土器実測図（1／4）
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第55図　SKO56出土土器実測図（1／4）

ナデ、下半はへラナデ調整を行なう。砂粒を混えた胎土で、黄褐色を呈する。242は器台で、受

部端は短く外反する。残存部はナデ調整。胎土は精良で、赤褐色をなす。

SKO56（第55図）　弥生土器の破片が覆土からパンケ～ス1箱分ほど出土した。243は「く」

の字状口縁をなす甕形土器である。内面屈曲部には稜はない。砂粒混りの胎土で、黄褐色を呈

する。244－246は壷形土器である0244はいわゆる鋤状口緑をなすもので、上面は内傾するO全

面ナデ調整で仕上げ、外面および内面の一部に丹塗りを施す。比較的精良な胎土を用いる。245－

247は鹿部片で、外面は刷毛目調整を行なう。245・247の内面には指頭による調整痕が残る。246

の鹿部は径2．5cmの小さなものである。いずれも砂粒を混えた胎土で、黄褐色を呈する。245・

246に黒斑が、また247には赤変した部分が認められる。

248は高杯脚部片で、よく締った長細い筒部をもつ。外面は刷毛目調整。砂粒を混えた胎土を

用い、黄褐色を呈する。

SKO70（第56図249）　図示した須恵器1点のみが出土した。受部は短く横に引き出され、

立ち上り部は直線的に内傾する。体部下半は回転へラ削り。復原田径14．0cm。灰色。

SKO77（第56図250－252）　弥生土器20片ほどが覆土から出土した。250・251は甕形土器で

ある。250の逆「く」字状口緑部は小さく、やや厚みをもつ。251の鹿部はあげ底を呈する。252

は肉厚の器台片で、内外面とも指押え痕が著しい。いずれも砂粒を多く混えた胎土で、淡褐色

を呈するO

SKO78（第56図253・254）弥生土器2点のみが坦土した。ともに甕形土器の鹿部片で、細

く締った、深いあげ底を呈する。外面は刷毛目、内面ナデ調整を行なう。砂粒を多く混えた胎

土で、淡褐色をなす。
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SKO79（第56図255－257）覆土より弥生土器が10点ほど出土した。255・256は甕形土器で、

255は逆「L」字状口緑をなし、口緑下に一条の三角凸帯をめぐらす。256は口緑部の内側への

張り出しが大きい。ともに砂粒を多く混えた胎土を用い、褐色を呈する。257は器高11．7cmの肉

厚な器台である。内外面とも指押え調整を行なう。胎土には砂粒を多く混え、淡褐色を呈する。

sKO80（第56図258・259）弥生土器が20片ほど出土した。258は逆「L」字状の口緑部を

もつ甕形土器で、口緑下には一条の三角凸帯をめぐらす0259は甕形土器の鹿部で、あげ底をな

す。ともに砂粒を多く混えた胎土を用い、258が淡茶褐色、259が淡赤褐色を呈するo

sKO81（第56図260・261）弥生土器片が少量覆土から出土した。図示したのはともに甕形

土器の鹿部片で、厚みをもち、あげ底となる。外面刷毛目調整。砂粒を多く混えた胎土で、260

が暗褐色、261が淡赤褐色を呈する。

sKO82（第56図262）262の壷形土器以外は弥生土器破片が5～6点出土したにすぎない。
＼

262は扁球形の胴部最大径部分に一条の三角凸帯をめぐらす。口緑部は頸部で小さな段を作って

外反する。器表の磨滅が著しいが、外面はへラ研磨を行なっているようである。砂粒を混えた

胎土で、淡褐色を呈する。

sKO83（第56図262－265）弥生土器の破片が多数出土したが、図化できるものはほとんど

ない。263は「く」の字状に近い口緑部をもつ甕形土器で、端部は肥厚し、丸くおさめる。264

は壷形土器の鹿部。265は長い筒部をもった高杯片である○いずれも磨滅が激しく、器面の調整

は不明瞭であるO胎土には砂粒を多く混え、褐色を呈する。
．

sKO84（第56図266－269）弥生土器・土師器・須恵器の破片が、覆土より50～60点出土し

た。須恵器にこの土坑の時期を求められよう。

弥生土器（267）高杯脚部片で、筒部を形成しないまま裾部が開く。裾部内面に一部刷毛目

が残るが、他はナデ調整で仕上げる。胎土には砂粒を多く混え、淡赤褐色を呈する。

土師器（266）床面より300mほど浮いて出土した扁球形の胴部をもつ小形丸底壷である。外

面は粗い刷毛目の後ナデ調整を行なう。砂粒混りの胎土で褐色を呈する。

須恵器（268・269）268は返りをもった蓋で、天井部にへラ記号を刻む。残存部はナデ調整

で、灰褐色を呈する。269は短頸壷で、球形の胴部から口緑部が短く外反する。横ナデの調整を

行ない、灰色を呈する。

sKO92（第56図270）図示した高杯の杯部のみが出土した○口径18．4cm。杯下半部には稜

を作り、端部はわずかに外方に引き出す。砂粒を多く混えた胎土を用い、淡赤褐色を呈するO

sKO94（第57図271－274）弥生土器・土師器が底面近くより少量出土した。図示したのは

いずれも土師器である。271は大きく胴部が張った甕形土器で、外面は刷毛目、内面はへラ削り

を行なう。砂粒を多く混えた胎土で灰褐色。272は直言壷の類であろう。口緑部はわずかに外傾

し、端部は丸くおさめる。外面は粗い刷毛目をナデ消す。砂粒を多く混えた胎土で褐色。273は
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第57図　SKO94・095・096．132．133・154・157・158．160・163出土土器実測図（1／4）

口径10・2cm、器高11．1cmの小型丸底壷である。胴部は扁球形、口頸部は長めで外傾する。胴部

外面は刷毛目の後ナデ。胎土には砂粒を多く混え、灰褐色を呈する。鹿部から胴部下半にかけ

黒斑がある。
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SKO95（第57図274－276）　図示した3点の土師器の他、弥生土器片が少量出土した。274

は壷形土器で、扁球形の胴部から口縁部が短く立つ。内外面とも磨滅著しく調整不明。胎土に

は砂粒、赤色粒を混えるものの比較的精良で、明黄褐色を呈する。胴部には黒斑がある。口径

9．4cm、復原器高7・60m。275・276は飯蛸壷である。275が下膨れで、口緑部がすぼむのに対し、

276は最大径を上位にもち、そこから稜を作って口緑部がすぼまる。穿孔は棒状工異により外側

から斜上方に向って施される。外面は指押えが残り、内面はヘラナデ調整を行なっている。砂

粒混りの胎土で、275が暗灰褐色、276がくすんだ黄褐色を呈する。275の鹿部には黒斑がある。

275は口径5．00m、器高10．50mの完形品である。

SKO96（第57図277－279）　弥生土器・土師器の破片が多量に出土している。277は弥生土

器で、張りのない胴部から口緑部が短く横に引き出される。胴部外面は刷毛目調整、他はナデ

調整を行なうO砂粒の少ない胎土で、暗褐色を呈する。口縁部から胴部にかけ一部黒斑がある。

278は鉢形土器で、口縁端部は直立し、丸くおさめる。外面は刷毛目調整。砂粒を多く混えた胎

土を用い、褐色を呈する。外面には黒斑がある。279は高杯脚部片で、筒部は中膨らみをみせ、

裾部は横に引き出し低い。外面ナデ調整、内面へラ削り。砂粒を多く混えた胎土で、淡褐色。

SK132（第57図132）　縄文土器2片のみが出土した。280は胴部で屈曲する甕形土器で、内

外面とも条痕を残す。口縁端部が外に小さく肥厚する。砂粒を多く混えた胎土で、焼成良好、

やや赤みをおびた灰褐色を呈する。

SK133（第57図281）　弥生土器片8点のみが出土した。281は高杯の脚部かO端部はやや肥

厚して凹むO　外面は刷毛目調整。胎土には砂粒を多く混え、淡赤褐色をなす。

SK154（第57図282）　弥生土器細片が少量出土した。282はいわゆる亀ノ甲タイプの甕形土

器で、口縁部と口緑下に刻目凸帯をめぐらせる。外面は刷毛目の後ナデ、内面はナデ調整を行

なう。砂粒を多く混えた胎土で、焼成良好、暗褐色を呈する。他の細片も同一時期である。

SK157（第57図283・284）　弥生土器が30点ほど出土した。図示したのは壷形土器で、283

は直言壷、284は広口壷の類であろう。外面はともに縦のへラ研磨を行なう。283は砂粒を少量

含んだ胎土で、外面には丹塗りを行なう0284は砂粒を多く混えた胎土で、暗褐色。

SK158（第57図285）　弥生土器が少量出土した。285は甕形土器で、逆「L」字状の口緑部

をもつが、外方への張り出しは小さい。外面は刷毛目の後へラ状工具によるナデ。砂粒を多く

混えた胎土を用い、暗褐色を呈する。他にあげ底を呈する甕形土器片などがある。

SK160（第57図286）　甕形土器．器台など弥生土器片約20点が出土した。286はあげ底を呈

する甕形土器片で、外面は刷毛目調整を行なう。砂粒湿りの胎土で、淡赤褐色を呈する。

SK163（第57図287・288）　弥生土器片が約50点出土した。287は甕形土器、288は壷形土器

の鹿部で、288はやや丸みをもつ。ともに砂粒を混えた胎土で、288には黒斑がある。この他に

石庖丁（SO23）が出土している（図版67）。
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SK164（第58図290－294）　弥生土器の破片70点ほどが出土した。290・291は甕形土器で、

290は逆「L」字状口緑をなす0291は胴部が丸みをもったもので、口緑部はすぼまり逆「L」

字状を呈する。口緑下には一条の三角凸帯をめぐらす。ともに器表の磨滅著しく、調整不明。

砂粒を多く混えた胎土で、290が淡赤褐色、291が淡褐色を呈する。

292～294は壷形土器であるが、形態は多様である。292は無頸壷で、外面および口緑部上面に

はへラ研磨を施す。293は広口壷で、口緑端部はわずかに凹む。外面は縦のへラ研磨で暗文をな

す。294は鋤状口緑をもつもので、磨滅して調整は不明。292・293は砂粒を少量混えた精良な胎

土を用い、外面および口縁部内面に丹塗りを行なう。294は砂粒を多く混えた胎土で、淡褐色を

呈する。

SK168（第58図295－304）　弥生土器が多量に出土したが、その多くが破片である。295・

296は甕形土器である。295は逆「L」字状の口緑部をもつが、その上面は内傾する。296の口緑

部は「く」の字状である。ともに胴部外面は刷毛目調整。胎土には砂粒を多く混え、淡赤褐色

を呈する。295の外面には煤が付着する。302・303はこの種の甕形土器の鹿部であろう。302は

内外面ともナデ、303は外面刷毛目調整で仕上げる。

297～301は壷形土器である。うち297～299は無頸壷で、297・298の口縁部が丸みをもって反

転するのに対し、299は内面で稜を作る。298の口緑部には穿孔がある。器面はいずれも磨滅が

著しいが、外面へラ研磨で、外面から口緑部上面にかけては丹塗りを行なったものであろう0

298にはその痕跡が残るO胎土は精良、素地は褐色を呈する0298は口径15・6cm、器高19．0cm。

300・301は広口壷である。300に比べ301の口緑部の開きは大きい。300は内外面ともナデ調整で、

胎土には砂粒を多く混え、淡褐色を呈する。301は外面縦のへラ研磨で暗文を作る。精良な胎土

を用い、残存部は内外面とも丹塗りを施す。

304は鋤状口緑を呈する高杯である。口緑部の外方への張り出しは大きく、端部はやや垂れ下

り気味になる。器表は磨滅し調整は不明だが、丹の痕跡が内外面とも残り、全面丹塗りであっ
．

たと考えられる。砂粒が混った胎土で、素地は褐色をなす。

SKl69（第58図305．306）　弥生土器片約20点が出土した。305は鋤状口縁をもつ壷形土器

で、外面は縦のへラ研磨で暗文を作る。外面丹塗り。精良な胎土を用い、素地は淡褐色を呈す

る。306は甕形土器の鹿部であろうか。内外面とも刷毛目調整を行なう。少量の砂粒を混えた胎

土で、褐色をなすO

SK171（第59図307）　弥生土器片10数点が出土した。307は逆「L」字状口緑をもつ甕形土

器で、口緑部上面はナデにより凹む。残存部は内外面ともナデ調整。胎土には砂粒を多く混え、

淡褐色を呈する。小片で口径には問題が残るO他に壷形土器などがある。

SK180（第59図308）弥生土器片50点ほどが出土した。308は甕形土器で、口緑部は肥厚し、

外に張り出す。残存部は横ナデ調整。胎土には砂粒が多く、暗褐色を呈する。
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第59図　SK171．180．182．196．201．206出土土器実測図（1／4）

SK182（第59図309・310）　弥生土器片約15点が出土した。309は甕形土器で、口緑部は肥

厚し、外に反転する。口唇部には小さな刻目を施す。内外面ともナデ調整。胎土には砂粒を多

く混え、褐色を呈する。310は未発達な釧犬目縁をもつ壷形土器である。外面には細かい刷毛冒

調整を行なう。砂粒を多く混えた胎土で、灰褐色をなす。口緑部上面には丹が痕跡がみられる

ところから、外面丹塗りの可能性が強い。

SK196（第59図311－314）土師器の破片が多数出土した。311．312は壷形土器である。311

は外反する頸部から口緑部が外傾気味に立つ。312は外反する口縁部片で、端部は丸くおさめ

る。ともに言緑部は刷毛目の後ナデ調整。比較的精良な胎土を用い、311は淡赤褐色、312は褐

色を呈する。

313は復原田径22．0cmの高杯である。杯下半部に小さな段を作り、上半部が大きく外反する。

外面は刷毛目、内面はナデ調整を主に行なう。砂粒の多い胎土で、淡褐色を呈する。

314は鉢形土器で、やや平底気味である。目線端部は尖る。外面は粗い刷毛目、内面はへラ削

りを行なう。砂粒を多く混えた胎土で、褐色。鹿部近くには黒斑が認められる。
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SK201（第59図315）　土師器片が10点ほど出土した。315は甕形土器で、球形の胴部から口

縁部が外上方に大きく開く。端部はわずかにつまみあげる。胴部外面および口緑部内面は刷毛

目調整、胴部内面はへラ削りである。砂粒を多く混えた胎土で、暗褐色を呈する。胴部には黒

斑がある。

SK206（第59図316）　316は復原底径10・0cmの器台片である。外面は縦の強いナデ調整。胎

土には砂粒が多く混り、淡赤褐色をなすO他には弥生土器片2点が出土しただけである。

SD07東土坑出土遺物

SKO21（第60図317・318）　須恵器片のみが出土した。317は杯蓋である。体部は外傾気味

に立ち、端部内面には段を作る。天井部はカキ目調整で、つまみが付く可能性が高い。318は高

杯の破片で、筒部と裾部の境近くに沈線をめぐらす。杯部下半はヘラ削りの後ナデ、他はナデ

調整である。

SKO39（第60図319）　弥生土器が約30片出土した。319は鉢形土器の破片で、口縁部下で内

側に肥厚する。器表は磨滅著しく調整不明瞭。砂粒混りの胎土で、暗褐色を呈する。

SKO41（第60図320・321）　弥生土器・土師器・須恵器が出土した。図示したのは須恵器で、

この土坑の時期を示すものと考えられる。320は杯身で、立ち上りは長く、直立気味である。端

部内面には小さな段を設ける。体部下半にはへラ削りを施す。復原田径10．0cm。321は甕形土器

の破片であろうか。内外面ともナデ調整で仕上げる。色調はともに灰色。

SKlO3（第60図322）　土師器・須恵器・鉄浮などが出土しているが、いずれも細片である。

322は高杯片で、筒部にはカキ目調整を行なう。灰色。

SK118（第60図323）　図示した須恵器の他は、弥生土器片1点が出土しただけである0　323

は復原田径12・0cm、器高2．8cmの扁平な杯身で、立ち上りより受部の方が長い。体部の1／2ほど

に粗いへラ削りを施す。青灰色を呈する。

SK131（第60図）　土師器．須恵器が底面より浮いた状態で出土した。

須恵器（324－332）　甕の胴部片が少量認められる以外は杯．杯蓋である。324～326は杯蓋

である。324は口径14・0cm、器高3．8cm。天井部は平坦でへラ記号を刻む。体部は外傾し、端部

は小さく立つ。へラ削りは天井部の約1／2に行なう。灰色。325は口径14．2cm、器高4．3cm。天井

部は丸く、口径端部はわずかに外へ引き出す。灰色。326は口径12．0cm、器高4．2cm。天井部か

ら口縁端部までドーム状をなし、口縁部内側には小さな段を作る。へラ削りは天井部の約1／2に

施す。灰黒色。

327～332は杯身であるO立ち上りは内傾し、端部は丸くおさめる。328を除けば休部と受部の

境にくびれはない。へラ削りは体部の約1／2に行なう。法量から、口径11．2～11・6cm、器高4．3～4．

4cmのもの（327・331）、口径12．0cm、器高3．7～3・9cmのもの（330・332）、口径12・Ocm、器高4．

3～4．5cmのもの（328・329）に分類できるが、大きな差異ではない。灰色～灰黒色を呈する。
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土師器（333．334）　333は相の類であろうか。口縁部はほぼ直立し、端部は尖る。全体に磨

滅し調整不明。砂粒を少量混え’た胎土で、赤褐色を呈する。334は高杯O脚部片であろう。脚端

部は大きく上下に張り、中凹みとなる。磨滅して調整不明。胎土には砂粒を多く混え、淡赤褐

色をなす。

SK135（第60図335）　土師器・須恵器約100片の他、石鎌片も出土した。335は須恵器杯片

で、体部の約1／3にへラ削りを行なう°復原田径12．4cm。

SK143（第60図336－339）　弥生土器の破片が多数出土した。336・337は甕形土器である。

336は逆「L」字状口緑をなし、口縁下には一条の三角凸帯をめぐらす。口唇にはへラにより一

本の浅い線をめぐらし、それに直交して刻目を施す。残存部は横ナデ調整。砂粒湿りの胎土で、

外面および田綾部内面は丹塗りである。337は径8・5cmの鹿部片である。

338は扁球形の胴部をもつ壷形土器である。外面は丹塗りで、横のヘラ研磨を行なう。内面は

板状工具によるナデ調整。胎土には砂粒を混える。339は高杯で、細長い筒部をもつ。－磨滅激し

く調整不明。精良な胎土を用い、淡赤褐色を呈する。

SK145（第60図340）土師器の細片が6点出土した。340は把手付きの甕形土器で、復原田

径19．0cm。把手は欠損するが、わずかに付け根が残存する。胴部内面はへラ削り、他はナデ調

整。砂粒を多量に混えた胎土で、黄褐色を呈する。

SK148（第60図341）　土師器・瓦器細片が10点出土した。341は小さな高台をもった瓦器椀

であ、る。残存部はナデ調整で、鹿部にはへラ記号がある。灰白色を呈する。

SK217（第60図342）土師器片約30点が出土した。342は甕形土器で、張りをもった胴部か

ら口綾部が肥厚して外反する。胴部外面を口縁部内面は刷毛目調整、胴部内面はへラ削りを行

なう。砂粒を多く混えた胎土で、淡赤褐色を呈する。

SDO7西土坑出土遺物

SK150（第61．62図）土師器・須恵器の細片多数と鉄浮、土錘などが出土した。

須恵器（343・344）　343は反りを有する杯蓋である。復原田径10．0cm。灰黒色をなす。344

は外反する口緑部をもつ壷で、口緑端部はナデて平坦にする。復原田径14・0cmO淡灰黒色を呈

するO
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土錘（SO25）中膨らみの管状土錘である。長さ3・8cm、最大径1．6cm、孔径0．6cm、重量9・

85g。丁寧な作りで、灰黒色を呈する。　　　　　　　　　　　1

sK151（第61図345）土師器・須恵器・格子目瓦・鉄浮などが出土したが、細片で図示で

きない。345は須恵器の高杯片であろう。杯部は下半で屈曲し、上半部が外反する。屈曲部の下

には一条の沈線をめぐらせ、さらにその下に列点文を施す。残存部は横ナデO灰黒色。

1S K
番号

地　 区 平面形態
平面規模

（cm ）
深 さ
（cm ）

出土遺物　　 吟 1 期 備　　　 考

遺
構 －
挿
図

遺
碗
図
版

遺
物
挿
．図

遺
物
図
版

00 1 Ⅰ土 J－10 隅 丸方形 164 ×12 7 16
土師器 、一一須 恵器
本占土塊

奈　　 良 S C d lを－切 る 3 5 4 7

0 02 Ⅰ土Ⅰ／10．11 ほぼ円形 2 40－ 1 5 土師器 Ⅰ 奈良－平安

0 03 II－J－11 楕　 円　形 13 9×　 76 13 5 遺物 ナ シ 3 g 32

0 04 II －J －10 楕 円 形 22 4× 136 23
吉武土師器、土緬器、
須恵器、鉄棒

古墳後期一一

0 0 5 Ⅰ土 H －8・9 円　　 形 2 40 ×23 3 1 22
土 師．－器一　4頁恵器
鉄 樺

平安前期 S K O0 6を切 る 34－．－3 2 ．4 7 58・5g

00 6

00 7

II－H －8・9 円　　 形 182 ×14 5 38 土師器 、須 恵器 奈良－平安
S K O0 5に切 られる 34 ／3 2 － 47　－

II一H I－5 円　　 形 2 3 2×2 24 68
弥生土器－、土師器、須恵
器、丸瓦、石器、鉄棒

平安 前期 35 4 7、

0 08 II－J －6 植 円　 形 13 6×　 97 40 遺物 ナシ 3 5

0 09 II －J 一6 棺 －円 形 17 6×　 98 18 遺物 ナ シ

0 10 II －H －5 隅丸方形 16 5× 158 立0 遺物 ナ シ

0 11 II －H －5 楕 円 形 1 42 ×　86 10 遺物ナ－シ ー

0 12 － II －H －5 不整長方形 120 ×－6 5 1－0 遺物 ナシ

0 13 －II－I －5 楕 円　形 －　9 1×　 68 2 2、 遺物 ナ シ

0 14 II －Ⅰ－5 不 整 形 14 7× 104 12 遺物ナ シ

一10 15 II －H －3 不整楕円形 26 0×　 90 6 0 遺物ナ シ S D O l を切 る

0 16 － II －J －3 楕 円 形 1 93 ×12 5 16 遺物 ナシ

第2表　土坑一覧表Ⅰ
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S K
1番号

地一　区 平一面形態 平面規模
（C－）
深さ
（cm ）

出土遺物 一時　 期 備　　　　 考

遺
構
挿
図

遺
構
図
版

遺
物
挿
図．

遺
物
図
版

017 －II－J －3 楕 円 形 163 ×　92 47 遺物 ナ－シ

018 1 欠　 番

01 9 欠　 番

020 I－A －12谷 隅丸方形 213 ×－15 5 30 ．弥生土器 、土 師器 、－石器 、－陶 弾 古墳前期 36 48 59

0 2 1 Ⅰ－0－1日2東 円　　 形 150 62 土師器 、須 恵器 古墳後期 半分調査区外 43 3 2 60 g9

0 2 2 L B －12谷 楕　 円　形 209 ×　α 45 弥生土器 、吉 武土師器
古墳前期 S E O 07に．切 られ る 36 49

0 2 3 Ⅰ－B －12東 楕　 円 形 14－4 ×　89 16 土師器 ？ 少量 ．細片の為時期不明
SAOlに切られる

02年 Ⅰ－0 －13東 不整楕円形 229 ×　86 18 遺物ナ シ

025 Ⅰ－A －12谷 長 方 形 弥生 土器 弥生中期 49 59．60

0 26 Ⅰ－B －12谷 隅丸方形 75 ×　65 7 5 遺物ナ シ 36

0 27 I－B－11．12谷 楕　 円　形 145 ×10 4 10 弥生土器 弥生 中期 49

0 28 Ⅰ－A －ll谷 楕　 円　形 ’57 ×　44 1 1 弥生土器 － 弥生後期末 36 32 　49 60

　029 I－A －9 谷 楕 円 形 103 ×　68 －16 弥生土器、吉武土師器
古墳前期 36 33 4 9 60

0 30 I－A一lL l路 隅丸方形 376 ×22 5 38 ．弥生土器 、吉 武土師器
古墳前期 37 33 50．51 60・61

0 3 1 土 A －10谷－ 楕 円　形 91×　71 39 弥生土器 、土 師器、2頁恵器
奈　　 良 S K O 32 を切 る 36　－33 5 2 6 2

0 32 Ⅰ－A －10谷 円　　 形 59×　54 27 弥生土器 、石器 弥生後期 S K O 31に切 られ る　－ 36 33

0 33 I－A －lO谷 円　　 形 110×100 55 弥生土器 、石器 弥生後期 36 34 52 6 2

0 34 Ⅰ－B －9 谷－楕 円　形 105×　70 20 弥生土 器、吉武土師器 、石器 弥生－古墳 S K 0－58 を切 る 37　－

035 Ⅰ－A －10谷 精 一円 形 90×　61 10 弥生土器、石器 弥生後期 36 34 52 6 2

0 36 ⅠⅡ 111東－楕 円 形 －300×232 14 土師器、須恵器 古墳後期

037　－Ⅰ－B －10東 楕－円　形 187×124 10 弥生 土器、土 師器 ？ S K 04 1を切 る一一

038 土 B －10東 隅丸方形 157×106 ／13 弥生 土器、土師器 、須恵器 ？ 少量．細片の為時期不明

039 Ⅰ一B19．10東 楕 円　形 232×1－24 22 弥生 土器 ？ 少量 ・細 片の為時期
不 明。S K 13 1を1刀る。 43 6 0

0 40 「CD －9東 不整長方形－300 ×280 弥生 土器、土師
器 、4頁恵器 、石器 奈良－平安 試掘 トレ ンチ中

041 Ⅰ－B －10東 楕 円　形 260 ×　α 10 弥生 土器4頁恵器
古墳中一期 S K O3 7、S D 0 7に

切 られる。 43 6 0 1

0 42 Ⅰ－B －lO東－楕　 円　形 170×　75 9　－遺 物ナ シ

043 Ⅰ－A －10谷－楕 円　形 208×13 3 46 弥生 土器、－石器 弥生 中期 37 34

0 44 Ⅰ－A ・B －9谷 楕 円　形 94×　52 25 弥生土 器、－石器 、弥生 中期 37

0 45 － Ⅰ－B －9 谷 楕 円　形 123×　80 25 弥生 土器 弥生 中期 37

0 46 Ⅰ－B －8 谷 楕 円 －形 115×　85 17　－弥生 土器 、石器 弥生 中期 37 53

0 47 Ⅰ－B －8 谷 円　　 形 76×　70 14　－ 弥生 土器 弥生 中期 37　－

048 Ⅰ－B －9 谷 楕 円　形 160×13 3 22 弥生土器 弥生 中期 S K O 58 を切 る 38

0 4－9 I～B－8．9谷 不整方形 238×190 21 弥生土器吉武土師器 古墳前期 S K 0 55に切 られ る 38 53 6 2

0 50 トC ．B －8谷 楕　 円　形 223×200 42 弥生土器 弥生後期 S K 0 55に切 られ る。 38 53 6 2

0 51－ Ⅰ－0 －8 谷 楕 円　形 127×　85 50 弥生土器吉武土 師器 ．古墳前期 38 34 53．

052 Ⅰ－B ～8 谷 楕 円　形 α　 ×102 19 弥生土器
吉武土師器

古墳前期 半 分埋設管中

053 － Ⅰ－0 －8 谷 不 整方形 110× －78 　28 弥生 土器 弥　　 生 少量 ．細H ・の為時期
不 詳　 － 35
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S K
番号

地 一　区 平面形態 平面規模
（C聖）

深さ
（cm ） 出土遺物 時　 期 備 ． 考

遺
構
挿
図

遺
構
図
版 －

遺
物
挿
図

遺
物
図
版

054 Ⅰ－B －8 谷 楕 円　形 － α×120 1 6 弥生土器 、石器 弥生後期 S K O 56に切 －られ る 38 53

05 5 I－B 一8 谷 楕　 円 －形 224 ×　α・ 24 弥生土器吉武土 師器 古墳前期 S K O 49、050 を切 る 38 54 6 2．03

O g6 Ⅰ－B 1 8 谷 楕　 円　形 116 ×　94 4 1 弥生土 器 弥生後期 S K O 54 を切 る 38 55 63

0 57 土 0 －8 谷－楕　 円　 形 90　×70 2 8 弥生土 器 弥生中期 39

0 58 I－B －9 谷 楕　 円 －形 463×356 34－ 遺物 ナ シ
S K O 34 、048 、07 2に切
られ る

059 I－0 －8 谷 再　　 形 － 76 ×　68 29 0弥生 土器 －弥生 中期 39

0 60 Ⅰ－C．D一10東 長楕円形 341×　67 11 遺物ナ シ

061 I－0－10一11東－長楕円形 462×116 －　8 土師吉語、2頁恵器白磁 、鉄音事．
平安末期

062 Ⅰ一一0－10・11東 楕　 円　形 200 ×163 20 土師器 、須 恵器 古墳後期 43

06 3 I －0 －11東 隅丸方形 133 ×12 0 一一2 土師－器 、黒色土器、2頁恵器、白磁
平安末期

064 Ⅰ－D －10東 円　　 形 111－×10 6 64 － 弥生土器 弥　　 生 ．少量 ．細片の為時期
不 詳 43 35

06 5 Ⅰ一B －10東 不整楕円形 135 ×114 10 弥生土器土師器
？、 細片の為時期不明－

066 Ⅰ－B －10東 ほぼ 円形 108×10 5 6　－弥生二土器　 － 弥　　 生 少量 ．細片の為時期1不 言羊

067 Ⅰ－B －10東 不 整方形 101×　95 7 土師器 、－須恵器 古墳後期

068 Ⅰ－B －10東 長楕 円形 304 ×　83 2 0 土師器 、須恵器 古墳後期 －

069 I－0 －10東 不 整 形 155×153 8－1 土師器 ∴須恵器 奈　　 良 S D 2 0 を切 る

070 I－0 －8 谷 不整楕円形 141×　52 5 4頁恵器 － 古墳後期－ 39 56－．64

0 7 1 Ⅰ－0 －8 谷 楕　 円　形 68×　50 10 弥生土 恵 弥生－中期 39

0 72 Ⅰ－B 一9 谷 楕 円　形 69× ・4－9 10 遺物 ナ シ S K 05 8を切 る 39

0 7 3 Ⅰ－0 －8 谷 ほぼ円形 47×　43 21 遺 物ナ シ

074 Ⅰ－0 －8 谷 楕　 円　形 107×　65 －37 弥生土器 弥生 中期 39

07 5 Ⅰ－C －7・8谷 楕　 円　形 109 ×　71 18 石片． ？ 一二土器 出土せ ず．。時期
不 明

3．9

07 6 Ⅰ一一0 －7 谷 楕　 円　形 82 ×　60 －26 弥生土器－、 弥 生中期 －39 －36

－07 7 Ⅰ－C ．D－7 谷 楕 円　 形 163 ×10 3 4 0 弥生土器 弥生中期 39 35 56

07 8 Ⅰ－D 一7 谷 楕　 円　 形 126 ×　62 2 7 弥生土 器 1 弥生中期 39 35 156

0 79 Ⅱ－D －7 谷 楕　 円　 形 92 ×　71 4 0 弥生土 器 弥生中期 39 36 56　－．64

0 80 Ⅰ－D －7 谷 －惰　円　 形 84 ×　57 3 1 弥生土 著旨 弥生中期 39 56

0 8 1 Ⅰ－D －7 谷 楕　 円　形 175×　97 2 9 弥 生一土器 弥生中期 39 36 5 6

0 82－ I一江6，7谷 楕 円　形 126×　76 27 弥生土 器 － 弥生中一期 40 3 6 5 6 6 4

0 8 3 土 0 －7谷 ほぼ円形 134×13 1 24 弥生 土器 弥生中期 40 36 5 6

0 8 4 1Ⅰ－0 ー7 谷 楕　 円　形 85　×　66 25 弥生土器 、土 師器、須 恵器 古墳後期 40 57 ′56 64

08 5 土 0 －8 谷 楕　 円　形 112 ×　70 19 遺物ナ シ －S K 08 6を切 る

．086 －Ⅰ－0 －8 谷 楕　 円　形 109 ×　51 26 遺物ナ シ S K O8 5に切 られ る

087 土 0 －8 谷 楕　 円　形 83 ×　52 18 遺物ナ シ

08g Ⅰ－0 －8 谷 円　　 形 46 ×　46 14 遺物ナ シ

089 Ⅰ－0 －8 谷 円　　 形 52 ×　47 2 1 羊師器 ？ 少量 ・細片の為時期
不 明

090 －1Ⅰ－0 －7 谷 円　　 形 45 ×　36・ 12 弥生土 器 弥　　 生 少量 ・細片の為時期不 詳

第4表　土坑一覧表III

－　91－



S－K
番号
地　 区 平．面形態

平面規模
（cm ）

深 さ
（cm ）

出土遺物 時　 期 備　　 考

遺
構
挿
図

遺
構
図
版

遺
物
挿
図

遺
物
図
版

091 Ⅰ一0 －7谷 楕　 円　形 70 ×．49 1 1 弥生土器－ 弥　 生 少量 ・細片の為時期
不詳

092 Ⅰ－0 －7谷 楕 円 形 66 ×　47 10 弥生土器 弥生 後期 40 3 7 56 64 －

09 3 I－B・0－7西 －不 整 形 255 ×17 0 6 土師器 、4頁恵器錬音幸一 奈良一平安

094 Ⅰ－E －6谷 円　 ．形 112 ×10 9 2 2 弥生土器土師器一一
古墳 前期 ．S D 15を切 る 40 37 57 64

09 5 I－E 一5 谷 楕 1円　形 lll X　97 40 弥生土器 、土師器、虫肖壷
古墳 繭期 40 37 57 65

09 6 Ⅰ－D－6・7谷 楕　 円　 形 255×157 18 弥生土器 、土師器 、石器 古墳前期 40 57

09 7 Ⅰ一E －5東 楕 円　 形 226 ×16 0 5 2 土師翠 、須 恵器石器
奈良一平安 S K 21 7を切 る 43

0 98 Ⅰ－D －6 谷 楕　 円　 形 83　×　60 19 弥生土器 弥生中期 40

一099 － Ⅰ－C 一8 谷 楕 円　 形 145×　70 2 7 弥生土器 弥隼中期

100 Ⅰ－0－10東 楕　 円　 形 105×　62 13 弥生土器 1須恵器 －？
少量 ．細片の為時期不翠

SKlOlに切られる。

101 土 0－－10東 楕 円　 形 78×　55 6 遺物 ナシ S K l0 0、10 2 を・切 る

102 Ⅰ－0 －10東 楕 円　 形 95×　63 15 、 弥生土 器 弥　　 生 少量、細片の為時期不詳SK 101に切られる

103 Ⅰ10 －10東 30 0×200 70 土師器 、須恵器 －古墳後期 落 ち込み状遺構 60

104 Ⅰ－0 －10東 楕 円　形 96×－　70 －22 土師器 ？ 少量－．細 片の為時期
不明

105 I－0 －10東 楕　 円　形 82 ×　58 4 須恵器 ？ 少量 ・細片の為時期
不 明

106 Ⅰ－0 －10東 楕 円－形 155 ×12 7 30
土師器 、須 恵器
鉄音宰

奈良－平安 S P 1 3を切 る 44

107 Ⅰ戸0 －10東 楕 円1形 63 ×　38 1 1 遺物ナ シ －ヽノ

10 8 ノI－0 －－11東 楕　 円　形 67 ×　53 10 須恵器 ？ 少量 ．細片の為時期
不 明

109 Ⅰ一一D －10東 楕 円　形 104 ×　54 212 土 師器 、－須恵器 ？ 少量 ・細片の為時期
不明。S D 2 2内

110 Ⅰ－D －9東 不整構円形 147 ×10 0 7 土師器 、鉄棒－ 奈良■平安

111 I －D －9東 不一整 形 320 ×29 0 1 7－ 土師器 、須恵器石器
？ 少量 ．細片の為時痢不明

一部試掘トレンチ中

112 Ⅰ－D －9東 楕 円 ′－形 234 ×12 6 1 3 遺物ナ シ －S K 113 を切 る

113 Ⅰ－D －9東 不整方 形 182 ×　92 1 6 弥生土器 弥　　 生 少量．細片の為時期不詳
SKl12．114．117に切られる。

114 Ⅰ－D－8・9東 円　　 形 110×　95 － 55 弥生土器 弥　　 生 少量．細片の為時期不詳
SK l13を切る。

44 ．

115 I一江8 ．9東 ほぼ円形 103－×　97 11 弥生土器 弥　 生－／ト童 ．細 呂・の為 時期
不言羊一　一

116 Ⅰ－C．D－9東 楕　 円　 形 175×130 2 1
弥生土器 、土 師
器 、須恵器、陶器

ヰ　 安 ・S K 12 3を切 る

117 Ⅰ－D －9東 ．不 整 形 88×　85 7 1－遺物ナ－シ 白K l13を切 る

118 Ⅰ－D －9 東 楕　 円　形 108×　61 22 弥生土器土師器
古墳後期 66

119 Ⅰ－E －9 東 楕 円　形 113 ×　73 2、2 －遺物 ナ シ

120 I一E －9東 円　 －　形 66 ×　65 13 鉄棒 、炉壁破 片 ？ 土器出土せず時期不明

121 I－E －9－東 楕　 円　形 ‘65 ×　44 17 鉄 音幸一 ？ 土器出土せず時期不明

122 Ⅰ－E －9東 楕 円 形 58 ×　45 12 鉄子宰 ？ 土器出土せず時期不明

．123 I －0 －9東 方形　 ？ 　21 弥生土器、土師器、4頁恵器 、鉄樺 ？ 少量．細片の為時期不明。一部ト
レンチ内、SK116に切られる。

124 Ⅰ一0 －9東 楕 円　形 78 ×　5－5 1 9 －　土師器 ？
少量 ・細－H －の為時一期
不明 44

12 5 Ⅰ一年 9東 長　 方 形 α×110 －7
弥生土器、土師
器、2頁恵器 ？ 少量．細片の為時期不明。一部ト

レンチ内。SK126を切る

12 6 Ⅰ－0 －9 東．隅丸方形 130 ×113 1 5 弥生土器土師器 ？ 少量・－細片の為時期不明
SK125、127に切ら1れる。

127 Ⅰ－0 －9 東 精 一円　 形 100 ×　80 2 5 遺物ナ シ S K 126 を切 る
S K l28に切 られ る。
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S K
番号

地 一区 平面形態 －平面規模（cm ）
深 さ
（cm ） 坦土遺物 時　 期 畢　 考

遺
構
挿
図

遺 －
構
図
版

遺 一
物 ．
挿
図

遺
物
図 一
版

128 Ⅰ－0 －9東 円．　 －形 179 ×17 5 25 土師器 、－須恵器 ？ 少量 ．細片の為時期不明
S Kl27、129を切る 44

12 9 Ⅰ－0 －9東 隅丸方形 150 ×　α 10 弥生土器須恵器 ？ 少量 ・細片の為時期不明
S Kl28に切られる。

44

13 0 土 B －9東 楕 円 形 204 ×－14 6 1 1 弥生土器 ／
土師器

？ 少量．細片の為時期不明
SDllに切られる。Sm 31を切る

13 1 Ⅰ－B －9東 不 整 形 350 ×・α 25 弥生土器 、土師 ．器、須 恵器
－古墳後期 S D11

S K O39．130に切られる 44 38 6 0 1 6 6

13 2 I－B －8谷 円　　 形 54 ×　50 1 1 縄文土器 1 縄文 晩期 4－0 57 6 5

13 3 Ⅰ－B －8 谷 楕 円 形 α　－×56 弥生土器 弥生後期 57

13 4 Ⅰ－B －8 谷 甲　 形 －81×1 7 3 36 土師器 、須恵器 奈－良一平安 40

13 51 Ⅰ一0 －8 東 不 整方形 218－×218 28 、 土師器 、須 恵器 －石 器
古墳後期 S K 13 6に切 られる 60

13 6 Ⅰ10 －8東 楕 円 形 78 ×　54 22 弥生土器 、土師器、4頁恵器 古墳後期 S K 13 5 を・切る

137 Ⅰ－D －8 東 楕 円 形 220 ×13 4 一一　8 土師器－、須恵器 ？ 少量 ・細片の為 時期
不 明

138 I－D －8 東 ／楕 円 形 106 ×　74 －47 弥生二土容
土師器 －

？ 少量 ．細片め為 時期
不 明

139 I．－D －8 東 円　　 形 132 火12 6 10 遺物ナ シ

140 I－E －8 東 不 整 形 370 ×28 0 1g － 弥生土器 弥　 生 －少量・細片め為時期不詳
SK 141に・切られる。

141 I－E －8 東 不 整円－形－200 ×20 8 30 遺物ナ シ S K 14 0 を切 る

14 2 Ⅰ－D ．E－8東 楕 円 形 255×13 8 24 土師器 、須恵器 ？ 少量 ．細片－の為 時期－
不明

－143 土 D －8 東 ほぼ円形 290 ×24 5 88 弥生土器 弥生 中期 60

14 4 Ⅰ－E－8．9東 不 整 形 398 ×32 1 4 0 弥生土 器 弥　　 生 少量 ，細片の－為時期不詳
SKl45．146に切られる　一一

145 Ⅰ－E－8．9東 楕 円　 形 215×13 3 1 8 土師器 平　　 安－S K l叫 を切 る
S 箪14 6に切 られる 45 6 0－

－14 6 Ⅰ－E ・F－8東 楕 円 形 203×13 0 3 0 遺物ナ シ S K 14 4 ・－145 を切 る　 －

147 － Ⅰ－F －8 東 楕 円 形 194 ×12 0． 31 遺物ナ シ

148 Ⅰ－F －8 東 隅丸方形 126 ×　88 8 土師器 平　 －安 60

1 49 I－F －8 東 楕 円 形 265×　α 30 土師器 、須恵器 ？
少量－．細片め為 時期
不、明。半分調査区外

150 Ⅰ－B ．017西 （L 字形 ）不　 整　 形 221×175 叩
土師器 、須恵器
土錘 、－鉄音宰 奈良－平安 －46 6 1

1 51 Ⅰ－B －7 西 長楕円形 265×　70 一26 土師琴 、須恵琴平瓦 、鉄 準 奈良－平安 46 61

1 52 I－0 －7谷 楕 円 形 126×104 －37 弥生土 器、 弥生中一期 － 41

1 53 Ⅰ一一C 一7谷 楕 円 形 198×　80 25　－弥一生土 器 －弥生中期 41 －

154 Ⅰ－0 －7谷 楕 円 形 186×　73 －110 弥生 土器ニー 弥生前期 亀ノ甲タイプの言縁 一
部破 片 1 点出土－す る 41 57 6 5

一155 Ⅰ－0 －7谷 楕 円 形 78×　50 10 弥生土 器　 － 弥生中期 41

156 Ⅰ－C ．D－5西 楕 円 形 152×134 5 2 遺物ナ シ 46

157 Ⅰ－D －6 谷 楕 円 形 148×　90 －65 弥生土 器 弥生中期 S K 158 を切 る一一 －　41 g7 －

158 ． I1－D －6 谷 楕 円 形 160×　76 3 5 弥生土 器 弥生 中期
前　　 半 S K 157に切 られ る 41 57

－159 Ⅰ－D 一6谷 楕 円 形 112×　59 2 5 弥生土 器 弥生－中期 ＼
1－＼
41

1－60 Ⅰ－D －6谷 不整方形 210×　α 一一一14 弥生土 器 ・ 弥生中期
前　　 一半

‘＼
－部 －トレンチ内　 、 57

’16 1 －I－D －5西 円　　 形 85×　82 8 弥生土 器－須恵器・ ？ 少量 ．細片の為 時廟
不明

162 I一一D －5西 円　 由 82× －75 11 弥生土 器、土師

－器 、須 恵器
？ 少量 ．細片の為 時期
不明

163 ′Ⅰ－E －6谷 楕 円 形 150×100 9 弥生 土器、石器 －弥生中期 S K 164に切 られ る ／41 57 －

164 I－E －6谷 楕 円 形 113 ×　75 2 8 弥生土 轟 弥生中細 S K 163 を切 る 41 5 8
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番号 －
地　 区 平面形態

平面規模
（cm ）

深 さ
（cm ）

出土遺物 時　 期 備　　　　 考

遺
構
挿
図

遺
構 一
区Ⅰ

一版

遺
物
挿
国

遺
物
図
版

165 I－E 一6谷 楕　 円 形 97 ×－66 18 弥生土器 弥　　 生 －′ト量 一一．細片の為時期不 言羊

－166 ‘Ⅰ－E －6谷 楕　 円　形 106－×　69 1 3 1 弥生土器 弥生中期

167 Ⅰ－E －6 谷 円　－　形 80－　×　80 1 0 弥生土器 弥生－中期 S K 168－と切 り合い不明 41

16 8 I－E －6 谷 円　　 形 84 ×‘65 8 弥生土器 弥生中期 ．S K 167と切 り合い不明 58 6 5

16 9 Ⅰ－E －6 谷 楕 円－形 118×　85 15 弥生土器 弥生中期 41 58

1 70 Ⅰ－E －6 谷 隅丸方形 －120×102 9 弥生土器 、石 器 弥生中期 41

171 Ⅰ－E 一一6 谷 楕　 円 形 122×100 4 8 弥生 土器、石器 弥生中期 42 59

172 I l E －5 谷 隅丸方形 100×　98 － 20 弥生 土器 弥生 中期 S K 2 14 を切 る

173 I－E －J 谷 楕 円　形 81 ×　56 1g 弥生土器
弥 ）生 少 量 ・細片の為時期

不 詳

174 I－E －6 谷 楕　 円－形 105 ×　ち5 8 弥生土器　 － 弥　　 生－小量 ．細片の為時期不詳
S K214と切り合い不明

－175 I －E 一一5 谷 楕 円　形 97 ×　65 28 弥生土器 弥 一　 生 ．細片の為時期不詳 ．42 －

17 6 I－E －5 谷 円－　　 形 82 ×　74 4 5 弥生皐器 弥 生中期 S K 177 を切 る

17 7 ， Ⅰ－E －5 谷 楕 円　形 105　－×55 3 5 弥生土器 弥隼中期 S K 176に1刀られる
S K 178 を切 る

17 8 土E －5 谷．楕　 円　 形 10－6 ×　52 4 2 弥生土準 畢　 生 少量．．細片の為時期不詳
SK 177に切られる

179 Ⅰ－E 1 5谷 円　　 形 70 ×　56 －2年 弥生土器 弥　　 生 少量 ．細 片の為 時期不詳

180 Ⅰ－E 一一5 谷 楕　 円　 形 138×　82 52 弥生土器 弥生中期 S K 18 1を切 る 42 59

181 土E －5 谷 楕　 円　形 90×142 39　－弥生皐 器 弥生中期 S K 18 0に切 られ－る 4－2

i82 Ⅰ－E －5 谷 精 白 形 －149×105 －41 弥生 土器 ．弥生中邸 、42 59

183 土 F －5谷 楕　 円　形 122×　76 34 弥一生 土器 弥　　 生 少量 ．細片の為時期不 詳
4寧

184 I－F －4 谷 －楕 円　形 1．05 ×－45 11 遺物 ナ シ

185 I l－F －4谷 円　　 形 65　×　55 14 遺物ナ シ － S K 1 86－に切 られ る

186 Ⅰ－F －4谷 楕　 円　形 1219 ×　58 20 遺物ナ シ S K 185 を切 る

1g 7－ ．I－F －4 谷 楕 円 形 60 ×　50 1 5 弥生土琴 弥生 中期 S K 188 を切 る－ 42　－

18 8 ’ Ⅰ－F －4 谷 円　　 形 150 ×14 0 1 8 弥生土器 弥生中期 S K 187 に切 られる

189 Ⅰ－F －4 谷 楕　 円　 形 115×　80 4 2 遺物ナ ／

190 －Ⅰ－F －4 谷 不整長方形 198×　α 22 、 遺物 ナシ

191 I l F －4 谷 楕　 円　形 －α　 不69 32 －弥生 土轟 弥生 中期

1一92 Ⅰ－E －4 谷 円　　 形 95×－89 22 弥生 土器 － 弥　　 生 －少量 ．－細片の為時期
不 明

193 1－E －5谷 格 円 形 111 ×　70 －9　－遺 物ナ シ

194 I－E －4谷 楕　 円　形 139 ×　50 20 弥生土－器
弥　 一生 少量 ・糸田片の為日寺期－

不 言羊 ‘

195 I－G －3．4谷 円　　 形 120 ×115 2 5’
弥生－土脇 、土師
器、－蛸壷 1

古墳 前期 S E 17に戸切 られ る 42

19 6 Ⅰ－G －4－谷 楕 円－形 82 ×　54 1 8 土師準 － 古墳 前期 42 59

19 7 Ⅰ－G －4 谷 楕 円 形 74 ×　46 5 土師－器 ？ 少量 ．細片の為時期不明
S D27を切る

19 8 Ⅰ－G －3 谷 楕　 円　 形 　74火　58 1 2 0 弥生土盛 、石器 弥　　 生
少量 ．細 片の為 田寺期
不言羊

199 土 F －3 谷 隅丸方形 152×　84 5 弥生土器土師準
？ 少量．細片の為時期不明
SD 28に切られる－

200 Ⅰ－F －3 谷 隅丸方形 72×　56 12
弥生土 着宗　一

．土 師器

少量 ・細 片の為時期
不 明

42

2 0 1 Ⅰ一一F 一一3 谷 楕 円 形 56×　55 12 －吉武土師器 － 古墳前期 S D 2 8に切 られる 42 5 9
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番号 地　 区 平面形態
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深 さ
（cm ）
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．川ネ
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）対
3豆

遣
q勿
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遣
物
図
月板

20－2 I－F －3谷 楕　 円－形 115×　62 17 遺物 ナ シ 42

2 03 Ⅰ－G －4．5東 不　 整 形 388×32 5 寧4 弥生二土器圭、土師器 、勾’思暑昔 ？ 少量 ・細片の為時期不明

一部調査区外

204 Ⅰ－G －4東 楕　 円　形 180×11 8 16 弥生土器 弥生 後期 45

20 5 I －F －2 谷 楕　 円　形－ 91 ×　55 18 遺 物ナ シ

206 Ⅰ－F －2 谷 隅丸方形 132 ×　78 8 弥生土器 弥生 中期 42

20 7 Ⅰ一F －2 谷 轄　 円　 形 89 ×　66 1－13 弥生土器 弥　　 生 少－呈
1こ1
Ii：．剥日出．の為時期
洋

208 Ⅰ－F l 2 谷 楕　 円　形 95 ×60 24　－－遺物ナ シ

209 Ⅰ－F －12 谷 円　　 形 164 ×　α 44 遺一物ナ シ 半分調．査．区 外

210 I一一E －3 西 ほぼ円形 158－×14 0 9 弥生」∴音詩」，師一昔諸
？ 1少量．細片の御寺期不明
SK211に切られる－ 46

2 11 Ⅰ－E －3 西 －朽　 円　 形 150 ×119 2 4 弥月二二上音詩
二上師語注

奈良－平安 S K 2 10－を切 る 46

2 12－ Ⅰ－F －2 西 半　 円　形 100×　70 〕0 弥生土 器 弥　　 生 少
イ；
i二・糸出田－めよ伸男別
羊

213 Ⅰ－F －2 西 方　　 形 69 ×　59 － 11 弥生土 器 － 弥　　 生 少
不
i二・糸ⅲ片のみ時期
羊

－46

2 14 I．－E －6 谷 楕　 円　形 α　 ×84 14－ 遺物ナ シ S K 172に切 られ る

215 、Ⅰ－E －5 東 朽 円 －彬 86×－53 12 弥生土 器 弥生後期 45

2 16 Ⅰ－E －5東 怖　 円　形 72×　54 3 0 ．土師器 、－鉄棒 ？ 少量．細片の為時期不明
SK217を切る ・ヰ5

217 I－E －5東 相　 円 ．形 × 由 25 土師器 奈良一平安 S K 2 16に切 られ－る 60

－　218 L E －5東 不整方形 90×　72 1 13 遺物 ナ シ S K 219に切 られ る

219 Ⅰ－E －5東 朽　 円　形 76×　41‘ 19 遺物 ナ シ
S X Olに切 られ る
S K 218－を．切る

220 Ⅰ－E －5東 鮪　 円　 形 ・141 ×　55 19 弥生 土器 弥　　 生 少，．
不 1
i－呈二・剥日田．の葦抽上期
洋

221－ Ⅰ－D －5 谷 朽　 円　 形 135 ×　56 34 遺物ナ シ

22亭 土 E －5 東 椎　 円　形 45 ×　34 12 須恵器 ？ 少，－
不 1
量二・対日戸，．の 壇曲射明
りi

22 3 欠　 番 －

224 Ⅰ．－F u17 一束 －鮪　 円　 形 154 ×118 26 遺物ナ シ

225 I－F －7・8東 鮪 円　 形 122 ×　64 1 2 遺物ナ シ 45 38

22 6 Ⅰ一F －8 東 隅丸首方形 154 ×　75 10 遺物ナ シ 4－5 38

22 7 Ⅰ－F．G－7．8東 不 整 彬 176 ×　52 2 8 11－（恵器 ？ 少
1く
Iiニー・紬曲 の為時期
Oj

22 8 Ⅰ一一G －7 東 怖　円　 形 llO X　68 1 2 」二帥音詩、111i思岩誅会失津 ？ 少
1（
‡i二．糸ⅲ戸，・の為時期
東

229 Ⅰ一F －7東 半　 円　形 162×130 6 遺物ナ シ－

230 土 G －6 東 ほぼ円－形 140×140 4 4 土師－器 、須恵器 ？
少量 ・細11．の為時期不明一一
SD24を切る 45

2 3 1 Ⅰ－F －3谷 円　　 形 90×　84 5 遺物ナ シ S－K 2 32に切 られ る

2g2 Ⅰ－F －3谷 鮪 円　形 80×　45 8 遺物ナ シ S K 2 3 1を切 る

233 Ⅰ－D ，E－7東 不蜘有円形 558×356 12 弥生土 器 弥生 中期

234 土 D －7束 円　　 形 150×150 16 弥生 土器 弥生 中期

235 Ⅰ－F －3 谷 楕　円 ．形 80×－　60 5 遺 物ナ シ
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（6）　溝状遺構

溝状遺構はⅠ・II区あわせて30条（SDO1－30）検出した。このうちSDO7、SD15は谷底

にあたり、周囲が削平されることにより溝状をなすものである。以下各溝状遺構について述べ

るが、出土遺物については一部をのぞきほとんど触れることができなかった。

SDOl II区H・Ⅰ－10で検出したほぼ東西に走る溝である。Ⅱ－10の西端付近から始まり、

幅約0．5m、深さ0．1mで、西に向うにづれ幅・深さとも大きくなる。覆土は黒褐色をなし、少

量の土師器・須恵器を含むが、細片で時期は決定しがたい。SK015土坑（無遺物）を切る。

SDO2II区J－6から始まり、西南方向のH－8に向い直線的に延びる。J－6では幅約

0．5mにしかすぎないが、H－8の発掘区境では約1・Omと広がる。ただ全体的に5～10cmと浅

く、H－7部分では途絶えてしまう。もともと陸橋的な部分であったのかどうかは判然としな

い。黒褐色土にロ～ムが混った覆土で、土師器・須恵器の細片が出土した。H－7．8でSB

01掘立柱建物と重複するが先後関係不明。

SDO3II区Ⅱ－9で検出した。釣手状の溝状遺構であるが、多くの小ピットから切られ、

溝肩も崩れたのか入り乱れる。北－南に延びる短い溝は深さ5cm程度と浅く、段をなして東北一

西南方向の長い溝にとりつく。この溝の深さは25cmほどである。土師器・須恵器が5点出土し

た。

S DO4　この溝はII区の北端にあたるⅠ－2の発掘区境より出て、西南方向にほぼ一直線に

延びて、H－3の発掘区境で終わる。Ⅰ－2・3地区では北側の溝肩が大きく崩れている。幅

約0．6m、深さは10cm程度にしかすぎず、南側に向うにつれ浅くなる。SBO4・05を切り、SE

04に切られる。出土遺物は土師器・須恵器．瓦器・越州窯系青磁・瓦．滑石製石鍋などの細片

がある。

SDO5　SD04のすぐ南側を平行するように走る溝である。Ⅰ－3の中央部から始まり、H－

5で発掘区外に消えるが、その延長上にあたるⅠ区のG－6に短く出ている溝状遺構（SX66）

があり、これに接続するものとも考えられる。とすれば、その南に続くSD24とも関係をもっ

た溝といえよう。幅約0．8m、西南に向うにつれて深くなり、H－5区では深さ約20cmをはかる。

須恵器・土師器・内黒土器の破片が出土した。SBO3・04はこの溝を切っている。

SDO6II区J－6で検出した、東北一西南方向に走る長さ3．5mの溝状遺構である。幅は広

い所で0．6m前後、深さは10cm程度である。出土遺物はない。

SDO7　I区の西側半分をほぼ占めて西南から北に拡がるこのSD07については、これまで

再三再四述べたように、谷の最深部にあたる部分である。この谷の両側が削平されたために、

溝状の形態をなしたものであるが、調査の便宜上SDの略号を用いた。

この谷底は幅約8～10mをはかり、北側では12mを越える。深さは、西側部分からが削平の

度合が小さいため深く、東側部分からが浅い。また北側に向うにつれ、両側肩からの高低差は
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第63図　SDO7出土遺物実測図（1／2，1／4）
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大きくなっている。谷底の標高は南端部分で8．5m前後、北端部分で7・0m前後と、約1．5mの比

高差をもつ。E－6・7ではこのSD07の南側に小さな谷（SD15）が入る。また、谷底の西

側に沿って小さな流路の痕跡がうかがわれる。

この谷底には、縄文時代晩期から古墳時代まで、井戸．土坑などの遺構が作られていた。こ

れについては各々の遺構の項で述べた。またこの答底の埋没過程も土層の項で触れたのでここ

では再述しない°この覆土に含まれていた遺物の量は膨大なもので、パンケース500箱以上に及

ぶ。下層では弥生土器．古代土師器を中心に石器・土製品などが出土した。また上層で西側部

分を中心に完形晶も多量に混えた弥生土器・土師器・須恵器・石器・土製品などが多量に出土

した。場所によっては土器で層が成り立っている様な感じであった。上層の覆土については、

Ⅰ区の西側にあたる第3・51次調査地点が大きく削平され、時期的にも近いことから、この部

分のものである可能性が高い。

これらの遺物については整理の関係上今回は触れることができないが、鋳型片と瓦質土器（と

もに上層上面出土）は第63図に、また石器・土製品の一部については図版70～76に掲載した。

詳細については、今後検討を加えた上で発表したい。

SDO8Ⅰ区5－5．6で検出した。SCO6・07の間から始まり、南西方向に約3．5m延びる。

幅0・35m、深さ約10cm。南側ではSD06と平行して走る。出土遺物はない。

SDO9　Ⅰ区Ⅰ－4からH－5にかけてやや弓なりになって走る溝である。幅約0．4m、深

10～15cm程度、全長約14・Omである。北端部ではSX78を切り、またSDO4・05と平行して走

る。遺物の出土はないが、覆土の状態からすれば、近世以降の溝と考えられる。

SDlO I区A－10のSDO7底で検出した。南から北に向って約10m走る溝で、幅0・2m、深
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さ50mをほかる。覆土は暗褐色砂で、南からSK030・033・043に切られる。この北端から、そ

の北側に位置するSE10の先まで小溝が途切れながらも続いている。出土遺物はない。

SDll I区C－10から、SK130i131を切り、さらにSD07の上面を切ってA－10の発掘

区外に延びる東西溝である。発掘区内での総延長23・5m。幅は0・5～0・6m、深さは25cm前後で

ある。断面は「U」字形を呈する。覆土からほ弥生土器・土師器・須恵器が少量出土しており、

それらの破片と切り合い状況から判断すれば、奈良時代以降の溝と考えられる。

SD12Ⅰ区B－12で検出した。東北一西南方向に延びる3・45mの小溝である。南端はSK

041を切っている。幅0・15～0．25m、深さは50m程度である。覆土からは弥生土器と須恵器の細

片が少量出土しており、須恵器からみて6世紀後半以降の溝と推察される。すぐ北側の平行す

る位置にはSD18が走る。

SD13Ⅰ区C－10にあるSK106の上から東北方向に延びる浅い溝状遺構である。東北端は

E－9の試掘トレンチをすぎた辺りで不明瞭になる。幅は0・5～1・3mをはかり、深さは6cm未

満である。溝内から鉄淳が多く出土した他、須恵器・土師器の細片が出土している。覆土およ

び少量の遺物から判断すれば、平安時代のものと考えられる。

SD14Ⅰ区E－4・5のSDO7中で検出した。西北方向に5．2m延び、その端は開いて終る。

幅0．45m、深さ5～150mO　出土遺物はない。

SD15　SD07の所ですでに述べたように、このSD15も谷の最深部にあたる部分である。

東肩はE－6付近から、また西肩はD－6から始まり、南に約7・5mほど入り込む。東西幅は7・

5m、最も深い所で両肩部から750mをはかる。この底にはSE18、SKO94などの遺構がみられ

る。土層の堆積はSD07とほとんどが変る所がなく、遺物も上．下2層に分けて取りあげた。

遺物としては、弥生土器が上層を中心に多量に出土した他、吉武土師器、石器などがあるO

このうち石器・土製品の一部については図版70～75に採録した。SD15の埋没時期はSD07と

ほぼ同じと考えられる。

SD16　SD07の西側底を蛇行しながら走る溝状遺構である。B－9のSKO58から始まり

（切り合い関係不明）、途中一部が切れるが、C－7の北端部分近くまで続くO途中SK133を

切り、SKO85・155を切る。溝幅は0．4～0・9m、深さは8～170mであるO溝中からは中期後半

までにおさまる弥生土器片が200点ほど出土した。
′

SD17Ⅰ区D・E・F－2で検出した東西溝である。発掘区西境から出て、約2・5m付近で

南側の肩は不明瞭となり、溝底も段をなし、溜り状のものとなる。西端部分での溝幅3・5m、深

さは10～150mである。出土遺物はない。この溝は、第3次調査の際、調査区の中央を東西に走

っていた大溝の続きと考えられる。

SD18Ⅰ区B－10に位置し、SD12の北側を平行して走る小満である。全長約3m、幅約

0・2m、深さ110mで、SD07の東肩部分にのった様な状態にある。覆土からは弥生土器の細片少
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量と石斧片が出土した。

SD19　Ⅰ区B－11で検出した長さ1．7m、幅0・25～0・40mの溝状遺構である。底面も凹凸が

あり、最も深い所で20cmをはかる。須恵器甕胴部片が1点のみ出土した。

SD20　Ⅰ区C－9・10で検出した溝状遺構である。SKO69に接続した状態で北に延び、東

側に屈曲してSK128の南側で終る。肩は崩れて出入りがひどく、また深さも7cm程度である。

底面は凹凸が激しい。出土遺物はないO

SD21Ⅰ区0－10で検出した長さ3．15m、幅0・12m、深さ2～3cmの小溝である。方位は

西北－東南をとる。出土遺物はない。この溝の北側と南側にも同様の短い小満がある。

SD22　Ⅰ区C・D－10で検出した溝状遺構で、やや湾曲するものの東西方向に走る。幅0．

6～1・5てつ、深さは10cm程度である。覆土からは須恵器．土師器の細片あわせて8点が出土した

にすぎない。SD13から切られている。

SD23　Ⅰ区E－5・6のSDO7東側底で検出した東西溝である。全長2・15m、幅0．40～0・

45m、深さ15cmをはかる。覆土からは弥生時代中期の土器片10点ほどが出土した。

SD24　Ⅰ区F－8の南側発掘区境からやや弓なりになって北に延び、途中陸橋部を作り、

さらに西北方向に進み、G－6で終る溝である。満幅は0．6～0・8m、ノ深さは150mをはかる。陸

橋部はF－7にあり、その幅は15cm程度である。この陸橋部の東側にはSK229の浅い土坑（無

遺物）が取り付いた様になっている。またSD05の項でも述べたが、SD24の北端には約0．5m

離れて溝状遺構（SX66）がある。これがSD05と接続するならば、SDO5・24は一連の溝で

ある可能性が高い。覆土からは土師器・須恵器の細片が少量出土した。奈良時代以降のものと

考えられる。

SD25　I区E－4のSDO7中で検出した長さ約2mの南北溝である。幅0．35m、深さ5cm

程度の小さなもので、出土遺物はない。

SD26Ⅰ区D・E－4に位置し、SD07の西側肩部に沿って西南－東北に走る溝状遺構で

ある。全長7．3m、幅0．4～0．6m、深さ10～14cmをはかる。E－5の西側寄りで底に小さな段が

つき、そこから東側の溝底はやや深くなる。石片以外の出土遺物はない。

SD27　Ⅰ区F－4のSDO7中から東北方向に直線的に延びる溝状遺構で、北側はSE16に

切られる。残存長7．6m、幅0．4～0・6m、深さ10～15cmである。出土遺物はない。

SD28　Ⅰ区F－3で検出した全長3．85mの東西溝である。この溝の位置は、SDO7中であ

るが、谷底が大きく東に蛇行するため、西からテラス状になった所にあたるO満幅約0．5m、深

さは15cm程度である。SE15、SK199・202を切る。またSE15をはさんだ北側2mの所には、

同じ規模の東西溝SD29が平行に走り、時期も同じである。

出土遺物（第64図）　吉武土師器を中心に弥生土器、2次焼成を受けた方柱状の不明土製品

（図版66）などがある。図示したのは土師器のみである。346・347は甕形土器である。346の口
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第64図　SD28出土土器実測図（1／4）

緑部は内湾気味に外上方に開き、端部はナデつぶし、内面に段を作る。胴部には竹管による施

文がある。胴部外面は刷毛目の後ナデ調整。347は胴部片であるが、張りが大きい。調整は347

と同じだが、外面の刷毛目は残る。ともに砂粒を多く混えた胎土で、347が灰褐色、348が黄褐

色を呈する。

348は小形丸底壷である。扁球形の胴部と内湾気味に立つ口緑部をもつ。胴下半部はへラ研磨

と思われるが、磨滅して不明瞭。精良な胎土を用い、外面淡赤褐色、内面黄灰色を呈する。349

は鉢形土器である。外面はナデ、内面はへラ削り風の強いナデ調整を行なう。砂粒を多く混え

た胎土で、淡赤褐色を主としてなす。外面には黒斑がある。350・351は高杯である。350は杯部

内底に細い刷毛目を放射状に施す。精良な胎土で淡赤褐色を呈する。351は大きく深い杯部をも

つもので、脚部ははめこみ式のものである。内外面ともへラ研磨を行なうが、鹿部近くに細か

い刷毛目が残る。砂粒を混えた胎土で、黄灰色を呈する。

SD29　Ⅰ区F－3、SD29のすぐ北側で検出した。東西溝で、全長2．8m、幅0．6m、深さ

17cm。覆土からは吉武土師器片が少量出土した。

SD30　I区F－3、SD29のすぐ西側で検出した。東北一西南に方向をとる全長2・85mの

溝で、幅0．15～0・20m∴深さ4～9cmをはかる。覆土からの出土遺物はない。

（7）　製鉄遺構
「

Ⅰ区のE・F－5・6・7・8付近に多量の鉄澤が出土することは、試掘調査の段階で判明

していた？いざ本調査にかかってみると、当該地区のみならず、SD07上面部分をはじめとし

た各所で少なからずの量の鉄浮が出土した。しかし、その中心はやはり先述した地区で、地山

に密着した状態で多量の鉄浮を検出した。その分布状態は第65図に示したが、緩い傾斜面を呈

する西側から北側に向って集中する。
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第65図製鉄遺構全体図（1／200）
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①暗赤褐色粘質土（砂混り）
②暗赤褐色粘質土（砂鉄混り）
③暗赤褐色粘質土（微砂混り）
④明赤褐色土
⑨暗赤褐色土
（彰明赤褐色土
⑦暗褐色粘質土
（②灰白色微砂
（釘赤褐色焼土
（炭・鉄津・炉壁多く混える）
⑩⑦に黄白色粘土ブロック
混える
⑪明赤褐色粘土
⑩灰黒色砂（砂鉄）
⑬暗褐色粘質土
⑲赤褐色土（鉄分混り）

（①黄褐色土
②灰黒色粘質土
③暗灰褐色粘質土
④黒色砂質土
（焼土．鉄津を多量に含む）
⑨赤褐色焼土
⑥暗黄褐色土 ⅲ09．9＝こH

第66図　SX20・28実測図（1／40）
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またF－6部分には多量の鉄

浮とともに焼土や炉壁片などが

出土し、それを掘り下げると浅

い不整形の土坑、溝状の遺構な

どが多数切りあっていた。その

中には明らかに炉床と考えられ

る遺構もあり、また鉄浮の集中

する部分がこれを囲んでいる所

から、これらの多くが製鉄に関

連した遺構であろうと判断した。

さらに、E－8を取り囲むよ

うにして鉄浮が分布しており、

ここではSX20砂鉄溜め遺構を

はじめとし不整形の土坑を検出

した。しかしこの土坑は、F－

6のものと異なり鉄浮などの出

土がほとんどみられなかったた

め、製鉄遺構としてここでは扱

っていないが、関連性は否定で

きない。

これら製鉄に関係すると考え

られる遺構は、第9表として105

貢にまとめた。いずれも削平を

受けており、また切り合い関係

も明瞭でなく、各遺構の全貌を

伺い知ることはできない。以下、

主だった遺構について述べる。

なお、出土した鉄浮・砂鉄の

一部については、大澤正己氏に

調査を行なっていただき、その

結果を付論として115貢以降に

おさめた。それによれば、鉄浮

は砂鉄を木炭で還元した際に排



H＝8．60m

第67図　SX21・22実測図（1／40）
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第68図　SX72実測図（1／40）

出された製錬浮、また砂鉄は高品位で不純物の少ない酸怪真砂系に分類されるものであるとい

う鑑定結果を得ている。

SX20（第67図）　E－8で検出した砂鉄溜め遺構である。南側を埋設管で破壊されている

が、ほぼ東西に長軸をもつ隅丸長方形の土坑で、深さは60cmをはかる。東側壁から鹿部にかけ

て粘質土を厚さ10～15cmに敷きつめ、その上に砂鉄を入れている。砂湿りの砂鉄層は厚さ2cm

程度で、水洗して選別した砂鉄の量は約8kgであった。その上には炉壁・鉄浮などが堆積して

いる。この遺構が廃棄された際、付近の炉の残骸を放りこんだものと考えられる。土器類の出

土はない。

SX21（第66図）　F－5で検出した。上面は不整形を呈するが、鹿部は長方形に近い。北

側に溝状の掘り込みがあり、SE19の上面に続く。土層は上から明黄褐色土・明褐色土・灰黒

色粘質土の3層に分れ、北に向って傾斜する。上層には多量の鉄澤・焼土．炭化物が含まれ、

SE19の上面にまで広がる。また少量ではあるが底面まで鉄棒が認められる。土師器の細片が

出土した。

SX22（第66図）　F－6で検出した平面不整形の土坑である。深さは20cm程度で、覆土は

暗灰褐色土・黒色砂質土の上下2層に分かれる。このうち上層には多量の鉄浮・焼土を混え、

また下層には鉄揮・炭化物・焼土を含む。土器の出土はない。

SX23（第67図）　F－7区で検出した。今回の調査で唯一製鉄炉（製錬炉）と判断できる

ものである。しかし、0．75×0．65mの楕円形の土坑内に、一辺40cmの方形状の炉床部が残存す

るだけである。炉床上面には小さな鉄澤が充満し、また坑内には炭化物・焼土などが認可めら

れる。これらは、東側に位置するSX28を切って、その中央部付近にまで拡がっている。平地

に築かれた竪炉と考えられる。
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S X ．
番号

地一区 －平面一形態
平面規模

（cm ） （

深
さ

cm ）

出－土遺物、－／－その他 l
－　S X
番号
地区 形面形態

平 面規模
（cm ） （

深
さ

cm）

出土遺物、その他

01 E － 5 隅丸長方形
Iii x －68 1

24 須 恵器 、－鉄 棒 38 F － 6 楕 円 形 190×120 3 0
土師器 、－4頁恵器
鉄 音宰

02 E －5－6 不整楕円形 66 ×一一42－ 9 ′須 恵器、－鉄棒 39 F － 6 円　　 形 93×　80 2 5
土師．器、2頁恵器
鉄吉事

03 F － 6
隅丸万可 65× 60 l 3 0 土 師器、須恵器 －鉄音宰 40 F －5：6 不整長方形 146 ×　67 25 土師器、鉄痔

04 F 一 6 不整 円形 －
80－－× 54 l

19 鉄 棒 41 F － 6 溝　　 状 220 ×　80 23 須恵器 、鉄棒

05 1E － 7 不 整円形 52×　40 13 土師吉 、鉄棒 42 F 一 6 溝　 ．状 140 －×　75‘14．－土師器 、4頁恵器鉄寺宰

06 F －6．7 隅丸方形 80 ×　65 6 土師器 、鉄 棒
巨 3

F － 6 不 整 形 183×　 α ノ7 土師器　 －

．07 F － 7 円　　 形 24 ×　22 4 鉄i宰 44 F 一 g 不 一整 形 －174火132 2 3 土師器 、鉄棒

08 F 一 一7 円　　 形 20 × 18 一一4 鉄音宰 45 F 「－6 楕 円－形 120 ×　60 17 土師轟、鉄棒

09 －F － 7 不整楕円形 33×　20 4 鉄 棒 46 料－ 6 不一整円形 108 ×10 4 21 土師器 一　鉄棒

10 F － 7 不 整方形 38×　24 3 鉄棒 47　－F 一 6 槽 ．円　形 66 ×　31 1年 鉄棒

11 F －6 ・7 楕 円 形 90 ×　62 －19 炉壁 片 ．鉄 棒 48 F 一一 6 溝　　 状 194 不　64 1 3－鉄棒

12 G － 6 不整円形 76－本　70 9 49 B ・F －6 不整長楕円形 84×　38 1 7 鉄謹

13 F － 5 楕 円 形 117 ×　84 16 鉄寺宰 50 F － 6 － 円　 一一形 95×　9－0 11 土師器一，鉄棒

14． F － 6 不整長方形 130×　54 8 鉄棒 ‘51 F ＋6 －楕 円 －形 34 ×一一18 7－鉄棒

15 ．F － 6 楕 円 形 132×19 2 12 鉄 i宰 5－2 1 F － 6 円　　 形 56 ×　54 9 －鉄音字

16　－ F － 6 不整長楕円形 132 ×　56 14 鉄膣 53 F － 6 ．楕 円　形 110 ×　72 9 炉壁 、鉄棒

17 F － 6 不整長方形 136 ×　52 25 54 F － 6 甲 1形 51×　49 7 鉄棒

18 F － 6 隅丸方形 65 ×　α 鉄嘩 由 一－一F － 8 円　 －　形 35×　32 3

19 F － 6 不整方形 130 ×120 1 9 鉄音宰 56 ’ F － 7 1構 円 形 25× 18 4

－　20 E －8 隅丸長方形 160×116 6 0 砂鉄 鉄溜め － 57 g一一8 円一一　　 形 24 ×　22 2 土師器、鉄棒

21 F － 5 不整楕円形 250 ×204 50 土師器、鉄棒 58 F － 田 円　　 形 80 ×．一一64 5 炉壁片

22 　F － 6 不整楕円形 224 ×20 8 22
鉄棒、－炭化物 、
焼土 59 F 一 6 円　　 形 63×　54 26 土師器 、鉄 棒

日 3
F － 7 楕 円　形 －74 ×　56 2 3 製鉄炉（炉床のみ）

田

口

l l

l

l

、

）

60　－ F － 6 不整楕円形 50×　40 1－1
土師器 、鉄音事、
炉壁

l 24
F － 6 不酎膏円形 96 ×　－65 3 0 土 師器 、鉄棒 61 F ．G －6 不 整 形 100×　85 －9 鉄痩

1 、g5 －－F － 6 楕 円 形 94×　69 16 土師器、須 恵器 62 F －6 不痙楕円形 150 ×　75 彿樟

1 26 F － 6 溝　　 状 280×　60 20 土師器、須 恵器鉄 寺本
63 F － 6 不 整方形 72 ×　60 1－2 炉壁

27 F － 7 楕 円　 形 72 ×　66 29

22

30

3 2

．19

27

13

13

6

6

2 0

鉄棒 64 F － 6 不 整 形 139 ×－95－1－17

l 2 2

2 4

9

5

1 0　20

50

1g

4－6

土師器 、鉄 棒

巨 8
F － 7 長楕円形 220 ×14 5 鉄棒 、焼土 65　－G － 6 －楕一円 癖

溝　　 状

楕 円　 形

85×　57 土師著書、羽田、
鉄音宰

1－29 －
F －6・7 楕 円　形 90 ×　62 鉄i宰 66 G － 6 7 0 ×　α 炉壁、鉄 棒

31り F －6．7 円　　 形 100×　90 土師器 67 G 一 一6 4 4 ×　28 鉄建

　 31 F －6 不 整 形 154×146 土師器、須 恵器 68 F － 5 形態不 明

円　　 形

楕 円　形

104 ×　α－ 須恵器、鉄棒

32－ F －6 隅丸長方形 130 ×　44
土師料

鉄寺宰

6－9 鰊一 6 18 × －15 鉄棒

33 F － 6 不 整 形 115 ×　85 　70 F ・G －5 ’10 0×－　75 　鉄音幸一

1割 F － 6 不 整 形 195 ×165 7 1 F 一一 6 不整楕円形 98×　65 鉄棒 一一．．

35 F － 6 形態不明 α×104 鉄寺宰 72 E － 8 良楕 円形 342×　88 上面 より鉄棒 ．

36 F － 6 円　　 形 59×　52 鉄 棒 73 F －6 隅丸長方形 94 ×－　57 土師器

37 F － 6 楕 円　 形 152 ×　95 石斧、鉄棒 ，74 － 鰊－6 病　 状 133 ×　38 鉄音幸一

第9表　製鉄遺構一覧表
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0

1m

H＝8・50m

SX72（第68図）　E－8で

検出した溝状の遺構で、南側は

長さ0．64m、幅0・40mの不整楕

円形の土坑と径240m程の穴で通

じる。溝状遺構の底は穴部分か

ら平坦面をなし、0．8m北側でさ

らに一段下がる。この遺構の上

面には鉄浮、焼土が認められた

が、港内は黒褐色土で無遺物で

あった。製鉄関係遺構とするに

は検討の余地もあるが、とりあ

えずここに取り上げた。

（8、）　土壌墓

SX76（第79図）　土墳墓と

確定できたのはこのSX76の1

基だけである。F－7区で検出

した。2段掘りの墓壙は、長さ

1・2m、幅0．7m、深さ22cmのほ

ぼ長方形をなす。埋葬部は長さ
第69図　SX76土壙墓実測図（1／20）

1m強、幅0．4m、深さ14cmで、

断面は「U」字状を呈する。主軸はN－53。－Eに向く。埋葬部北側上面から、龍泉窯系青磁椀

片と漆器らしい遺物が出土した。副葬品であろうか。この土壌墓は平安時代末期のもの、と考え

られ、今回の調査では一番新しい。

（9）　その他の遺構

SX75石敷遺構（第80図）Ⅰ区B－12に位置する平面不整形の土坑で、北側は発掘区外に

のび、南側ではSEO7、SKO22を切っている。壁面は東側でほぼ垂直に立ち、西側は緩く傾斜

する。敷石は西肩から深さ0・5mの所に、南北1．6m、東西1．2mの範囲でみられる。10cm以内の

小礫を主として厚さ15cmほどに積み重ねる。石数の下には1・3×1．2m、深さ約10cmの南北にや

や長い円形の掘り込みがある。

出土遺物（第81図）覆土中から弥生土器・土師器・須恵器・石器類が出土した。吉武土師

器が最も多いが、石敷中より出土した須恵器にこの遺構の年代を求めることができよう。

土器（352－359）352は土師器の甕形土器で、口緑部は「く」の字状に外反する。内面へラ

削り。砂粒混りの胎土で、口縁部には赤色顔料の痕跡がある。353は深鉢の類であろう。口緑部
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くプノ一／一一一

H＝8．60m

第70図　SX75実測図（1／40）

0　　　　　　　　1m
L－1－－－1－－⊥一一一」」　　　　　　　2

は短く外反する。内底は板状工具によるナデ。砂粒を混えた胎土で、黄褐色を呈する。弥生時

代終末頃のものか。354は弥生時代中期の鉢形土器であるO一見手捏ね風であるが、内底には強

いタッチの細い刷毛目調整を施す。355～358は土師器である。355は丸底の鉢形土器で、外面に

は赤色顔料を塗る。356は口径9・0cm、器高3．晩mの丸底杯で、外面には指押えにより凹凸ができ

ている。微細な砂粒を混える。357・358は高杯片であるが、357が杯底から脚部がラッパ状に開

くのに対し、358はやや中膨らみの簡部をもつ。透孔はともに3個である。359は須恵器の杯蓋

で、天井部から沈線をもって休部が外傾する。端部内面には小さな段がつく。復元口径14．1cm

をはかる。

石器（SO26・027）　SO26は石剣片である。断面は厚さ0．9cmの扁平な菱形を呈し、刃部は

鋭い。安山岩質凝灰岩ホルンフエルス製。SO27は凹基の磨製石鉄片である。厚さ0・25cm基部幅

2．0cm。石材はS026と同じである。

SX79埋甕状遺構（図版50）Ⅰ区Ⅰ－6で検出した。径0．9m、深さ20cmの円形土坑の中に、
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一三二哀三一

0　　　　　　　　10cm
1－　－1－；　　　．2

第71図　SX75出土遺物実測図（1／2，1／4）

lso26
■⊂7／ノーフコ■

S027

0　　　　　3cm
し一一一一■1－－－－－－－－－－－し一一一一！

須恵器大甕を置く。上部は削平され、鹿部から15cm位が残存するにすぎない。この周辺には多

数めピットがあり、SX79との関係を求めたが、明確にしえなかった。

SX77馬蹄形状溝Ⅰ区J－3で検出したもので、西北方向に向って「U」字状に開く。

溝幅は1・0～1．5m、深さ0・95mをはかり、断面は「Ⅴ」字状になる。覆土上層から土師器・須

恵器の細片が少量出土している。

SX78馬蹄形状溝Ⅰ区Ⅰ－4で検出した。SX77とほぼ同様の平面形態をなすが、東側の

付根が切れる。溝幅0．6～1・2m、深さ0．3～0．65m。SC05を切り、SD09に切られる。出土遺

物はない。

N o一 種　 類 出 土 遺 構 －挿 図 図 版 No． 種　 類 出土 遺 構 挿 図 －図 版 N o． 種 ．顆 － 出 土 遺 構 挿 図 －面 版

S O0－1 土　　 錘 S C ′0 1 6 7 S O ll 土　　 錘 － S E　 0 5 －　6 7 S O 2、1 石　　 錘 1 S K O2 0 16 2 67

S OO 2 砥　　 石 S 0 0 2 6 8 g O 12 石　 包　 丁 S E lI 67 S 02 2 投　　 弾 S K O 20 6 2 6 7

S 0 03 滑 石 臼 玉 ．S 0 0 2 6 9 S 0 13 砥　　 石 S E 12　－ 68 S 02 3 石　 包 丁 S K 1 63 6 7

S －0 04 石　　 鋳 S C O5 6 8 S 0．14 砥　　 石 S E －16 68 1 g 02 4 石　　 斧－　S K 1 98 6 8

S 0 0－5 石　　 鋳 S C 07 6 8 S O l5 砥　　 石 S E 17 6 8 S 02 5 土　　 錘 S K 150 6 2－ 6 7

－S 0 06 石　　 鋳 S C 07 －6 8 S O 16 砥　　 石 S E 19 6 8 S 、0 26 石　　 剣 S x 7 5 7 1 － 6 8

S －0 07 滑 石 石 鍋 ．S E 04 69 S O 1 7 滑 石 製 品 － S K 00 7 6 2－ 6 9 S O 27 磨 製 石 鋳 S IX 7 5 7 1 － 6 8

S －0 0 8 滑 石 一石 鍋 S E O4 69 g O 18 滑 石 石 鍋 S K O 07 6 2 6 9 S 0 28 手　　 鎌 S C　0 4 66

S OO 9 ．石 1 彿 S E O 4 68 S 0 1’9 滑 石 石 鍋 S K O 20 6 9 S 02 9 鉄 製 一品 S C 0 4 66

S O l0 滑 石 製 品 S E O 5 彿 S 0 20 石　 斧 ？ S K O 20 6 g g 03 0 鉄　　 鍼 S E　O 2 66

第10表　遺構出土その他の遺物一覧表
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ⅠⅤ　ま　と　め

IIIで述べてきたように、有田遺跡群第81次調査では、縄文時代晩期～平安時代におよぶ各種

の遺構を検出し、また多量の遺物を取りあげたOここでは、主だった検出遺構の年代と性格に

ついてまとめ、その後調査区内での遺構の変遷について簡単に触れたい。

1　遺構の年代と性格

棚I区で2列検出した。SA01は西北一束両方向に延びる段落ち下に沿って設けられてい
註1）

る。遺物が少なく年代の断定は困難であるが、この南側で行なわれた第70次調査の際の西北方

向に延びる中世大溝との関係が求められる。位置からすればSA01はこの大溝の外側にあたり、

大溝に沿って設けられていた可能性が高い。SA02はSD24の内側に位置し、溝と平行に設け

られている。溝に付随した柵であるのかもしれない。

掘立柱建物　SB0土10の10棟を検出したが、他に柱痕跡のあるピットなどもあり、実際の

棟数は若干増えると考えられる。SB01～06は2×2間の建物で、そのうち北側に位置するS

B03・04・05は総柱である。柱穴からの出土遺物は少量かつ細片で、年代の決め手になりにく

いが、他遺構との切り合い状態によって大まかな年代は把握できる。北側から掘立柱建物と他

遺構の切り合いをみると、まずSBO3・04が11世紀後半のSD04に切られている。またSBO3．

04は10世紀代のSD05を切っている。このSBO3・04は主軸方向・規模ともほぼ同じ建物であ

り、同時期の可能性が強い。とすればこの2棟は10－11世紀の間に求められる。SB06は11世

紀代のSE05に切られており、またSBOlはSD02と切り合うが、先後関係は不明であった。

このような状況からして、切り合いをもたないSB02も含め11世紀代におさまるものと考えら

れる。ただこれらの建物の同時怪については、先に述べたSB04．05以外指摘することができ

ない。この建物群に製鉄遺構との関係を求めたいが、積極的な根拠に欠ける。

SBO7－10は建物としてまとめたものの、一部問題が残るものと（SBO7）、規模が大きくな

る可能性をもつもの（SB08－10）がある。出土遺物が少ないが、全体の状況から判断すれば、

平安時代におさまる建物と考えてよいであろう。

竪穴住居II区斜面で10基検出した。このうち北側に位置するSC03・04・10は古墳時代後

期に属するものである。SC03．04はともに平方形に近い平面をもち、4主柱穴からなる。S

C03にはカマドが付設されている。この2軒は切り合い、SC03が新しい時期のものであるが、

時期差は大きいものではない。SC10は、残存部分から復元すれば、4主柱穴の中央に炉をも

つ構造をなすと考えられる。

残りの7基は古墳時代前期の住居である。平面はSC08が近正方形、他は長方形を呈し、ま

たSC05を除けば長軸を南北方向、すなわち等高線に沿った方向にとる。さらに出入口のピッ
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トをもつSC01．02．05・06をみると、そのピットはすべて東側壁に設けられており、西側谷

部を背にして住居が築かれていたことがわかる。SC01・07・08以外は側壁に沿って溝をめぐ

らす。明確な主柱穴を検出したのはSC06だけで、炉を中央に挟んだ2柱穴であった。′SCO5●

07のように、床面にほとんどピットを持たないものもある。ベット状遺構はSC01・02・06・

07にあり、その形態は多様で、また地山削り出しと盛土の2種類の構築法が認められる。炉は

床面の中央に設けられているが、SCO2・05では炉そのものはない。SC05は炭化物・焼土が

床面に拡がっており、焼失家屋である可能性が高い。

この古墳時代前期の住居跡からは、床面に密着した状態で土師器などが出土した。特にSC

01では40個体以上の各種の土師器が出土し、そのほとんどが外来系の土器で占められている。

同様の傾向はSCO8出土の土師器についてもいえる。これらの土器のうちSCOl出土のものは
註2）

土師器Ib期に、他の住居跡出土のものはおおよそIIa期までにおさまるものと考えられる。

ただ住居跡の方向をみると、ほぼ北に向くSC01・08とそれ以外の住居に分れ、土器のあり方

を勘案すれば、新・旧2時期の集落構成をもつ可能性が強い。

有田遺跡群のこれまでの調査によると、4世紀以降、住居跡の数は急増し、特に4世紀～5
註4）

世紀前半には4～5軒を単位とした集落が50～60m間隔で形成されるという。今回の調査では

東への拡がりは不明であるが、密集する傾向はない。東側の第8・24次調査地点と、谷を挟ん

で西側に位置する第3次調査地点では、この時期の竪穴住居跡が出土しており、今回検出した

住居跡との間隔はまさに60m前後となる。このような小規模集落の散在形態が単に地形的制約

によるものか、あるいは別の意味をもつのか、またその急増の背景には何があるのかは今後の

検討課題であろう。

井戸17基検出したが、SE18を除き素掘り井戸である。唯一の例外であるSE18は、井戸

側として径60cmの丸太を到り抜いたものを使用しているO現存高は20cmだが、土層断面からみ

て40cm以上あったものと推定できる。裏込めから弥生時代中期後半までの土器片が出土してい

る。弥生時代の丸太到抜き井戸は、奈良県唐古遺跡をはじめとし畿内で5例、北陸地方で1例
註4）

が知られている。唐古遺跡例以外は後期のものという。佐賀県東宇木遺跡の井戸では、長さ70
註5）

cm、直径450mの木材を半裁し、それを到り抜いた後合掌させたものを井戸側として用いている。

弥生土器と思われる小破片が出土しているが、年代は保留している。SE18は覆土・出土位置

などからみても弥生時代におさまるもので、北部九州における一木引抜き井戸の最初の検出例

といえよう。

他の井戸は、古墳時代前期（SEO7．15・16・17）、中～後期（SEO6・11）、奈良時代（S

E01・09・10・12・13・19）、平安時代（SE02．03・04・05）に分けられよう。古墳時代の井

戸はSD07中に、奈良時代の井戸はⅠ・II区の南半に、まノた平安時代の井戸はII区の北半を中

心に散在する。その深さは湧水に関係し、当然のことながらSD09中に設けられた井戸は浅く、
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台地上に設けられたものは深い。

井戸祭祀と関係する遺物はSE15とSE19にみられる。SE15では完形の小形丸底壷を2個

井戸底に置く。SE19では完形の土師器椀と砥石を井戸の中ほどから検出した。埋井の際の祭

祀に供されたものであろうか。

土坑　231基の土坑を調査区のほぼ全域から検出した。縄文時代晩期から平安時代におよぶ多

種多様の遺構であるが、その性格については不明な所が多い。遺物が全くないものや少量しか

出土しないものが多いが、覆土・位置関係などを考えあわせ、時期の判断できるものは第2－

8表に記しておいた。細部にこだわらずこれらの土坑群をみれば、古墳時代前期までの土坑は

SDO7中にしか認められず、それ以降の土坑はその周辺に分布する。これはSD07の埋没状況

と、谷斜面の整地と深く関わっているものと考えられる。

溝状遺構　谷底にあたるSDO7．15を含め、230条の溝状遺構を検出した。このうちSDO7底

に走る溝状遺構は古墳時代までにおさまる。II区で西南一束北方向に走るSD02・04・05は平

安時代の溝で、特にSDO4、・05は等高線に沿って走る。またSD05はⅠ区のSD24と一連の溝

である可能性が高い。Ⅰ区のSDOlとII区でSD07を切るSDllはともに東西溝で、SDllは

奈良時代前後の溝と考えられるO

製鉄遺構Ⅰ区の東南部を中心とした地区で、製鉄に関連すると考えられる遺構と多量の鉄

浮を構出した。明確な遺構はSX23の製鉄炉（製錬炉）の炉床部とSX20砂鉄溜め遺構だけで

ある。F－6にみられる重複した遺構は、検出状況からして製鉄関係のものであろうが、削平

されており、個々についてはほとんど検討できなかった。これらからの出土遺物は少量である

が、奈良時代までの遺物を含むことと、SE19をSX23から続く鉄浮群が切っていることなど

から、遺構の年代はおよそ奈良時代末～平安時代（11世紀代）と推定される。

2　遺構の変遷

今回の発掘調査面積は約8，000㎡であり、有田遺跡群のこれまでの調査としては最も広い範囲

を探査したことになる。しかし、その大半が谷部にあたることから、既往の調査とは様相を異

にする部分が多い。以下、検出した遺構をもとに、縄文時代晩期以降のこの谷部移り変りを簡

単にみてゆく。

縄文・弥生時代（第72図）　この時代、谷の東斜面はほとんど人の手の加わらないものであ

ったと考えられる。今回検出した最も古い縄文晩期の土坑（SK132）は谷底にあり、以後弥生

時代を通して、SK143のような例外はあるが、遺構は谷底に集中している。遺構は土坑だけで、

中期前半から増加する。これらの土坑は、谷底の東西端に沿って列をなすものが多く、2ヶ所

にまとまりがみられる。中期後半もこの傾向が継続するが、土坑数は減少する。この時期には

谷の西側台地上では集落を形成している（第3次調査）。後期の土坑は数も少なく、その分布も
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第72図　弥生時代の遺構略図（1／1000）

散在的なものとなる。また土坑そのものが谷の中央部に移動し、前時期までは流水のあった谷

底が、両端から次第に埋りはじめた状態を示している。終末前後の出土土器には外来系のもの

が混り、時代が変化しだした兆候を示しているO

古墳時代（第73図）　この時代に入って間もなく、東側斜面に竪穴住居跡が築かれる。谷に

背を向け、南北に列をなす。4～5軒の小規模な集落で、谷を挟んだ西側台地、また東側の台

地上にもこの種の集落が形成される。谷底の利用は、この時期に至っても土坑・井戸として継

続されているが、自然的な埋没は進行し、谷鹿部分は狭く、また浅くなりつつあたったと考え

られる。中期の遺構は少ないが、後期段階では東斜面の北側に竪穴住居跡が築かれる。谷を挟

んだ西側台地でも同時期の住居跡がみられるOこの時期、SD07の下層とした谷の堆積は終り、

さらにⅠ区南側部分の傾斜面を一部整形し、その残土でさらに谷部を埋立てていったものと考
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えられる。

奈良．平安時代（第74図）　奈良時代前後からこの谷間にも大規模な開発の手が延びる。谷

の西斜面・台地上が整地さ姓、その残土で谷部を埋め立て、これによりSD07は完全に埋没し

たものと考えられる。奈良時代の明確な遺構は井戸と土坑であるが、SE19を除き調査区の南

側に分布する。平安時代には東斜面も谷に沿うようにして整地され、溝．掘立柱建物などが築

かれる。その遺構の分布は、調査区の中央部から北側に移る。また西側台地上からの大溝（S

D17）は、明確な掘り込みを失ない、谷部に向って広がる。製鉄遺構の年代はその上限を奈良

時代以降としか求めることができないが、今後の検討により掘立柱建物等との関係を探索して

ゆく必要があろう。平安時代以降、この谷部周辺は大きく削平され、またこの谷全体が埋立て

られてゆく。昭和初め頃の古地図には、この地区が浅い谷として残っており、最終的な整地は
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第74図　奈良・平安時代の遺構略図（1／1000）

まさに戦後に行なわれたといえる。

以上、第81次調査の報告を行なったが、時間的制約からすべての資料を発表できず、また発

表した資料に関しても十分な検討を加えることができなかった。有田遺跡群の調査は小面積な

がら現在も続いており、徐々にではあるが先土器時代から近世におよぶ遺跡像が浮びあがって

きている。これらの成果も含め、再度今回の調査について述べる機会を持ちたい°

註1）未報告。ただし遺構配置図は本書付図2を参照。

2）柳田康雄「三、四世紀の土器と鏡」『森貞次郎博士古稀記念古文化論集』1982

3）井澤洋一「第48次調査」『有田・小田部第5集』福岡市埋蔵文化財調査報告書第110集、1984

4）宇野隆夫「井戸」『弥生文化の研究7』1986

5）『佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財確認調査報告』佐賀県文化財調査報告書第37集、1977
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付論

有田遺跡群（第81次調査）出土鉄棒と砂鉄の金属学的調査

大　澤　正　己

1．概要
．

有田遺跡群第81次発掘調査に際し、奈良～平安時代に推定される鉄棒と砂鉄が出土したので、

それらの金属学的調査を行い、次のことが明らかになった。

＜1＞　鉄浮は、砂鉄を木炭でもって還元したときに排出された製錬浮である。福岡平野の製

錬韓としては、チタン（Ti）分が中間レベルの部類に属するが、一部に低目のものも存在する。

＜2＞　鉄淳の鉱物組成は、マグネタイト（Magnetite：Fe304）＋フェアライト（Fayalite：

2FeO・SiO2）で構成される。化学組成は全鉄分（TotalFe）36～49％、造浮成分（SiO2＋A1203＋

CaO＋MgO）27－41％、二酸化チタン（TiO2）1．65～7．5％、バナジウム（Ⅴ）0・18～0．30％

である。

＜3＞　砂鉄溜め遺構（SX20）から出土した砂鉄は、高品位で不純物の少ない酸性真砂系に分

類できる。砂鉄粒子内での包裏鉱物（輝石、角尖石、石英等）らもほとんど認められない。全

鉄分（TotalFe）が70．4％と高目で、二酸化チタン（TiO2）は0．53％であり、他の随伴微量元

畢らもきわめて低目である。

＜4＞　有田遺跡出土砂鉄は、福岡平野から糸島半島にかけて賦存する成分系に属し、地元採

掘品と考えられる。

＜5＞　出土砂鉄と鉄浮成分の関係は、低チタン含有鉄浮のSD07Z区上層出土品と対応づけが

できる。その鉄洋の二酸化チタン（TiO2）は低目傾向の1．65％である。

以上の様に有田遺跡群第81次調査区は、製錬遺構に分類できる。ただし遺構上部の大半は、

削平を受けて消滅し、炉床部のみの検出で製鉄炉の実態は不明であるが、律令制以降全国的に

散見される平坦地立地の自立炉が想定される。

2・いきさつ

有田遺跡は福岡市西区有田1丁目に所在し、製鉄関連遺構は奈良～平安時代に比定される。
註1）

同時代の製鉄遺跡は全国的にみても、その数は急増し、福岡県内においても同様のことがいえ
註2）

る。今度調査された有田遺跡では、熱影響を受けた炉床部や砂鉄溜めピットらの遺構と共に、

大量の鉄樺が出土した。これら鉄浮や砂鉄の調査依頼を福岡市教育委員会浜石哲也氏より要請

されたので、鉱物組成と化学組成の調査結果にもとづき、金属学的見地から検討を行った。
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3．調査方法

3－1　供試材

Table．1に供試材の履歴を示す。調査鉄棒のサンプリングにあたっては、遺跡内の拡がりを考

慮して6ヶ所から採取している。

Tabie．1　供試材の履歴及び調査項目

符　 号 試　　　 料 出 土 位 置 推定 年代
試料大 き さ 1 調 査 項　 目

サ イ ズ

－（mm ）

一重王立
（一g ）
顕微鏡組織 化学由成

′
20 －8 31 －A 鉄　 塔 №．1 i S E 19 上面 奈 良

へ．ノ平安
55 ×6 0 ×5 0 175 ○ ○

20 －8 31 B 　 〃 ノノ　　　　　　 ノノ 〃 50 × 40 × 15 46 ノー b

20 ■8 31 C － ′′　　　 、№．2 、D 一 5 ノ1 55 × 30 ×35 9 5 〇 ○

20 －8 31 －D 〃 〃　　　　　　　 －〃 〃 35 × 22 ×15 2 5 一〇．

20 －8 31 E － 〃 №・3 、D － 6 ／1 70 × 60 ×40 26 0 ○ ○

20 －8 3 1 F 〃 〃　　　　　　 －ノ／ ノ1 － 55 × 50 ×25 9 0 ○

20 －8 3 1 G － ノ′ № 4 、C － 6 ノ／ 55 ×25 ×15 4 2 〇 一

20 － 83 1 H 砂　 鉄 S X 20 ． 〃 － － ○ ○

2 N l 8 31 鉄　 揮 S D 07 Z 区上層 ノ／ 60 火45 ×30 1 12 0 ○ ○

G － 85 1 ′′ S X ．20 －〃 80 × 100 ×30 68 0 ○ ○

3－2　調査項目

（1）　肉眼観察

（2）　顕微鏡組織

鉄浮および砂鉄粒子の検鏡試料は、ベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃150、＃320、

＃600、＃1，000と順を迫って研磨し、最後は被研面をダイヤモンドで仕上げている。

（3）　化学組成

鉄浮と砂鉄の分析は、次の方法をとっている。

重クロム酸使用の重量法……酸化第1鉄（FeO）、二酸化珪素（SiO2）。

赤外吸収法……炭素（C）、硫黄（S）。

原子吸光法……全鉄分（TotalFe）、酸化アルミニウム（Al203）、酸化カルシウム（CaO）、

酸化マグネシウム（MgO）、二酸化チタン（TiO2）、酸化クロム（Cr203）、バナジウム（Ⅴ）、

銅（Cu）。

中和滴定法……五酸化燐（P205）。

4．調査結果と考察

（1）　20－831A：鉄浮（№1．SE19上面出土）

肉眼観察：表裏ともに赤褐色を呈し、やや粗髭な肌を有して局部的に石英質小石を付着する。
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裏面は高熱で青灰色に変色した炉材粘土を付着した炉内残留浮である。破面は黒色に干渉色を

混じ、気泡が散在するが微密質である。

顕微鏡組織：Phot0．1の1、2段目に示す。鉱物組成は白色多角形状のマグネタイト

（Magnetite：Fe30。）と淡灰色長柱状ないし短柱状のフェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）

が、基地の暗黒色ガラス質スラグ中に共存する。各結晶は成長しており、徐冷を受けているこ

とがわかり、炉内残留澤の特徴が組織からも認められる。砂鉄製錬浮の晶癖である。

化学組成：Table．2に示す。やや鉄収率の悪い鉄棒であり、全鉄分（TotalFe）は48・7％と

高目で、このうち、酸化第1鉄（FeO）が45・8％、酸化第2鉄（Fe20。）が18・76％の割合で占

められる。造揮成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO）は逆に低目の26．79％である。次に砂鉄製錬

浮の特質である二酸化チタン（TiO2）は6．26％と福岡平野の砂鉄製錬浮としては高目の含有で

あり、これにバナジウム（Ⅴ）は通常レベルの0．20％が加わる。他の随伴微量元素は、酸化マ

ンガン（MnO）が若干高目の0．51％、酸化クロム（Cr203）0・31％、硫黄（S）0・037％、五酸

化燐（P205）0・34％、銅（Cu）0．005％らが検出された。

造淳成分中の酸化カルシウム（CaO）が3．22％とやや高目傾向は炉材粘土から加わった成分

であり、製錬過程で鉄と津の分離に媒溶剤として作用したと考えられる。二酸化チタン（TiO2）

とバナジウム（Ⅴ）の含有量からみて砂鉄製錬浮の特徴を充分に表わしている。

（2）　20－831B：鉄浮（№i SE19上面出土）

肉眼観察：表皮は赤褐色で、ややなめらかな肌をもち、粘桐質気味の流出浮である。裏面は

石英質小石を噛み込み、やはり赤褐色を呈している。破面は黒色で、わずかに気泡を発した撤

密質である。

顕微鏡組織：Phot0・1の3段目に示す。鉱物組成はマグネタイト（Magnetite：Fe304）に小

結晶のフェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）から構成される。前述した20－831A鉄浮と同

系である。

（3）20－8310：鉄揮（№2　D－5出土）

肉眼観察：表裏ともに赤褐色を呈し、粗索な肌に木炭痕を残した炉内残留浮である。裏面に

少量の炉材粘土と石英質小石を付着する。破面は黒褐色で気泡を少量発している。

顕微鏡組織：Photo・1の4段目に示す。鉱物組成は、マグネタイト（Magnetite：Fe304）＋

フェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）から構成される。砂鉄製錬浮の晶癖で20－831Bの組

織に近似する。

化学組成：Table・2に示す。該品の鉄分は低目傾向にあり、全鉄分（TotalFe）が35．5％で、

そのうち酸化第1鉄（FeO）38・9％、酸化第2鉄（Fe20。）が7．56％の割合である。造浮成分

（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO）は41．27％と増加し、二酸化チタン（TiO2）7・51％と高目で、バ

ナジウム（Ⅴ）0・18％含有され、これも砂鉄製錬浮の特徴をよく示している。他の随伴微量元
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素は、20－831A鉄浮にほぼ準じており、酸化マンガン（MnO）0・56％、硫黄（S）0．036％、

五酸化燐（P205）0．36％であり、酸化クロム（Cr20。）0・06％と、鋼（Cu）Nilと、この二成分

が低減している。これは成分偏折であろうか。

（4）20－831D：鉄浮（№．2　D－5出土）

肉眼観察：黒色のなめらかな肌に、ヒダ状凝縮痕をもつ流出浮である。裏面は灰黒色で炉材

粘土を局部的に付着し、気泡を露出する。破面は黒色で気泡なく撤密である。

顕微鏡組織：Phot0．2の1段目に示す。鉱物組成は白色粒状で樹枝状に晶出したヴスタイト

（Wtistite：FeO）が主体で、これに灰色多角形のマグネタイト（Magnetite：Fe304）と細か

く分散したフェアライト（Fayalite：2FeO．SiO2）から構成される。各結晶は小さくて成長が

みられないところから、急冷を受けていることが読みとれるO　これも低チタン含有の砂鉄製錬

浮の晶癖であるO

（5）　20－831E：鉄揮（№．3　D－6出土）

肉眼観察：表裏ともに赤褐色を呈し、比較的平滑な肌に石英質粒子を付着した円筒状鉄津で

ある。破面は茶褐色の緻密質で、炉内残留浮に分類できる。

顕微鏡組織：Phot0．2の2段目に示す。鉱物組成は白色多角形状の小型マグネタイト

（Magnetite：Fe。0。）が少量晶出し、これに灰色短柱状で大きく成長したフェアライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）が基地の暗黒色ガラス質スラグ中に共存する。炉内残留浮であるの

で、徐冷を受けた形跡がフェアライトに反映されている。

化学組成：Table．2に示す。当鉄浮は既述した20－831Aや20－8310鉄浮に比べて、二酸化チ

タン（TiO2）が極端に低く1．65％、同じく酸化マンガン（MnO）0・27％、硫黄（S）0．023％

と低目傾向で、バナジウム（Ⅴ）は高目の0．3％である。この成分系は後述する2N－831やG－

851鉄浮とも異なっており、明らかに原料砂鉄の相違が認められる。該品は、SX20遺構砂鉄と成

分的に対応する。

なお、全鉄分（TotalFe）は43．1％で、このうち酸化第1鉄（FeO）は46．9％、酸化第2鉄

（Fe20。）は9・49％であったO造浮成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO）は39．77％含有されてい

るが、そのなかで酸化カルシウム（CaO）が5％、酸化マグネシウム（MgO）1．39％と二成分

とも高目で、鉄と韓の分離を促進する自媒溶成分の由来が注目される。炉材粘土の影響であろ

うか。

（6）20－831F：鉄浮（№．3　D－6出土）

肉眼観察：白黒斑点状を呈するガラス質鉄棒であるO表裏と破面からも鉄分がほとんど含有

されないことが観察されるO

顕微鏡組織：Photo・2の3段目に示す。全体がガラス質で黒色円形の気泡と共に、その周辺

に極く微量の白色点状マグネタイト（Magnetite：Fe304）が認められる。この種の鉄津は、珪
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酸分のみ多くて鉄酸化物を含有せず鉄浮特質を読みとることは困難である。

（7）20－831G：鉄浮（№．4　C－6出土）

肉眼観察：表皮は黒色に小豆色を混じ、小じわを寄せた流出浮である。裏面は黒色で、流出

過程に生じた凹部に地山粘土を噛み込んでいるO破面も黒色で気泡がほとんどなく撤密である。

顕微鏡組織：Photo・2の4段目に示す。鉱物組成は多角形の微結晶マグネタイト

（Magnetite：Fe304）と淡灰色木ずり状で、やはり微結晶のフェアライ、卜（Fayalite：2FeO・

SiO2）、これらが暗黒色のガラス質スラグ中に晶出する。当鉄浮は炉外で急冷を受けた為、各結

晶は成長していない。砂鉄製錬浮の晶癖である。

（8）20－831H：砂鉄（SX20砂鉄溜め遺構出土：径約1．5m、深さ50cmの土坑から8kg余砂鉄

出土）

肉眼観察：黒褐色粒子である。水洗後磁選して供試材とした。

顕微鏡組織：Photo・3の1段目に示す。高純度の磁鉄鉱（、Magnetite：FeO・Fe203）粒子で

ぁる。砂鉄粒子は、150～200〟の径を有するものが多い。不品物である包裏鉱物（輝石、角尖石、

石英ら）やチタン鉄鉱（IImenite：FeO・TiO2）は、ほとんど認められない。

化学組成：Table．2に示す。鉄分は高く、全鉄分（TotalFe）は67・4％あり、そのうちの酸

化第1鉄（FeO）が21・2％、酸化第2鉄（Fe20。）が72．8％であった。また、砂鉄の特徴成分で

ある二酸化チタン（TiO2）は0．53％と極めて少なく一　バナジウム（Ⅴ）が0・26％あった。これ

に続いて脈石成分も少なく、珪酸（SiO2）2．04％、酸化アルミニウム（A120。）1．32％、酸化カ

ルシウム（CaO）0．29％、酸化マグネシウム（MgO）0．21％であるO一方他の随伴微量元素ら

も極めて少ない。酸化マンガン（MnO）0・18％、酸化クロム（Cr203）0．12％、硫黄（S）0．006

％、五酸化燐（P205）0・060％、銅（Cu）Nilであった。以上の成分系から、当砂鉄は酸性真砂

系に分類できる。参考までに砂鉄の分類を酸性と塩基性でみるとTable・3の様になる。該品が

高品位砂鉄であることは、鉄分が67％と高く、二酸化チタン（TiO2）が0．54％と低目であるこ

とからも実証される。
註3）

Table．3　砂鉄の分類一

酸性 砂鉄 （真砂 ）1 塩基 性砂 鉄 （赤 目）

T iO 2 0 一2～ 6．5％ 5／～2 0％

S iO 2 2 ．0－ －14 ．0％ －

A 120 3 1 ．0－）5．0％ －

C a O －
0．、7～ 2・5％ －

M g O －
1－5～10－．0％ －

P －0 ・00 4－0 ・21％ 0．05～0 ・7．8％

砂鉄中のチタン分が低いもの程、高品位につながるのは次の理由によるOチタン（Ti）の融

点は1690。Cと鉄（Fe）の1535。Cより高く、高温できわめて活性な金属となり、他元素と結合し
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やすい性質をもつ。このため砂鉄中のチタン含有量が増加すると製錬は難しくなるので、その
（

含有量は低い方が望ましい。該品は、そういった意味では製錬しやすい原料だったと考えられ

る。

なお、この砂鉄の成分系を製錬すると鉄津成分は、20－831E鉄棒系となるであろう。特に砂

鉄中の二酸化チタン（TiO2）は製錬時に濃縮されて2倍近い値となる筈である。20－831E鉄浮

の二酸化チタン（TiO2）が1．65％はよく対応する。これからすると20－831E以外の鉄浮らは、

20－831H砂鉄の成分系とは異なった原料砂鉄が挿入されたことになる。有田遺跡群第81次調査

区の製錬操業においては、製鉄原料の砂鉄は、賦存母岩の異なる二系統のものが搬入されたこ

とになる。他の1種の砂鉄の検討は今後に残る研究課題である。

参考までに有田遺跡周辺の地域から採取した砂鉄の分析値をTable・2に示している。早良地

域の重留三郎丸古墳群の立地する丘陵から採取した山砂鉄は、有田遺跡出土の20－831H砂鉄の

成分系に近似する。また、糸島半島の八熊遺跡の出土砂鉄や、幣の浜砂鉄も同系とみなされる。

（9）2N－831：鉄渾（SD07Z区出土）

肉眼観察：表裏ともに灰褐色を呈し、比較的なめらかな肌に小気泡を露出した炉内残留浮で

ある。裏面は高温で変色した炉材粘土を付着する。破面は茶褐色で微小気泡を発するが撤密質

である。炉内残留浮に分類できる。

顕微鏡組織：Photo・3の2段目に示す。鉱物組成は白色多角形のマグネタイト（Magnetite：

Fe304）と、淡灰色フェアライトの分散した結晶らから構成される。これも砂鉄製錬浮の晶癖で

ある。

化学組成：Table．2に示す。20－831A鉄浮に準じた成分系である。全鉄分（TotalFe）は45・

5％で、このうち酸化第1鉄（FeO）が47．3％、酸化第2鉄（Fe20。）が12．44％、造浮成分（SiO2＋

A1203＋CaO＋MgO）は30％であった。二酸化チタン（TiO2）は6・67％、バナジウム（Ⅴ）0．26

％で、他の随伴微量元素も低目傾向にあるO

（10）G－851鉄浮（SX20出土、砂鉄溜めピットで砂鉄と共伴）

肉眼観察：表裏ともに赤褐色を呈し、石英粒子や木炭痕を残して粗髭な面の局部に流出状の

なめらかさをもつ大型の炉内残留浮である。破面は黒褐色で気泡が散在するが微密である。

顕微鏡組織：Photo・3の3、4段目に示す。鉱物組成の大部分はマグネタイト（Magnetite：

Fe304）＋フェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）で構成されるが一部にヴスタイト（Wiistite：

FeO）の晶出する箇所（Phot0．3の3段目の組織写真）が認められる0各結晶は成長していて、

砂鉄製錬時の炉内残留浮の晶癖を示している。

化学組成：Table．2に示す。成分構成は前述した2N－831に近似する。
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5．まとめ

有田遺跡群第81次調査区から出土した奈良～平安時代の鉄浮と砂鉄の調査を行なって次のこ

とが明からになった。

＜1＞　鉄澤はすべて鉄生産の第1工程で排出された製錬浮であり、原料は砂鉄である。

＜2＞　砂鉄溜め遺構出土の砂鉄は不純物の少ない高品位の酸性真砂系である。二酸化チタン

（TiO2）は0・53％で、重留三郎丸古墳群丘陵のものと同系成分である。

＜3＞　この砂鉄は、出土鉄浮の一部と成分的に対応しているが、別種砂鉄の存在も考えられ

る。

＜4＞　有田81次鉄浮を早良地区の製錬浮として二酸化チタン（TiO2）含有量で位置ずけを行

うと、野方新地や野方カサネ池遺跡出土鉄浮らが1％前後の低値となり、高値は敷町や戸切遺

跡の10％台であり、それらの中間に壱岐神社や有田遺跡の大部分が収まって6～7％台である。

ただし有田81次の20－831E鉄浮は1・65％含有が1点あって低値に移行するものも存在する。

＜5＞　有田81次製錬浮と鍛冶工程で排出された田村遺跡の鍛冶浮成分（鍛錬鍛冶浮：小鍛冶

揮→第3工程）を比較すると次の様になる。製錬澤は第1次浮であるので砂鉄成分の影響が大

きく、二酸化チタン（TiO2）やバナジウム（V）及び造浮成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO）

らが多いが、鍛冶浮はそれらの成分は減少し、全鉄分の増加のみが著しい。鍛冶浮は不純物を

除いた鉄素材と炉材粘土中の珪酸分の反応物であるので砂鉄旅石成分の反映は少ないわけであ

る。

Table．3　製錬浮と鍛冶浮の比較

T o ta l F e 造 痺 成 分 T iO 2 一Ⅴ

製 －　錬　 揮 3 6～ 4 9％ 2 7～ 4 0％ ． 1 ．65－ 7 ．5 ％ －0 ．2′～－0 ．3％

鍛 錬 鍛 冶滞 5 4～ 6 1％ －．17へ／2 5％ 0－．12 ～ 0 ．2 5％ 0 ・0 07一 0 ．008 ％

＜6＞　低チタン含有の砂鉄系製錬浮の鉱物組成は、マグネタイト（Magnetite：Fe。04）＋フ

ェアライト（Fayalite：2FeO・SiO2）でわずかにヴスタイト（Wiistite：FeO）を共存させる

が、鍛冶津はヴスタイト＋フェアライトで構成される。田村遺跡の鍛錬鍛冶浮は、大きく成長

したヴスタイトが晶出していて有田81次のPhotoi～3でみた組織とは大きく異なる。

＜7＞　有田遺跡出土の砂鉄は、重留三郎丸古墳丘陵採取砂鉄と成分系が近似するが、製錬浮

成分をみると、これ以外にも別成分系砂鉄の搬入があったと考えられる。これらの問題の追求

も今後に残された問題である。

＜8＞　有田遺跡の遺構は炉床部の熱影響部のみの検出で炉構造までの検討が果せなかった。

後日に期したい。
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註1）例えば土佐氏の下記文献に記載された第1表の製鉄遺跡地名表の45例中の大部分が奈良～平安

時代に入る。

土佐雅彦「日本古代製鉄遺跡に関する研究序説」『たたら研究』第24号　たたら研究会1981

また、最近の調査例では木炭窯との共伴で群として検出されている。筆者の関係した遺跡は次の

通りである。

千葉県……花前、取香、御幸畑の各遺跡

．千葉県文化財センター『研究紀要』7．1982

埼玉県……台耕地、猿貝北の各遺跡

・埼玉県埋蔵文化調査事業団『関越自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書』XIX（台耕地II）－埼

玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第33集－1984

・埼玉県埋蔵文化財調査事業団『猿貝北・道上．新町口』（国道298号線関係埋蔵文化財発掘調査報告）

Ⅰ　－埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第52集－1985

富山県……太閤山II、石太郎C、小杉丸山の各遺跡

．富山県教育委員会『県民公園太閤山ランド内遺跡群調査報告書（2）』1983

・富山県教育委員会『七美．太閤山・高岡線内遺跡群』1983

・富山県教育委員会『小杉丸山遺跡』（小杉流通業務団地内遺跡群第8次緊急発掘調査）1986

福島県……相馬武井地区の17の遺跡

福島県教育委員会・福島県文化センター『向田A遺跡』（現地説明会資料）1985．12．7

製鉄炉9基、炭窯60基以上が検出され、昭和61年度から報告書発行が計画されている。

2）福岡市においては金武城田、大塚II区、飯盛第4次調査区（鍛泊）、羽根戸らの各遺跡がある。

また、県内にまで拡げると糸島半島の八熊遺跡をはじめとして、春日市門田遺跡、北九州市の丸ヶ

谷遺跡らが挙げられる。

3）岩瀬慶三『砂鉄の研究』科学主義工業社刊1942　555頁。
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Photo．1　鉄棒の顕微鏡組織
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Photo．2　鉄棒の顕微鏡組織
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Photo・3　砂鉄粒子．鉄棒の顕微鏡組織
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図版1

有田遺跡群周辺航空写真（1946年撮影、上が北）



図版2

有田遺跡群周辺航空写真（1975年撮影、下が北）



図版3

2

第81次調査地点付近航空写真　　1南から　　　2　東から



図版4

2

第81次調査地点付近航空写真　　1西北から　　　2　北から



図版5

発掘調査前風景 1西北から 2　北から

2



図版6

Ⅱ区全景（北から）



図版7

1Ⅱ区全景（南から）　　　2　Ⅱ区北側部分（北から）

2



図版8

2

1Ⅱ区南側部分（西から）　　　2　Ⅱ区中央部分（西から）



図版9

I区南側部分　　　1東北から　　　2　西から

2



図版10

Ⅰ区全景（南から）
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図版13

1SBOl・06、SDO2（南から）　　　　2　SBOl．06・02、SDO2（北から）

2



図版14

1SB02（南から） 2　SBO3、SKOO7・01．0、SDO5（西から）

2



図版15

1　SBO4、SEO4、SDO4．05（西から）2　SBO5、SEO3、SDO4（西北から）

2
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図版17

SC01（南から）　　1遺物出土状況　　　2　完掘後

2



図版18

2

SCO2　1　完掘後（西南から）　　　2　遺物出土状況（南から）



図版19

1SC03・04切り合い状況（北から）　　2　SCO3（西から）

2



図版20

1　SCO4（南から）　　　2　SCO5（東から）

2



図版21

1　SCO6．07（西から）　　2　SCO7（南から）

2



図版22

SC06 1 西から 南から
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1　SCO8（南から） 2　SCO9（西から）

2
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図版29

SD07中土坑出土状況　1　南から　　2　北から
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図版31

2

SD15および土坑出土状況　1　南から　　2　北から
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図版38

1SK131（東南から）　2　SK225・226（南から）

2



図版39

2

製鉄遺構　　1西から　　　2　南から



図版40

2

1製鉄遺構（西南から）　　　2　製鉄遺構検出状況



図版41

2

1製鉄遺構（北から）　　2－製鉄遺構完掘状況（北から）



図版42

2

鉄淳出土状況　　1南から　　　2　西から



図版43

l SX21（南から） 2　SX20．40（南から）
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図版46

2

SD07遺物出土状況　　1北から　　　2　細部



図版47

2

l SDO7遺物出土状況　　　2　SD15遺物出土状況



図版48

1SDO7北側部分（北から）　　2　SD28（西から）

2
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図版50

2

1SX75石敷遺構（南から）　2　SX79埋甕



図版51

003

竪穴住居SC01出土土器Ⅰ

010



図版52
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竪穴住居SC01出土土器Ⅱ
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図版53

035



図版54

047

竪穴住居SC02出土土器

048



図版55

067

竪穴住居SCO5．06・08出土土器
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図版56
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図版57

井戸SEO2・04．05出土土器・陶磁器



図版58

▼土坑

150

井戸SEO6・10．15．16・19，土坑SKOO5出土土器

151



図版59

土坑SKOO5・006・020・021．025出土土器



図版60
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土坑SKO25・028・029・030出土土器
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図版61

土坑SKO30出土土器



図版62
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図版63

土坑SKO55・056出土土器



図版64

土坑SKO70・079・082．084．092．094出土土器



図版65

土坑SKO95・132・154．168出土土器



図版66
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図版67
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遺構出土土製品・石器Ⅰ



図版68
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図版69

遺構出土滑石製品



図版70

SDO7．15出土土器・鋳型．石器I



図版71

SDO7．15出土石器I．



図版72

SDO7．15出土石器　Ⅲ



図版73

SDO7・15出土石器　Ⅳ



図版74

SDO7．15出土石器　Ⅴ



図版75

SDO7・15出土石器　Ⅵ・土製品
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